
TR-A-0035 

7イコンり認知容易性に関する諸要因り検討

本郷節之 乾敏郎

Sadayuk i Hongo Toshio lnui 

1988.9.29 

ATR視聴覚機構研究所

34 



アイコンの認知容易性に関する

諸要因の検討

命名工巨宅年＊・病在、朝徒歩頁厄ど

・イメ ージ 一至 虚の 図係

ATR視聴覚機構研究所

本郷節之 乾敏郎



口 そ欠

1. はじめに ・----------------------------------------------------------- 1 

2. 実験の目的 —-------------------------------------------------------- 1 

3。 実 験方法

3. 1 

3. 2 

4. 実験結果

4. 1 

4. 2 

4. 3 

材料および被験者 -----------------------------------

手続き

データ全体の検討 -----------------------------------

図柄・内容の抽象性・具象性による差異の検討

材料の性質 —-----------------------------------------

3

4

 

7

9

1

 
ー

5, 考察・---------------------------------------------------------------- 12 

6. おわりに ------------------------------------------------------------ 13 

謝辞 13 

参考文献 ・一―-------------------------------------------------------------- 13 



1 . はじめに

ユ ーザフレンドリなマン・マシン・インタフェースを実現する上で、 有力な手段

の一つにアイコンがある。 アイコンは、 言語によらず、 ユーザの視覚に直接的に

訴えるコミュニケーションを可能に す る も の で あ り 、 国際的に共通なマン・マシ

ン・インタフェースとしてその重要性が高まりつつある。 アイコンの研究は、 従

来、 特定のシス テ ム の 構 築 を 目 的 としたものが多く、 一般化できる成果が得られ

ているものは 少 な い [1 J。 対象に依存することなく、 人間の情報処理過程と親

和性の高いアイコン設計指針を得るためには、 図記号。絵文字等、 意味を持った

図や絵一般の認知特性を知ることが 重 要 と 思 わ れ る 。 • 

そこで、 その手がかりを得る目的で、 日常経験的に学習している図記号を対象

に命名反応実験と評定実験を行い、 命名の正答率・イメージ一致度[2 J ・経験

頻度を調べた。 本報告では、 実験の概要および実験結果について述べ、 正答率。

イメージ一致度・経験頻度の関係を考察すると共に、 抽象的・具象的図記号の認

知特性の違いを検討して、 アイコンの設計指針を考察する。

まず第 2章では、 実 験 の 目 的 について述べる。続いて第 3章では、 命名反応実

験および評定実験の実験条件と手続きについて説明する。 第 4章では、 2つ の実

験から得られたデータを示し、 正答率．経験頻度・イメージ一致度なる 3 つ の変

数 間の 単純 相関および偏相関について検討する。 さらに、 実験に用いた図記号を、

図柄・表現内容の各々について、抽象的なものと具象的なものとに分類し、 正答

率の比較および変数間の相関について検討する。第 5章では、実験及び検討結果

に基づいて、 ア イコンの設計指針として重要と思われる圏記号の認知特性， およ

び今後の課題について考察する。

2 . 実 験 の目的

表現内容を正確にユーザに伝えることは、 アイコンにとって最も重要な機能で

ある。 システムを繰り返し利用する過程でユーザに学習させれぱ、 アイコンが表

している内容はユーザに伝わるであろう。 しかし、 わ か り に く い ア イ コ ン を無理
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に学習させることを強いれば、 初心者のユーザに大きな負担を与えることになる。

そこで学習に頼るのではなく、 人間の 豊 か な 連 想 能 力 を 用 い て 、 アイコンから表

現内容のイメージをユーザに湮かせることができれば、 初心者のユーザでも無理

なく 使 う こ とができる。

ここで、 アイコンから受けるイメージによって表現内容を初心者のユーザに 伝

えることがどの程度効果的かが問題 にな って くる 。 すなわち、 アイコンが何を 表

して いる のかがわかるためには、 学習頻度が決定的な要因なのか， あるいはアイ

コンから受け るイメージのようなも の も 影 響 を 与 え る の か を 明 ら か に す る こ とが

重要になってく る 。 そこで筆者らは、 次の 3点を探ることを目的としてアイコン

の認知特性に 関する心理実験を行った。

(1) 正 しく認識される割合は、 日常生活において見かける頻度とどのよう

な関係があるのか

(2) 正 しく認識される割合は、 アイコンから受けるイメージが適切と感じ

る度合とどのような関係があるのか

(3) アイコンから受けるイメー ジ が 適 切 だ と 感 じ る 度 合 は 、 日常生活にお

いて 見 か け る 頻 度 と ど の ような関係があるのか ， 

なお (3) は、 日常生活において見かける頻度が、 イメージが適切だと感じる度

合を介して間 接 的 に 及 ぼ す 影 轡 を 調べる目的で設けた。 なお、 アイコンは未だ I

S 0, J I S等の公の規格が制定さ れ て い な い （ 現 在 検 討 中 ） た め 、 対象物や機

能 を表すとい う 意 味 で 等 価 と 考 え て J I S規格の図記号を用いて実験を行った。

具体的には、 まず、以下の 3 つの 要 因 を 調 べ る 実 験 を 行 っ た 。

① 図記号が表している内 容をどの程度正しく認識できるか

② 意味を表す上で、 図記号から受けるイメージがどの程度適切だと感

じるか

③ 各図記号を日常生活においてどの程度見かけるか

上記① ～③  の結果の関係を調べて、 前述の (1) ~ (3) について検討する。

次ににアイコン の設 計指 針に 関わる手がかりを得ることを目的として、 実験 に

用いた図記号を分類し、 図記号の性質の違いによる認知特性の差異に関する検討

も行った。 ここでは、 図記号の認知過程を「図柄」を見て「表現内容」を連想す

る過程と考え、 図柄， 表現内容、 各々の性質の影響について検討した。 アイコン
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や図記号の図柄は、 表現する対象物や機能を抽象化して表現したものであるが 、

非常に具象的な絵に近い図柄から非 常 に 抽 象 的 で 便 宜 的 な 記 号 と も 言 え る 図柄ま

で、 様々な抽象化レベルのものがある。 一方、 表現内容にも、 実在す・る「物」の

ような具象的な内容と、 「機能」や「状態」のような抽象的な概念とがある口 そ

こで、 図柄および表現内容が抽象的か具象的かの違いに基づいて、 認知特性の比

較検討を行った。

3. 実験方法

3. 1 材料および被験者

(_ 1) 材料

ァイコンや図記号は、 何らかのシステムにおいて、 ある対象（ファイル， マイ

クロフォン等）や機能（コピー， 再生等）を視覚的に表現するために用いられる。

したがって、 見かける頻度を完全に統制するためには、 現存しない仮想システ ム

を想定し、現存しないアイコンを設計して実験を行う必要がある。 しかしこれは

困難なので、 本実験では、 日常生活において見かける頻度（以下経験頻度と呼ぶ）

が低いもの から高いものまである程度のばらつきを持った材料を用いることにし

た。

代表的な図記 号 の 種 類 に は 、 以 下のようなものがある。

製図用圏記号（建築材料の構造， 溶接部の形状等製図に用いられる

もの）

操作・表示用図記号（複写機， 自動車等の操作案内・状態表示等）

安全表示用図記号（安全標識， 危険物の表示マーク等）

これらのうち、 シ ス テ ム の 操 作 案内・状態表示をするという点で、 操作・表示用

図記号がアイコンに最も近いと考えられる。 現在、 操作・表示用図記号を定めた

規格には、次のようなものがある。

I S 0 

I E C 
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J I S ・ 通信機械工業会規格

これらの図記号に対して、 経験頻度に関する簡単な予備検討を行ったところ、 全

体的に経験頻度が低く、経験頻度にばらつきを持たせることが困難であることが

予想された。 そこで、 比較的経験頻度が高いものを含むと思、われる、 日本電子機

械工業会 (EIAJ) 規 格 の テ レビ・ビデオ・オーディオ機器に関連した図記号

[2, 3, 4], さらに E I A J推奨の電気洗福機操作部表示用図記号[5 Jを

用いることにし た 。 実験に用いた 101個の図記号を図 1に示す。

(2) 被験者

被 験 者 は 本来、 様々な年齢層・職業からランダムに選ぶべきであるが、 被験者

の集め易さから、 大学生， AT  Rの研究員等 25名 を 対 象 と し た 。 このうち、 男 性

は 17名， 女性は 8名であり、 年齢は 21~ 31オ（平均 25オ）であった。

3. 2 手続き

本実験では、 次の 3つのデータを測 定 し た （ 実 験 1) 。

① 命名正当率 ： 圏記号が表している意味を知っているか

② イメージ一致度 ： 意味を表す上で、 図記号から受けるイメージ

がどの程度適切だと感じるか

③ 経 験 頻 度 ： 各図記号を日常生活においてどの程度見かけるか

さらに、 測定を繰り返すことで結果 にどのような傾向の変化がみられるかを調べ

るため、 実験 l終了後、 一部の被験者 に対して再び同じ実験を行った（実験 2) 。

以下に、 実験 1および実験 2について詳細な手続きを述べる。

(1) 実験 1

実験 1では、 まず命名正当率を測定するため、 被験者に図記号を見せて表現内

容を答えさせる「命名反応実験」を行った。 次に、 図記号と表現内容とを見せ て

経験頻度・イ メージ一致度を評定さ せ る 「 経 験 頻 度 ・ イ メ ー ジ 一 致 度 の 評 定 実験」

を行った。

』

(i) 命名反応実験
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調査用紙の一例を図 2 に 示 す 。調査用紙は、 各ページとも上段と下段に分かれ

ており、 それぞれの左上の太枠の中に図記号を記入した。 枠の大きさは、 25mm X 

25mmである。 図記号が表現する内容は、 使用される状況によって異なる場合があ

るため、 状況に関する情報の有無 によ って 命名 正当 率が 異な るこ とが 予想 される。

そこで各図記号が使われる状況に関するひとつの情報として、 使用機器を図 記 号

の下の欄に記 入し た。 使用 機器 は、規格の分類に準じて次の 7つとした。 ただし

教育用オーデ ィオ機器は、 規格ではオーディオ機器に分類されているが、教育機

関というごく 限 ら れ た 状 況 以 外 ではほとんど見られないという点で一般のオ ー デ

イオ機器とは異なると考え、 ほかの オ ー デ ィ オ 機 器 と 区 別 し た 。

・テレビ

・ビデオ機器

・オーデイオ機器

・教育用オーディオ機器

・ビデオディスクプレーヤ

コンパクトディスクプレーヤ

・電気洗擢機

使用機器の 欄の下に表現内容を記入する欄を設けて、 図記号と使用機器を見て

最も正しいと思う表現内容を記述させた。 さらに参考のため、 これらの右側に、

確信度， 予備知識の程度， 経験頻度， 図柄の複雑さの評定用の尺度目盛りを設け、

各々 7段 階（予備知識の程度のみ 3段階）で評定させたが、 こ れ ら の 評 定 値は実

際には用いなかった。

図 記 号 が提示される順序による影響を少なくするため、 乱数を用いたランダム

な提示順序を 6糸列用意した。 乱数は、 ベーシックプログラムの RND関数を用

いて発生させた。 この系列にしたがって 6種類の提示順序で調査用紙を作成し、

系列を無作意に選んで被験者に配布した。

表現内容を記述する際に、 考え 込 む 時 間 の 個 人 差 が 大 き い こ と が 予 想 さ れたた

め、 1つ の図記号当り 1分間に時間を統制した。具体的には、 1分ごとに信号音

を鳴らし、被験者には、 信号音がなるまで図記号を見ながら表現内容を考えてお

いて信号音が鳴ったら表現内容， および 4 つの評定値をすみやかに記入して、 た

だちに次の図記号の表現内容を考えるように指示した。 表現内容は確信の度合 い

に関わらずできるだけ記入するよう指示したが、 思いつかない場合には無回 答で

も可とした。

実験終了後、 実験者が、 規格で 制 定 さ れ て い る 表 現 内 容 と 見 比 べ て 記 述 の合否
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を判定し、 図記号ごとに正答率を算 出 し た 。 合否の判定にあたっては、表現方法

が 異なっても意味が同じであれば正解 と し た 。 また、 制定されている表現内容が

複数ある場合には、 どれか 1つに該当すれば正解とした。

(i i) 経験頻 度 ・ イ メ ー ジ 一 致 度 の評定実験

調査用紙の一例を図 3 に示す。調査 用 紙 は 、 命 名 反 応 実 験 と 同 様 、 各ページと

も上段と下段に 分 か れ て お り 、 それぞれの左上の太枠の中に図記号を記入した。

枠の大きさは、 25mmX25mmである。命名反応実験と同様な使用機器を図記号の下

の欄に記入した。

この実験では命名反応実験と異なり、 使用機器の欄の下に表現内容をあらか じ

め記入した。 これらの右側に、 予備知識の程度， イメージ一致度， 経験頻度， 図

柄の 複 雑 さ の評定用の尺度目盛りを設 け 、 各々 7段階（予備知識の程度のみ 3段

階）で評定させたが、 イメージ一致度， および経験頻度のみ用い、 予備知識の程

度と図柄の複雑さの評定値は実際には用いなかった。 イメージ一致度は、 図記 号

か ら受けるイメージと、表現内容の 記 述 か ら 受 け る イ メ ー ジ と が ど の 程 度 一 致し

て い る か を 評定するように指示した。

図 記号の提示順序は、 命名反応実 験 と 同 様 の 方 法 で 別 に 6系列用意し、系列を

無作 意 に 選 んで被験者に用紙を配布し た 。 なお、 時間については命名反応実験と

異なり、 あまり考え込まないように指示するにとどめ、 時間の統制は特に行わな

かった。

実験終了後、 イメージ一致度， およ び 経 験 頻 度 の 評 定 値 の 平 均 値 を 図 記 号 ごと

に求めた。実 験 結 果 の 検 討 に お い てはこの平均値を用いた。

(2) 実験 2

実験 1を行った被験者のうち 14名には、 短期的な記憶の影響をなくす目的で 1

時間の数字並べ替え作業を行わせ、 そ の 後 に 再 び 命 名 反 応 実 験 ， および評定実 験

を行った。 被験者 14名のうち、 男性は 8名， 女性は 6名であり、 年齢は 21~ 24オ

（平均 22オ）であった。

実験 2の被験者が、実験 1において特別に意識して図記号やその表現内容を記

憶することなく、 日常生活における経験に近い条件とするため、 再び同じ実験を
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ぅ
1

了

A1'• 

ことは、

同様にした。

実 験 2 の開始直前まで知らせなかった。

なお、 実験 1の回答に合わせる必要は無く、 現時点で感じた通りに

回答するように指示した。 実験データも実験 1

実 験 の 手 続 き は 、

と同様にして集計した。

実験 1と

4. 実験結 果

4. ー 正答＿率， イメージ一致度， 経験頻度の検討

4. 1 . ー 変数問の相関

まず、 正当率， イメージ一致度， 経験頻度なる

これ らの 間の相関の有無について 検 討 す る 。

3 つの変数間の相関係数を求め、

相関係数は、

単純 相関係数の算出：

~XI y i― 
i 

(I:X1) 
i 

(I:Yi) 
i 

次式によって求めた。

/N  

r XY = 
{I:X,2-

i 

帰無仮説 H0: 

(I:X,) 
i 

単 純 相 関係数の有意性の検定：

2 / N}  1 / 2 {I:Y;2-
i 

無限母集団における相関係数 P ぃ＝

(I:Y;) 
i 

2 / N} 

0を仮定して、

1 ✓ 2 

り tを求め、 自由度 N-2の t分布に基づいて両側検定を行った。

次式によ

棄却 域は

t
 

> taであり、 有意水準 a = . 005とした。

t
 

r X Y 
＝ 

(1 r X Y) 

偏相関係数の算出：

1 / :2 
(N - 2) 1,, 2 

r'xv-z= 
(1 

rxy-rxzryz 

ryz2) 1-'2 (1 r X Z 2) 
1 ,. 2 

偏相関係数の有意性の検定：
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帰無仮説 H0: 無 限母 集団 における偏相関係数 PXY•z= 0 を仮定して、 次式

により t を求め、 自由度 N - 3 の t分布に基づいて両側検定を行った。 棄 却

域は It I > t aであり、有意水準 a=.005とした。

(N-3)  1,,2 
t=rxy-z 

{1- (rxy-z) 2} 1 ✓ 2 

xぃ Y1は変数 X, y の測定値、 N は測定値の組の数、 r X yしま変数 X, y 間の 相

関係数、 r X Y曇 zは変数 Zの影響を一定にした場合の変数 X, y間の偏相関係数を

表す。

正当率とイメージ一致度の相関図を図 4 に、正当率と経験頻度の相関図を図 5

に、 そしてイ メージ一致度と経験頻度の相関圏を図 6に示す。 また、 これら 3つ

の変数間の単純相 関 係 数 ， 偏相関係数， 検定結果を表 1に示す。 単純 相 関 係 数を

用いて相関の有無の検定を行うと 3 つの変数全ての間に相関が見られた。

相 関を調べようとする 2つの変数 以 外 の 変 数 の 影 響 を 一 定 に す る た め に 、 偏相

関係 数 を 用 いて検定を行ってみると、 正当率とイメージ一致度の間に高い偏相関

がみられた［結果 1J。 また、 正当率と経験頻度の間にも低い偏相関がみられた

［結果 2J。 しかし、 イ メ ー ジ 一 致度と経験頻度の間には有意な偏相関はみられ

なかった［結果 3J。

4. 1. 2 データの変化

実験 lと実験 2の間における、 正当率， イメージ一致度， 経験頻度の変化の様

子に ついて検討する。 これら 3 変数の平均値の変化を図 7 に示す。 図から、 正当

率が約 2倍以上になっているのに対して、 イメージ一致度， お よ び 経 験 頻 度 はほ

とんど変化していないことがわかる。

実験 1' 実験 2間におけるこれら 3変数の変化を調べるために、 平均値の差の

検定を行ってみ る 。 検定は下記の手続きで行った。

手続き 1: 

帰無仮説 H0: 母分散 a1 2 = o戸を仮定して、 次式により Fを求め、 自由度
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(N1-l, N2-l) の F分布に基づいて両側検定を行った。 棄却域は

F>Fa/2または F<F1-a/2であり、 有意水準 a = . 05とした。

F = 
N1 (N2-l) s12 

N2 (N1-l) s22 

H 0が棄却さ れ な け れ ば 手 続き 2に よ っ て 検 定 を 行 い 、 H 0が棄却されれ ば 手

続き 3 によって検定を行った。

手続き 2 : 

帰無仮説 H0: 母平均 m 1 = m2を仮定して、 次式により t を求め、 自由 度

N1+N2-2の t分布に基づいて両側検定を行った。 棄却域は

t I > t a/2であり、 有意水準 a = . 00 5とした。

t = 
（ヌ 1 —交 2) {N1N2 (N1+ N2- 2)} 1/2 

(N1s12+N2s22) 1/2 (N1+N2) 1/2 

手続き 3 : 

帰無仮説 H0: 母 分散 m 1 = m 2を仮定して、 次式によりおよび自由度 fを求

め、 t分布に基づいて両側検定を行った。棄却域は It I > t aノ 2であり、 有

意水準 a= . 005とした。

t = 

f = 

X 1 - X 2 

{s12/ (N1-l) +s22/ (N2-l) 1 / 2 

(s12/ (N1-l) +s召/ (N2-l)} 2 

{s12/ (N1―1)} 2/N1+ { s22/ (N2- 1)} 2/N2 
2
 

N 1, N 2は測定値の数、 S 1, S 2しま標本分散、 ヌ1, X 2しま標本平均値である。

検定の結果、 正当率には有意な変化が見られたが、 イメージ一致度， および経

験頻度には有意な変化が見られなかった。

4. 2 図柄・ 表 現 内 容 の 抽 象 性・具象性による差異の検討
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4. 2. 1 図 柄 ・ 表 現 内 容 の 抽 象性・具象性の分類

図柄および表現内容の抽象性， 具象性による差異を検討するため、 図記号を次

の 4 つの群に分類した。

1. 図柄が韮皇い的で表現内容が担』包的なもの

2。 図柄が辿且；的で表現内容が且」且的なもの

3. 図柄力□且堡的で表現内容が韮~ 的なもの

4. 図柄が且旦旦内で表現内容が且」且的なもの

図柄は、以下のような観点に基づ い て 実 験 者 が 判 断 し 、 全ての図記号を抽象的

な図柄，具象的な図柄のどちらかに分類した。

抽 象的な図柄：三角形， 矢印等の抽象的な記号

具象的な図柄：ヘッドフォン， 霜池等の具象物を具象的に描いたもの

いくつかの図記 号は 、具 象的 な図 柄と、 矢印や X 印等の記号とを組合せた図柄と

なっている。 このような場合、 矢印や X 印等が表現内容を表す主体となっている

場合には抽象的図柄， そ う で な け れぱ具象的医柄に分類した。抽象的な図柄に分

類した図記号， および具象的な圏柄に分類した図記号を図 8に示す。

表現内容は、 以下のような観点に基づいて実験者が判断し、 全ての図記号を抽

象的 な 表 現 内容・具象的な表現内容のどちらかに分類した。

抽象的な表現内容：再生， スタンバイ等、 機能や状態のような概念的な

内容

具象的な表現内容：時計， ハンドマイク等の実在する物

いくつかの圏記号は、 抽 象 的 な 表 現内容と具象的な表現内容の両方に用いられて

いる。 このような図記号は、 命 名 反応実験において被験者が具象的な表現内容を

命名することが多かったので、 具象的な表現内容に分類した。抽象的な表現内容

に分類した図記号， および具象的な表現内容に分類した図記号の表現内容を表 2

に示す。

4. 2. 2 正当率の比較

図柄および表 現内 容の 抽象 性， 具象性による平均正当率の差異について検討す
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る。 各群の平均正当率を図 9 に示す。 圏から、 抽象的図柄具象的内容の場合の正

当率は 5%と非常に低く、 具象的図柄具象的内容の場合の正当率は 4 2 %と非常

に 高 い こ とがわかる［結果 4 J。 これに対して抽象的内容の場合は、 抽象的図柄，

具象的図柄とも全体の平均正当率に近い値となっている。

4. 2. 3 変数間の相関

各群ごとに、 正当率， イメージ一致度， 経験頻度なる 3 つの変数問の相関係数

を求め、 これらの間の相関の有無に つ い て 検 討 す る 。 4. 1. 1項で述べた 方法

によって相関係数を算出し、 相関の検定を行った。

相関を調べようとする 2つの変数以外の変数の影響を一定にするために、 偏相

関係数を用い て 検 定 を 行 っ た 結 果を表 3 (a)~(c) に示す。 (a) は正当率

とイメージ一致度との間， (b) は正当率と経験頻度との間， (C) は イ メージ

一致度と経験頻度との間における偏相関の検定結果を示す。

表において、 0 または X が縦に並べば図柄の抽象性・具象性に関して一貰した

傾向がみられることを示し、 0 または X が横に並べば表現内容の抽象性・具 象性

に関して一貰した傾向がみられる こ と を 示 す 。 表 か ら 、 抽象的内容を表す場合に

は図柄の抽象性・具象性を問わず正当率とイメージ一致度との間の相関が高いこ

とがわかる［結果 5J。

4. 2. 4 データの変化

実験 1と実験 2の間での、 各群 の 平 均 正 当 率 の 変 化 の 様 子 に つ い て 検 討 する c

各群の平均正当率の変化を図 1 0に示す。 図から、 各群とも平均正当率変化の傾

向に大きな差異がないことがわかる。

4. 3 材料の性質

実験に用いた各圏記号が、 正当 率についてどのような分布をしているのか を調

べる。 正当 率に関する図記号のヒストグラムを図 1 1に示す。図から、実験に用
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いた図記号には、 正当率が低いものか ら 高 い も の ま で 含 ま れ て い る こ と が わ かる。

しかし、 正当 率 が 10 %以下のものが 4 3 %と多いことから、 本実験で用いた

図記号 は正 当率の低い方に偏っていることがわかる。 今後さらに詳細な検討を進

める際には、 偏りの少ない材料を用いる必要があると思われる。

5. 考察

実験結果から、 アイコンの認知に関して以下のような特性があるものと考えら

れる。

(1) 結果 1から、 正当率とイメージ一致度の間の相関が高いことがわかる。 し

たがって、 アイコンは、 そこから 受けるイメージが適切と感じる度合と相関

を持って認識されると思われる。

(2) 結果 2 から、 経験頻度と正当率の問に相関があることがわかる。 したがっ

て、 アイ コンは日常生活において見かける頻度とある程度の相関をもって記

憶されると思われる。

(3) 結果 3 から、 イメージ一致度と 経験 頻度 の間 には 有意 な相 関は ない ことが

わかる。 したがって、 イメージ一致度は、 日 常 生 活 で 見 か け る 頻 度 と は 関係

ない安定な指標であると思われる。

また、 アイコンの設計に重要と思われる認知特性として、 以下のような点をあ

げ ることができる 。

(4) 結果 1~ 3 から、 イメージが適切と感じられる度合は、 日常生活で見かけ

る頻度に関わらず、 アイコンを 正し く認 識す る上 で重 要な 要素 であ る。

(5) 結果 4 から、 正答率の高い図記号を設計するには、 具象的内容を表す場合、

具象的な図柄を用いることが有効と考えられる。

(6) 結果 5 から、 正答率の高い図記号を設計するには、 抽 象 的 内 容 を 表 す 場合、

表現内容とイメージ一致度の高い図柄を用いることが有効と考えられる。

今後は、 具象的な表現内容を表す具象 的な 図柄 のア イコ ンの 設計 法， およびア

イコンに関するイメージの形成過程が重要な検討課題と思われる。
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6. おわりに

アイコンの設計指針に関わる手がかりを得る目的で、 日常経験的に学習してい

る図記号を対象に、 命名の正答率．イメージ一致度・経験頻度を調べる実験を行

った。 実験結果の考察から、 ① イ メ ー ジ が 適 切 と 感 じ ら れ る 度 合 は ア イ コ ンの認

識 において重 要な要素であること， ②具象的内容を表す場合には具象的な図柄を

用いると高い正答率を得る可能性が高いこと， ③抽象的内容を表す場合には表 現

内容とイメージ一致度の高い圏柄を用いると高い正答率を得る可能性が高いこと

等の結果が得られた。

璽壁 本研究を行う機会を与えていただきました ATR視聴覚機構研究所 淀川

英司社長に深謝します。 また、 日 頃ご指導いただく同研究所認知機構研究室 中

根一成室長ならびに実験にご協力いただいた諸氏に感謝いたします。
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た た
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........。-・一馴一・-・-・—• 一・・・-・-"・"--・-・-"-"・・一細ー・....._.,_,,_。...一庫—•一................ _.,_.,_霞_。"'"''"-~""'""""匹""""""。_.,,...,_,,_,,_________ー・-・一..-・-・ 一0ー・一0ー・_,,.. 一・-・-・—•一......

非 確 ゃ ど ゃ 確 非
確常 信 確や ち 確や 信 確常

信しこ
が

信 いら 信
が

信に

が が えと が が

な な な なも あ あ .,_ の

し‘I しI‘ し‘I し＼I るI I るI 

使用機器：

・電気洗濯機 知 な 知

ら 思そん つ
な つうと て
か て な い
つ い ＜ た

tt , た

表現内容：
全 見 あ ど と よ よ非

見く か 見ま ち き ＜ く常

か け かり いら 見ど 見 見しこ

け な け えと かき か か

な い な なも け け け

いI し‘I いI るI ↑ るI 

非 単 や ち や 複 非
,..., 吊 純 や よ や 雑 常

『,- 単 う 複 に

単 純 よど 雑 複

葬 I し‘I I 予

図 2 命名反応実験で用いた調査用紙の例



尋:!I 
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知 な 知

匡〕 I 
ら 思そん つ
な つうと て
か て な

し‘
つ し‘ ＜ た
た た

使用機器：

・テレピ 非 違 や ど ーや 一よ ー非
違常 つ 違や ち 致や 致く 致常
つに て つ いら し し しに
て し‘ て えと て て てよ
い る し‘ なも い し‘ いく

るI るI いI るI るI るI 
表現内容：
垂直同期調整 全 見 あ ど と よ よ非

見く か 見ま ち き ＜ く常
か け かり いら 見ど 見 見に
け な け えと かき か か
な い な なも け け け

いI し‘I いI るI 予 るI 

非 単 や ち や 複 非
常 純 や よ や 雑 常
に 単 う 複 に
単 純 よど 雑 複

門 I し¥I I ]佳
.. 一•一・-・—·-·-·-· —•一·-·ー・-・一●ー・-・一•—·-·一•一・-・一・-・-・-・-・一•一•ー・-·-·-·一•—•—·-·-·一....-雷—·-·一・-・—·-· 一・-・-・-・-・-・-・一・-・一•一·-·一・-・-・-・—•一·-·一・-・-・一•ー・

~ 知 な 知
ら 心田.,;;;_ <.. II v つ
な つうと -L 
か て な

し‘
つ し‘ ＜ た
た た

使用横器：

・ビデオ機器
・ビデオディスク I 非 違 や ど ーや ーよ ー 非

プレーヤー 逹常 つ 逹や ち 致や 致く 致常
つに て つ いら し し しに

て い て えと て て てよ

い る い なも い い いく

表現内容：
るI るI いI るI るI るI 

スローモーション
全 見 あ ど と よ よ非

見く か 見ま ち き ＜ く常

か け かり いら 見ど 見 見に

け な け えと かき か か

な い な なも け け け

し‘I し‘I し‘I るI ↑ るI 

非 単 や ち や 複 非
、吊しら

純 ゃ ょ ゃ 雑 常

に 単 ぅ 複 に

単 純 よど 雑 複

包 I し)I I 饂

図 3 イメージ一致度・経験頻度の評定実験で用いた調査用紙の例
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表 1 変数間の相関

＼ 種類

イメージ 経験頻度 イメージ
一致度 一致度

と正答率 と正答率 と経験頻度

単純相関係数 0 . 7 9 0 . 7 3 0. 6 5 
および 相関あり 相関あり 相関あり

検定結果 (p〈.005) (p〈.005) (p〈.005)

偏相関係数 0. 6 0 0. 4 7 0. 1 8 
および 相関あり 相関あり 相関なし

検定結果 (p〈.005) (p〈.005) (p〉.05)
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図 8 図柄による図記号の分類
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(b) 具象的な図柄として分類した図記号
図 8 図柄による図記号の分類
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No. 

002 
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016 

017 
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019 

020 

021 

022 

023 

024 

025 

026 

027 

028 

029 

030 

031 

032 

033 

034 

035 

036 

039 

040 

043 

046 

054 

058 

059 

表 現 内

交流

直流

交直両用

輝度調整

コントラスト調整

水平同期調整

垂直同期調整

音量調節

高音調節

低音調節

送り，再生，逆送り

早送り，巻戻し

停止，ストップ

一時停止，ポーズ

録画，録音， レコード

ォーディオダビング

スローモーション

イジェクト

静止，スチル

先生，先生呼出し

生徒

ペアレッスン

グループ呼出し

全貝呼出し

繰返し，リピート

キュー打込み

スタンバイ

色の飽和度調整

ミュージック

ステレオホニック

バランス調節

表 2 表現内容による図記号の分類

(a) 抽象的表現内容

六合 No. 表 現 内 が企

061 ミューティング（消音）

062 ミューティング（減音）

063 レコードミューティング

070 トーンアーム上げ

071 トーンアーム下げ

074 屋外 晴

075 屋内 白色燈

076 屋内 蛍光灯

077 屋外 曇／雨

078 屋外 朝／タ

079 早送り再生，巻戻し再生

080 フォーカス調整

081 垂直振幅調整

082 モJホニック，モ Jーラル

084 コマ送り

085 オートサーチ

087 ブザー音量

088 ブザー音量

089 ブザー音量

090 水位切替

091 低水位

092 中水位

093 高水位

094 洗濯

095 洗い

096 すすぎ

097 給水

098 排水

099 脱水

100 反転

101 うずまき



表 2 表現内容による図記号の分類
(b) 具象的表現内容

No. 表 現 内 点合 No. 表 現 内 !h 合

001 電源，主電源 049 平行フィーダー (300Q)

005 信号用アース 050 対向フィーダー (200Q)

006 安全用アース 051 同軸ケーブル (75 0) 

007 アンテナ 052 テレビ音声多重機器

008 ダイポールアンテナ 053 サウンド，ォーディオ

009 電池 055 ラジオ

010 イヤホン 056 同調，選局，チューナー

011 スタジオマイクロホン 057 ダイアルライト，チェックライト

012 ヘッドホン 060 ェコー， リバーブ

013 レコードプレーヤー，フォノグラフ 064 ステレオテープレコーダー

014 スピーカー 065 マイクロホン

015 テープレコーダー 066 全指向性マイクロホン

037 ブース 067 両指向性マイクロホン

038 ヘッドセット 068 単一指向性マイクロホン

041 電源入／切（プッシュ／プッシュ） 069 ハンドマイクロホン

042 ヒューズ 072 時計，タイマー

044 ACプラグ 073 ランプ，照明

045 テレビジョン（映像） 083 ステレオマイクロホン

047 ビデオカメラ 086 コンパクトディスクプレーヤー

048 折返しダイポールアンテナ
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付録

I . 分析結果の図表

II . 実験データの処理方法

ill. 実験に用いたプログラム





付 録 ー

I • 分析結果の図表

I . I 正答率・イメージ一致度・経験頻度に関する被験者数・

図記号数のヒストグラム（付図 I-l~I-4)

I • II 実験 2における正答率・イメージ一致度・

経験頻度間の相関図（付図 I-5~I-7, 付表 I- 1) 

I. ID 実験 1の各群における正答率．イメージ一致度・

経験頻度間の相関図（付図 I-8 ~ I -11) 

I. W 実験 2の各群における正答率．イメージ一致度・

経験頻度間の相関図（付図 I-12~I-15)

I . V 実験 2の各群における正答率．イメージ一致度・

経験頻度間の偏相関の検定結果（付表 I-2) 





I . I 正答率・イメージ一致度・経験頻度に関する被験者数・図記号数の

ヒストグラム（付図 I-l~I-4)
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＿＿付図 I- 1 正答率・イメージ一致度・経験頻度に関する被験者数の

ヒストグラム（実験 1)
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付図 I- 1 正答率．イメージ一致度・経験頻度に関する被験者数の

ヒストグラム（実験 1)
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付図 I-2 正答率・イメージ一致度・経験頻度に関する図記号数の

ヒストグラム（実験 1)
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ヒストグラム（実験 1)
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付圏 I-3 正答率．イメージ一致度・経験頻度に関する被験者数の

ヒストグラム（実験 2)
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付図 ]-3 正答率．イメージ一致度・経験頻度に関する被験者数の

ヒストグラム（実験 2)
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付図 I-4 正答率・イメージ一致度・経験頻度に関する図記号数の

ヒストグラム（実験 2)
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付図 I-4 正答率．イメージ一致度・経験頻度に関する回記号数の

ヒストグラム（実験 2)



I . II 実験 2における正答率・イメージ一致度・経験頻度問の

相関図（付図 I-5~!-7, 付表 I- 1) 
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付図 I-6 正答率と経験頻度の相関図（実験 2)
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付図 I-7 イメージ一致度と経験頻度の相関圏（実験 2)

付表 I-1 変数間の相関（実験 2)

6
 7 

＼ 種類

イメージ 経験頻度 イメージ

一致度 一致度
と正答率 と正答率 と経験頻度

単純相関係数 0. 6 7 0. 5 7 0. 6 9 
および 相関あり 相閃あり 相関あり

検定結果 (p〈.005) (p〈.005) (p〈.005)

偏相関係数 0. 4 6 0. 2 0 0. 5 0 

および 相関あり 相関なし 相関あり
検定結果 (p〈.005) (p〉.025) (p〈.005)

----- --- --―. --- - - ------



I . 田 実験 1の各群における正答率．イメージ一致度・ 経験頻度間の

相関図（付図 I-8~1 -11) 
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(b) 正答率と経験頻度の相関図

付圏 I-8 抽象的図柄・抽象的内容の図記号における正答率・イメージ一致度

・経験頻度間の相関図（実験 1)
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 （．  )'  C イメージ一致度と経験頻度の相関図—-·-·-

(d) 変数間の相関

＼ 種類

イメージ 経験頻度 イメージ
一致度 一致度

と正答率 と正答率 と経験頻度

単純相関係数 0. 7 1 0. 7 2 0 . 5 3 
および 相関あり 相関あり 相関あり

検定結果 (p〈.005) (p〈.005) (p〈.005)

偏相関係数 0 . 5 6 0. 5 7 0. 0 5 
および 相関あり 相関あり 相関なし

検定結果 (p〈.005) (p〈.005) (p〉.05)

付図 I-8 抽象的図柄・抽象的内容の図記号における正答率・イメージ一致度

・経験頻度間の相関図（実験 1)
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付図 I-9 抽象的図柄・具象的内容の図記号における正答率・イメージ一致度

・経験頻度間の相関図（実験 1)
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(C) イメージ一致度と経験頻度の相関図

(d) 変数間の相関

＼ 種類

イメージ 経験頻度 イメージ
一致度 一致度

と正答率 と正答率 と経験頻度

単純相関係数 0. 4 5 0. 5 6 0. 7 4 
および 相関なし 相関なし 相関あり

検定結果 (p〉.05) (p〉.025) (p〈.005)

偏相関係数 0. 0 6 0. 3 8 0. 6 6 
および 相関なし 相関なし 相関なし

検定結果 (p〉.05) (p〉.05) (p〉.01) 

付図 I-9 抽象的図柄・具象的内容の図記号における正答率・イメージ一致度

・経験頻度間の相関図（実験 l)
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付図 I-10 具象的図柄・抽象的内容のー図記号における正答率・イメージ一致度

・経験頻度間の相関図（実験 1)
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(C) イメージ一致度と経験頻度の相関圏

(d) 変数問の相関

＼ 種類

イメージ 経験頻度 イメージ
一致度 一致度

と正答率 と正答率 と経験頻度

単綺相関係数 0 . 7 8 0. 4 8 0. 6 1 
および 相関あり 相関なし 相関あり

検定結果 (p〈.005) (p〉.025) (p〈.005) 

偏相関係数 0. 7 1 -0. 0 1 0. 4 4 

および 相関あり 相関なし 相関なし
検定結果 (p〈.005) (p〉.05) (p〉.05)

付閲 I-10 具象的図柄・抽象的内容の図記号における正答率・イメージ一致度

・経験頻度間の相関圏（実験 1)
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付図 I-11 具象的図柄・具象的内容の図記号における正答率．イメージ一致度

・経験頻度間の相関図（実験 1)
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(C) イメージ一致度と経験頻度の相関図

(d) 変数間の相関

＼ 種類

イメージ 経験頻度 イメージ
一致度 一致度

と正答率 と正答率 と経験頻度

単純相関係数 0. 8 1 0. 8 8 0. 8 5 
および 相関あり 相関あり 相関あり

検定結果 (p〈.005) (p〈.005) (p〈.005)

偏相関係数 0. 2 7 0. 6 3 0. 4 7 
および 相関なし 相関あり 相関なし

検定結果 (p〉.05) (p〈.005) (p〉.01) 

付図 I-11 具象的図柄・具象的内容の図記号における正答率．イメージ一致度

・経験頻度間の相関図（実験 1)



I . IV 実験 2の各群における正答率・イメージ一致度・経験頻度間の

相関図（付圏 I-12~ I -15) 
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付図 I-12 抽象的図柄・抽象的内容の図記号における正答率．イメージ一致度

・経験頻度間の相関図（実験 2)
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(d) 変数間の相関

＼ 種類

イメージ 経験頻度 イメージ
一致度 一致度

と正答率 と正答率 と経験頻度

単純相関係数 0 . 5 2 0. 4 7 0 . 6 0 
および 相関あり 相関あり 相関あり

検定結果 (p〈.005) (p〈.005) (p〈.005)

偏相関係数 0. 3 4 0. 2 4 0. 1 7 

および 相関なし 相関なし 相関あり
検定結果 (p〉.025) (p〉.05) (p〈.005)

付図 I-12 抽象的図柄・抽象的内容の図記号における正答率．イメージ一致度

・経験頻度間の相関図（実験 2)



100 

80 ゜

。

~60 
＇ ゜

ヽ

性 ゜ ゜
料出D 4 0 

0 0 

0 0 

20 ~ 
m 

゜
゜

゜ 1 2 3 4 i;::-J (¥ ゜7 
イメージ一敦度

- - - -

(a) 正答率とイメージ一致度の相関図

100 

80 

0

0

 

6

4

 

（
淡
）
性
細
五

0 0 

゜
Cv 

20 

00  

0 0  

00 

。
。nu 

1 2 3 4 5 
経験頻度
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付図 I-13 抽象的図柄・具象的内容の図記号における正答率・イメージ一致度

・経験頻度問の相関図（実験 2)
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(d) 変数問の相関

三稲類

イメージ 経験頻度 イメージ
一致度 一致度

と正答率 と正答率 と経験頻度

単純相関係数 0 . 8 3 0. 8 2 0. 9 2 
および 相関あり 相関あり 相閲あり

検定結果 (p〈.005) (p〈.005) (p〈.005)

偏相関係数 0. 3 0 0. 2 7 o. 7 6 
および 相関なし 相関なし 相関あり

検定結果 (p〉.05) (p〉.05) (p〈.005) 

付図 I-13 抽象的図柄・具象的内容の図記号における正答率・イメージ一致度

・経験頻度間の相関図（実験 2)



100 

80 

O

n

u

 

6

4

 

（
沢
ご
柑
即
五

20 

。
100 

80 

n

u

n

u

 

6

4

 

（
淡
）
性
即
口

(D 

゜0 0 

0 0 

0 0 

゜
゜
゜
゜
0 0 

00 

゜
2 3 4 5 
イメージ一致度

(a) 正答率とイメージ一致度の相関図- - - ---

E

[

 6
 

ワ
ー

(0 0 

゜0 0 

。 。。

。

゜
゜

。
20 L co 

。゚

。。

。 1 2 3 4 5 
経験頻度

(b) 正答率と経験頻度の相関図

6
 

7
 

付図 I-14 具象的図柄・抽象的内容の図記号における正答率・イメージ一致度

・経験頻度問の相関図（実験 2)
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(c―)イメーージ一致度と経験頻度の相閲図

(d) 変数間の相関

＼！  種類ご
イメージ 経験頻度 イメージ

一致度 一致度
と正答率 と正答率 と経験頻度

単純相関係数 0. 7 7 0. 4 0 0. 6 4 
および 相関あり 相関なし 相関あり

検定結果 (p〈.005) (p〉.05) (p〈.005)

偏相関係数 0. 7 4 -0. 2 0 0. 5 7 
および 相関あり 相関なし 相関なし

検定結果 (p〈.005) (p〉.05) (p〉.005)

付図 I-14 具象的図柄・抽象的内容の図記号における正答率・イメージ一致度

・経験頻度間の相関図（実験 2)
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付図 I-15 具象的図柄・具象的内容の図記号における正答率・イメージ一致度

・経験頻度間の相関図（実験 2)
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(C) イメージ一致度と経験頻度の相関図

(d) 変数間の相関

i＼ 種類

イメージ 経験頻度 イメージ
一致度 一致度

と正答率 と正答率 と経験頻度

単純相関係数 0. 7 0 0. 7 5 0. 8 5 
および 相関あり 相関あり 相関あり

検定結果 (p〈.005) (p〈.005) (p〈.005)

偏相関係数 0. 1 7 0. 4 2 0. 6 9 
および 相関なし 相関なし 相関あり

検定結果 (p〉.05) (p〉.025) (p〈.005)

付図 I-15 具象的図柄・具象的内容の図記号における正答率．イメージ一致度

・経験頻度間の相関図（実験 2)



I . V 実験 2の各群における正答率・イメージ一致度・経験頻度間の偏相関の

検定結果（付表 I- 2) 

付表 I-2 各群の正答率・イメージ一致度・経験頻度間の偏相関の検定結果（実験 2)

(a) イメージ一致度と正答率 (b) 経験頻度と正答率 (C) イメージ一致度と経験頻度

膚雙 抽象 具象 膚息［万 抽象 具象 冒＼可 抽象 具 象

抽象
X 

゜
抽象

.X X 
抽象

゜
X 

具象 X X 具象 X X 
具象

゜゚〇……相関有， X ... …相関無 (0.5%有意水準で検定）





付 録 II 

II . 実験データの処理方法

II . I 処理方法の概要（付図 II-1) 

II . II 命名実験データ入力結果（付図 II-2) 

II. ID 命名内容一覧（付図 II-3) 

II. N 評定実験データ入力結果（付圏 II-4) 

Il. V 集計結果（付図 Il- 5) 

II. VI 相関係数算出結果（付図 II-6) 

II . VII 相関図表示出力（付図 II-7) 





II . I 処理方法の概要（付図 II- 1) 

実験データは、パーソナルコンピュータを用いて付図 II- 1に示す手順で処理した。

START 

命名データ入カ・訂正

命名データチェック

評定データ入力

集 t
 

11nt1 

圏柄・表現内容分類

相関係数算出

相関図表示

② 命名実験データを入カ・訂正する。命名
の合否は、 〇：無回答， 1 : 誤答， 2 : 正
答とし、評定値はそのまま入力する。

③ 命名実験データを表示• 印刷して命名の
合否判定が妥当か再度チェックする。

④ 評定実験データの評定値をそのまま入力
する。

⑤ 評定実験のデータはそのままで、命名実
験のデータは「無回答」 「誤答」 「正答」
ごとに、各データの総和を集計する。

⑥ 正答率および評定実験のイメージ一致度・
経験頻度各評定値を、図柄・表現内容の抽
象・具象別 (4つの群）に分類する。

⑦ 正答率・イメージ一致度・経験頻度間の
相関係数を算出する。

⑧ 正答率・イメージ一致度・経験頻度間の
相関図を作る。

• 各群，および分類前のデータ（全データ）

について相関係数の算出・相関図の作成を
繰り返す。

二
0内の番号は、節の番号に対応させた。

図付 IIー 1 処理方法の概要



]] . II 
命名実験データ入力結果（付図 II-Z) 

ファイル名 : B:dalan025.dal 

年齢： 2 職業：研究

備考： A T R 太 郎

性別：男 提 示 系列： 01 

＊＊＊＊＊熟知度

テレピ ： 7 
ビデオディ

号番

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
J
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
 

タ

ー

1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5

デ

＊＊＊＊＊ 

スクプレーヤ： 2 
ビデオ機器： 6 

C D プレーヤ： 5
ォーディオ機器： 5

電気洗耀機： 5

参考のため、

各機器の機能

に対する熟知

度を 7段階で

評定させた（

←全く知らない

～非常によく

知っている）

3

4

 0
0
0
 4
5
0
3
4
4
4
4
3
3
3
 0
0
0
 2
 0
0
0
 4
 0
0
0
0
 4
3
2
4
0
4
4
4
4
4
 0

0
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4
3
0
3
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0
5
4
4
0
4
 0
0
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良
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l
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3
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3
1
1
3
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6
2
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]
6
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頻n
 

欠認無

4
4
1
1
1
7
1
1
]
4
4
4
l
l
l
l
]
1
1
1
]
1
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4
1
1
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1
4
1
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7
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有の識知備予店
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5
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0
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1
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2
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 0

0
0
 1

0

 0
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 0

0
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0
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言ヽー確否当の
1
そ

1

2
0
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1
0
1
]
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1
1
1
 0
0
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 1
 0
0
0
 1
 0
0
0
0
 1

1
1
1
0
1
2
1
2
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 0

0
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2
2
0
]
0
1
0
1
2
2
0
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0
 1
 

内現表 複雑さ

(a) 合否および評定値のデータ (1/ 2) 

付図 II-2 命名実験データ入力結果の例
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(a) 合否および評定値のデータ (2 / 2) 

付図 II- 2 命名実験データ入力結果の例



ファイル名 : B:dalan025.dal 

年齢： 2 職業：研究
備考： A TR太郎

性別：男 提示系列： 0 1 

＊＊＊＊＊熟知度

テレビ：7 
ビ デオディ

＊＊＊＊＊ 

スクプ レー ヤ： 2
ビデオ機器： 6 

C D プレーヤ： 5
オーディオ機器： 5

記気洗濯機： 5

データ番号 表現内容の回答

参考のため、

各機器の機能

に対する熟知

度を 7段階で

評定させた（

←全く知らない

～非常によく

知っている）

1
2
3
4
5
J
6
7
8
9
0
]
2
3
4
5
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7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
i
8
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0
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9
0
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0
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2
3
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l
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l
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
J
5
 

アンテナ

ラジオ
＊ 

＊ 

＊ 

ヘッドホンの端子
イヤホ ン の 端 子
＊ 

調整ツマミ

停電を表す

イヤホン の 端 子

タイマー予約の午前を表す

洗たくきが傾いている

テレビの画面調整のツマミ

テープがなくなっている

水が不足している
＊ 

＊ 

＊ 

ス ピーカーの左右をツマミを表す
＊ 

＊ 

＊ 

アンテナの端子
＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

レコード演奏中
停電 が回復したことを表す

洗たく物の入れすぎ

一時停止を表す
＊ 

早送りを表す

マイクを使っている

水不足
スピーカーから音が出ている
水流が 逆 に も 回 っ て い る こ とを表す
＊ 

＊ 

レコード演奏中

乾電池の入れる向きを表す

録音・録画のボタン

＊ 

レ コー
＊ 

テープ演奏中
＊ 

画面調 節 の ボ タ ン

コンセン ト

早送り
＊ 

ブザーの音紐

＊ 

＊ 

＊ 

ド演奏中

(b) 命名データ (1/ 2) 

付図 I]- 2 命名実験データ入力結果の例 （＊は無回答）
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l
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テープ演奏中
＊ 

＊ 

CD演奏中

再生を表す
＊ 

＊ 

水が不足している

タイマー予約の午後を表す

一時停止
ボリュームを表す

一 時停止

再生中
＊ 

＊ 

テ ープ再生中
ァンテナのケープル端子

水の不足
ビデオカメラで録画している

ミ ュート消音
＊ 
＊ 

＊ 

アンテナの端子

水 の不足

ブザーのボタン

画像を早く送る

＊ 

アースを表す

後 の ト ラ ッ ク を 選 ぶ ボ タ ン

停止
＊ 

＊ 

レコ ー ド 演 奏 中

くり返し演奏する

＊ 

タイマーを表す

脱水を表す

一時停止

ァンテナ

消音
＊ 

L Lであ るこ とを 表す

一時停止
水流が一定の方向である

(b) 命名データ (2 / 2) 

付翌 II-2 命名実験データ入力結果の例 （＊は無回答）





II . ill 命名内容一覧（付図 TI-3) 

刺激数： l O l 

[No . 1 J無同答 (1 G) 
・* (d:datan001.daltG2) 

* <d:datan00:i.dattfi2) 
* <d:dntanOOG.dal#l4) 
* <d:dalan008.dal.±rJ1) 
* (d:datanOlO.daU:11) 
* <d:dalanOll.dal#J/4) 
* <d:datan012.dal#88) 
:1: <d:dntanOlG.dal;::GO) 
* <d:datan017.dal#Gfil 
* (d:datan019.dal#23) 
* <d:dalan02l.dal#G2l 
* (d:datan022.dalとl4) 
* (d:datan023.rlnl#88) 
* <d:dalnn02:i.dul#G2l 
* <d:datanll8.dal.#fi0) 

・* <d:dalan125.dal#88l 
[No . l J誤答 < 1 4 l 

・ 電源 0 F J7 <d:datan003.dal#G2l 
ディスクを取出すためのボタン <d:datan004 .dat#G2) 
アナログプレーヤのセレクト (d:dalnn007 .dal#l 1) 
111 u t e (d:datan009.dal#l4〉

スイッチが 0 f fの状態 (d:datan0l3.dal#66)
ソフトが入っていない <cl:dalanOl 4 .dal#GO) 
人カスイッチ <d:dalnnOJ5.daU=11)
機拙をたて向けに設附 <d:c.latan018.dat#GG)
限からはなす <d:datan024.dat#G2) 
針などを聴く前の状態に戻す <d:dalanll2.dat;:;1/4)
スイ ッ チ が o nにはいっている <d:datanll3.dal#23)
フ、イッチの切り換え <d:datanl20.dati'¢62)
フ、イッチ <d:dalan121.dat;:11l

・人カ スイ ッチ <d:datanl21.dat;t6Gl
[No . l J正答 (9) 

・電源 スイ ッチ <d:datan002 .dal#G2 l 
スイッチの o n と o f f (d:datan020.dat;:;:G2l 
主祖源スイッチ (d:datan114 .dal:±14) 
霞源スイッ チ <d:datanllS.dal#23l
電源スイッチ (d:datanl1G.dat;::fi2l 
電源スイッ チ <d:datanll7.dal#88l 
電源 <d:dalanll9.dal#88)
電源 <d:dnlan122.dal#2'.-ll 
屯源スイッチ切と人 (d:dalanl23 .dal¢¢23) 

----------------------------------------------------------------------------
[No. 2) 無回答 (1 5 l 

・* <d:datan002.dal#5Gl 
* (d:datan005.dali':'5Gl 
* <d:datanOOG.dat#SGl 
* (d:datan007.daU=SGl 
* <d:datan008.dalt5fi) 
* <d:datanOJl.dal#SGl 
* (d:datan015.dal~SG) 
* <d:datanOJ7.dal=78) 
* <d:datan019.dal#37) 
* (d:datnn020.dat:=5fi〉

* <d:datan021.dal#5G〉

* <d:datan022.dat==56) 
* <d:datan023.dal;:;8Gl 
* (d:datan024.dal:;;SGl 

・* <d:dntan02S.dat;:;56l 
[No. 2J 誤答 (8) 

． 秤 の 被 形 <d:datan001.dal=S6l
電筒<d: dn tanOO'.-l. da t=S6 l 
掴送時の注意表示 (d: d a t an O O 11 . d a t = 5 G) 
圃作にぶれがある (d:datan012.dat=8G)
11,J泉禁 iふつえ£ カヽっている (d: d n t a n O 1'.-l . d a l = 7 8 l 
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・スロー再生 <d:datan016.dat#56)
・フロッピー、 カ セ ッ ト 、 テ ー プ の向きを逆に <d:datan018.dat#78)
・交流電流の線 <d:datanl23.dat#37)

[No. 2J 正答 < l 6) 
交流 <d:dalun009.dut#56)
交流電源 <d:datan010.dalt56)
交流電 源 <d:datan014.dat±!5G)
；；；： t介t(!J t=~<d :dutunl 12 .dat#5Gl 
交流を使うこと <d:dalanll3.dat#~7)
交流電源用機器 <d:datanl 14 .dat#5Gl 
交流専用型 <d:dalanll5.dat#37)
交 流専用 <d:dalanll6.dal#56) 
交流財用機 <d:datanll7.dal#8Gl 
交流電圧使用 (d:dalanl18.dut#S6l
交流霜源使用 (d:dalanl19.dat#8G)
交流の電流に接続 <d:dalanl20.dat#5Gl
交流 <d:datnnl21.dnt#5G)
交流馬用 (d:datnnl22.dut#37)
交流現用機器 <d:dulnnl24.dal;:i78l
交流霞源 <d:datanl25.dal#8G)
---------------------

[No. 3] 無回答 (2 4) 
* <d:datnnOOl.dat::!58) 
* <d:datan002.dal#S8) 
* <d:datan003.dal:;:58) 
* (d:datan006.dal#94) 
* <d :dalan007 .dat=94) 
* <d:datan009.dal#94) 
* (d:dalan010.dal#94) 
* <d:datan01l.dat#94) 
* <d:dalan012.dat#84) 
* <d:datan014.dat~82) 
* <d:datan015.dat#94) 
* <d:datan017.dat#42) 
* (d:datan019.dal#77) 
* <d:datan020.dat#58) 
* (d:dalan021.dat#58) 
* <d:dalan022.dnt#94) 
* (d:datan023.dnt=84) 
* <d:dalan024.dat#58) 
* <d:dalan02S.dat#S8) 
* <d:datanll2.dal:;:;9ii) 
* (rl:datan119.dati'¢84〉

* <d:datan120.dat#S8) 
* (d :datanl2l .dal;¢94) 
* (d:datanl25.dal#84) 

[No.- 3J 誤答 (l O l 
水平 保 持 ? (d:dalan004.dat#58) 
シールドされて い る こ と を 示 す <cl:datanOOS .dat#58) 
ポーズ (d:datan008.dat;;94)
どこかが故障している <d:datan013.dat:;42)
スロ ー 再 生 <d:datan016.dat#82)
同転 数 を 上 部にセット <d:datan018 .dat#42) 
スロ再生 <d:datanll6.dat;:;58)
電庄選択 <d:datanll8.dat=82)
「,・r流と交流の並列つなぎ <d:dc1tan123.dat#77)
交流忠用機器 (d:datnnl24 .dal#42) 

[No. ~J 正答 (5) 

直流を使用すること (d:dntnnll3.dat::¢77)
訳 流電源使用 Cd:dntanll4.dat;:94)

・直 流専用 (d:datanll5.dat=77)
• 『 (流専用槻 <d:datanl17 .dat=84) 
• IT'C流専用 (d:datanl22.dat=77)

----------------------------------------------------------------------------
[No . ,1 J無回答 (l 7 l 

* (d:datanOOl。dali:'79)
・,, (rJ : d a t n n O O G。dntニ4'.-J)
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* <d:dalan007.dat:;;4'.-l) 
* <d:dalan008.dat;;4'.-l) 
* <d:datan009.dal#43) 
* <d:dalan0Jl.dal#43) 
* <d:dntnn012.dnt;::28> 
* <d:dulnn01:i.dnl#43) 
* <d:dalan017.dat#9G) 
* <d:dalan018.dat#9Gl 
* <d:dalan019.dal#l9l 
* <d:dalan020.dal#79l 
* (d:dalan021.dalfl9l 
* <d:datan022.dal#43) 
* <d:dalan023.dat#28〉

* (d:datan02~.dal#79l 
・* <d:datan025.dal#79) 

[No. 0 誤答 (8) 
・迎送時の 振 動 に 対 す る 注 意 サイン <d:dalan004.dat#79>

父／直流電源の切り替え <d:datan010.dal#43>
阿路が混線している <d:datan013.dal#9Gl
スロー再生 <d:datan01 fi .dal-#94 l 
直流と交流が混在 <d:datanll2.dat#43)
交 流回線を表している (d:dalanll3.dal#l9)
直流と交流の切り替え <d:dalanl21.dat#0)

・直流と交 流 が 平 行 し て い る <d:datanl23.dal#19>
[No. 0 正答 < 1 4) 

. it'(流も交流も 0 K よ。 <d:datan002.dal#79)
貌屯池、交流電源両用<d : d a tan O O 3 . d al;: 7 9 l 
『［流、交流 (d:da tan005. da l#79) 
直流、交流両電源使用可 (d: d a t a n O 1 4 . d a l # 9 ,1) 
交流、直流霞源両用機器 <d:datanll4.dal#'13l
交流、匝流可変型 <d:dalanl 15.dat#l9l 
『［流交流共用 <d:datanllG.dat;::79) 
直流交流両冗 <d:datanl 17 .dal#28〉

ii'「流と交流 <d:datanl 18 .dat#94 > 
直流交流両方使用可能 <d:dalnnll9.dnt#28l
附流と交流の 2つがある (d:dalanl20.dat#79l
『［流・交流両用 <d:dalanl22 .dal#l 9 l 
交流・直流両方に使える <d:datan124.dal#9G〉

交直流両用電源 <d:dalanl25 .dat;:28 > 
----------------------------------------------------------------------------
[No. SJ 無回答 (7) 

・* <d:datan012.datt90) 
* <d:dalan019.dal#3:i> 
* <d:datan020.dat#85) 
* <d:datan022.dat#73) 
* <d:dalan024.dat#85l 
* (d:dalanl20.dat#85) 

・* <d:datanl24.dal#88l 
[No. SJ 誤答 (5) 

・アンテナをたてる必要あり <d:datan013.dal#88)
床に匝接 縦向けに設置 <d:dalan018.dal#88)
ァンテナ <d:datan023.dal#90l
ァースの 点検 <d:datanll2.dat#73)

・アンテナを立てる必要あり <d:datanl13.dat::;35) 
[No . :i J正答 < 2 7 l 

・アース <d:dalan001.dal=8Sl 
ァース <d:datan002.dal=8S>
ァ ー ス <d : data n O O 3 . d at.:: 8 5 l 
棺j易接地（ アース）用端子 <d:datan004.dat;:;85>
アース端子 <d:datan00S.dat=85)
アース<d : d a t a n O O fi . d a l = 7'.-l) 
ァース端子 (d:datan007.dal=73)
アース <d:datan008.daU73l
アース (d:datan009.dnU73l
ァース線接続口 <d:datanOJO.dal汀 3)
ァース <d:datanOJ1 .dat=7:=l) 
マ ース (d: d a t u n O 1 11 . d n t = 3 4 l 
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ア ース (d:dalan015.dal二73)
アース〈 d:dalanOl fi .dat;:;3~> 
ァ ース <d:dalanOl 7 .dnt.;;'88〉

ァ ース <d:dnlan021.dalt=85)
アースを表す<d: dn tnn025. da lt85) 
ァース線 <d:dalanl14 .dat.;;'73) 
アース接続 (d: d a t a n I I :i . d a l #'.-l S l 
ァース (d:dnlanl1G.dal=85) 
アース (d:dalanll7.dal#90)
ァース使川 (d:datanl18.dal#34) 
アース取り付け <d:datanl19.dat#90) 
ァース (d:dalanl21.dat#73l 
ァース接続端子 (d: d a t a n 1 2 2 . d a t #'.-l :i) 
ァース<d : d a t a n l 2'.-l . d a t = 3 5) 
ァースの接続端子 アースコード <d:datanl25.dat#90>
---------------------------------------------

[No。 G J無回答 (l 1 l 
* <d:datan001.dal#39) 
* (d:datan011.dat;±92) 
* (d:datan012.dal#92) 
* (d:datan015.dal;:!92) 
* (d:datan019.dat#55) 
* (d:dalan020.dal#39) 
* <d:datan022.dat#92) 
* (d:datan02'.-l.dal#92) 
* (d:datan024.dat#39> 
* <d:datan025.dat#39) 
* (d:datan120.dul#39) 

[No. GJ 誤答 (6) 
ァンテナ端子 (d:datan006。dat#92l
アンテナをたてる必要がある <d:datan013.dat=45)
肛接床においてはいけない (d:<latan018 .dal;.;'45) 
アースの異幣 (d:datanl 12. dal;:92) 
ァンテナをた て る 必 要 あ り (d:dalanll3.dat#55)
ァースアンテナ接続単子 (d:datanl24.dat#45) 

[No. G) 正答 (2 2) 
アース<d: da tan002. da t;:;39) 
ァ ース (d:datan003.dal#39)
アース用端子 (d:datan004 .dat=39) 
アース端子 (d:dalan005 .dat;:=39) 
ァース端子 (d:dalan007.dat#92)
ァ ース (d:datnn008.dal#92)
ァ ース (d:datan009.dat=92)
ァース線接続口 (d:datan010.dat.;:¢92l
アース (d:datan014 .dat#90) 
ァー ス (d:dalan016.dat#90)
アースが必要 <d:datnn017.dnl#45>
アース (d:datan021.dat==39) 
ァー ス (d:datanll4.dat;±92)
なんとかアースの接続 (d:datarill5.dat#55)
アーフ、 <d:datanll6.dat='.-l9l
ア ース (d:datnn117.datt92)
ァー ス 使 用 (d:da tan 118. da l#90) 
ァースの取り付け (d:dalanl 19 .dat:;92 l 
ァース <d:datanl21.dal点:)2) 
ァースオ妾為!t(d : d a t a n 1 2 2 . d a l # 5 5) 
ァー ス (d: d a tan 1 2 3 . d a t ;= 5 5) 
アースの接続端子 アースコード (d:datanl25.dat#9ヽ2)

----------------------------------------------------------------------------
[No. 7) 無回答 (1 7 l 

* <d:datan001.dat::¢9G) 
* <d:dntnn007.dat=28) 
* (d:datan011.dal=28) 
* (d:dntnn012.dnl=211l 
* (d:dalan013.dal二： %) 
>:: (d:dalan017.dat=9S) 
ナ (d:dalan018.dal=9!i)
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* (d:datan019.dat=90) 
* (d:Jutan020.dut=9Gl 
* rd:datan02J.dut;::9G) 
:~(d : d a t a n O 2 2 . d a t. = 2 8) 
* (d:datan023.dat=21!) 
* (d:datan021l.dat:;9G) 
* (d:datanl20.dat=9Gl 
* (d:datanl21.dat=28) 
* (d:datanl22.dat;::90) 

・* (d:dalanl23.dat;;:90l 
[No. 7] 誤答 (3) 

・ラジオ機能選択スイッチ (d:datan015.dat#28)
『じ蒻;¥(d:datanll2.dat;;:28l 

・スイッチボタンを表す (d:datanl 13 .dnt#90) 
[No. 7J 正答 (l 9 l 

・アンテナ (d:datan002.dal;:±96)
ァンテナ (d:dalan003.dat#96l
ァンテナ端子の表示（屋外用?) (d:datan004.dati.96l 
アンテナ端子 (d:datan005.dal#96l
アンテナ端子 (d:datan00G.dal#28l
アンテナ (d:da tan008. da t;::28) 
アンテナ (d:datan009.dat;28)
アンテナ線接続 (d:datan0l0.dat#28l
ァンテナ用入力端子 (d:datan014.dat#l5)
アンテナ (d:datan016.dal#l5)
ァンテナ (d:da tan025. da l#96) 
アンテナ用 端子 (d:datanll4.dat#28)
アンテナの接続 (d:datanl15.dat#90) 
ァンテナ（ロッドアンテナ） (d:datanll6.dat#96) 
ロッドアンテナ接続端子 (d:datanll7.dat#24l
アンテナ使用 (d:datanl18.dat#l5l
ァンテナ接続 (d:datanll9.dat#21ll 
アンテナ接続単子 (d:datanl24 .dat#95) 
アンテナの 接続端子 (d:datanl25.dal#24)

----------------------------------------------------------------------------
[No. 8] 無回答 (2 8 l 

・* (d:datan001.dat#2S) 
* <d:datan003.dat#25) 
* (d:datan004.dat#2S) 
* (d:datan006.dnt;;:87l 
* (d:datan007.dat#87) 
* (d:datan008.dat#87) 
* (d:datan009.dat#87) 
* (d:datan010.dat#87l 
* (d:datnn0ll.dat#87) 
* (d:datan012.dat#8) 
* (d:datnnOJS.dat#87l 
* (d:datan016.dat#83) 
* (d:datan017.dat#69) 
* (d:datnn018.dat;G9l 
* (d:dalan019.dat;33) 
* (d:datan020.dat#25l 
* (d:datan021.dat#25l 
* (d:datan022.dat#87l 
* (d:datan023.dat;8l 
* (d:datan02t¥.dal#2Sl 
* (d:datan025.dat#2Sl 
* (d:datanll2.dat#"87) 
* (d:datanllS.dat#33l 
* (d:dntnnll9.dat#Sl 
* (d:datanl20.dat;:t2Sl 
* (d:datan121.dat#87) 
* (d:dalanl22.dat;t33) 

• * (d:dntnnl23.dnt#33l 
[No. 8] 誤答 (I l l 

・アンテナ (d:datan002 .dat出25 l 
字内アンテナの接続端子 (d:datnn005 .dal#25) 
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ス イッチを表している <d:d11tan0l 3 .d11t=G9〉

アンテナ端子 <d:datan014.datt83) 
アンテナをた てる必要あり <d:datanl13.dal#33〉

アンテナ J1J端子 <d:dalunl1'1.dul出87 l 
アンテナ <d:datanllG.dat#:25)
ロッ ド ア ン テナ接続端子 <d:datanl17.dat.i:8) 
アンテナ使用 <d:d11lanll8.d11t#83) 
アンテナ接続単子 <d:d11tanl2'1.dat#69) 
ァンテナの接続端子 <d:dalanl25.dal#8)

[No. 8) 正答 (0)

-------------------------------------------------------------------------
[No. 9J 無回答 (0) 
[No. 9) 誤答<l) 

• i屯池使 用 (d:da tan024. da t#4 2) 
[No. 9} 正答 (3 8 > 

電池 <d:datan001,dat#42)
屯池 <d:datan002 .dat:/:42) 
貌霞池の抑入場所および方向 <d:datan003.dat#42)
脱霜 池 の 抑 入楊所の表示か、＋／ーの方向を示す表示 (d:dalan004 .dat#42 l 
屯池 0)抑人方向を示す <d:datan005.dat#42)
電池を入れる所 <d:dalan006.dat#8)
花池の挿入（方向） (d :datan007 .dat#8) 
花波を入れる方向 <d:datan008.dat#8)
乾電池の陰腸の指定 <d:dalan009 .dat#8〉

貌電池入れ（ ＋ー の方 向も 示す ） <d:dalan010.dat#8) 
駕池 (d:datan011.dat#8)
泣池をこのよ うなむきに入れなさいということ <d:datan012.dat#87)
霞池の入れる 方向を表している <d:datan0l3。dat#3)
乾電池の装猜向きの表示 <d:datan014 .dal#73) 
屯池のそう入 の向き (d:datan015 .rlat;:;8> 
貌霜池の入れ 方 (rl:datan0l6.dat;=73)
乾電 池 を 入 れる向きを表す <d:datan017.dal#3)
霞池 は 左 が +(d:dalan018.dat#3) 
バッテリーそう入口 <d:datanO 19 .dat#43) 
屯池の入れる時の方向 <d:datan020.dat;;'42〉

霞池の入れ方 (d:datan02l.dat#42) 
氾池を挿入する (d:datan022 .dal;':8 > 
雷~ 池のプラス（入れるむき） (d:datan023.dat日87)
乾電 池 の 入 れる向きを表す <d:datan02S.dat#42)
霜池の収納状態 <d:datanll2.dat#8)
乾霜池をいれる方向を表している (d:datanll3.dat=43l
乾 電池の装恙 の位置、向きの指示 <d:datanll4 .dat.;8) 
氾池のそう入方向 (d:datanll5.dat;:;43)
店［？じ t也 (d:datanllG.dat#42l
霞池収納方向 (d:datanl17 .dat=87) 
氾池収納部分 (d:datanll8.dat#73)
雷 池の向き、 入 れ る と こ ろ <d:datanl19.dal#87) 
氾池の向きの指定 (d:datanl20 .dat:;,12) 
霜池の入れ方 (d:datanl21.dal#8l
屯池挿入 (d:datanl22.dat:;:43)
氾池の配栂 (d:datanl2::l.dat::O)
霜池又は電池を入れる部分 (d:dalanl24.dat;;:3)
乾屯池を入れる 方 向 (d:datanl25 .dat:¢87 l 

----------------------------------------------------------------------------
[No. 10] 無回答 （］） 

• * <rl:datan012.dal=78) 
[No. 10J 誤答 (3) 

.. 音・i,t< d : d a t a n O l l . d a l :;: 8 G) 
・スピーカー垢所 (d:dalan018 .dat:;;-68) 
．胄源スイッチ <d:dalan019.dal#50l

[No. 10] 正答 < 3 5 l 
イヤホンの差込み口 (d:dalanOOl.dat:;:11 l 
イヤホーン <d:dulan002.dat=lll
イヤフォンジャック (d:datanOO'.-l .dal::::11 l 
イヤホーン・ジャック端子 (d:dalan004.dat二ll l 
イヤホーンの 姻子 <rl:dalanOOS.dat;::lJ l 
イヤホン端子 (d:datan00G.dal=8Gl
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Ear  Phoneの接続 <d:dalan007.dat;:;:8Gl
イヤホン <d:dalan008. dat::8G > 
イヤホン接続 <d:dc1lanOO¥J.dnt#8G)
イヤホー ル接続口<d : d a tan O l O . cl n t Ii 8 6 > 
イヤホーンの差込み口 <d:datan0l3.dat#G8>
イヤホン用出力端子 <d:dalan01/4.dnl#20)
イヤホンの接続 <d:dalanO 15 .dat#8G > 
イヤホンのさしこみ口 <d:dalan01G.dal#20>
イヤホン端子 <d:dalan0l7.dal;G8)
イヤホン〈 d:dalan020.dal#ll l 
イヤホーン <d:dalan02l.dal#ll > 
イヤホン端子 (d:datan022.dat#8G)
イヤホン <d:dalan023.dat#78)
イヤホン <d:dalan024.dal:/=Jl)
イヤホンの端子 <d:dalan025.dat#ll l 
イヤホンのさしこみ口 <d:dalanl 12 .dat#8Gl 
イヤホー ン の さ し 込 み 口 を 示 している <d:dalanll3.dal#ri0)
イヤホン用端子 (d:dalanll4.dal#8G>
イヤホンの接続 <d:dalanll5.dal#50) 
イヤホンジャック <d:datanl16.dnl#l l > 
イヤホン端子 <d:datanll7.dal#78l
イヤホン接続（使用） <d:dalanll8.dal出20 l 
イヤホン端子切り換え (d:datanll9.dal#78)
イヤホン選択 <d:dalanl20.dal#ll)
イヤホーンの接続 <d:dalan12l.dal#8Gl 
イヤホーン端子 <d:dalanl22.dal#GOl
イヤホン <d:datanl23 .dat#SO) 
イヤホン接続単子 <d:datanl24.dal#68)
イヤホンの接続端子 <d:dalan125.dal#78l

----------------------------------------------------------------------------
[No . 1 l J無回答 < 2 l l 
・* <d:dalan001.dal#G3> 

* <d:dalan002.dal:/63) 
* (d:dalan003.dat#63) 
* <d:datan006.dat#GO〉

* <d:datan007.dat#GOJ 
* (d:datan008.dat;;GOl 
* (d:dalan009.dal#60) 
* <d:datanOlO.dat:;:;60) 
* <d:dntan011.dal#60> 
* <d:datan012.dat:±l00) 
* <d:datan01Ldal==22) 
* <d:dalanOlS.dat;:;:60) 
* <d:dalan017.dat#76) 
* <d:datan018.dat::76> 
* <d:datan019.dat#lG) 
* <d:datan020.dat#63) 
* <d:dalan02l .dal二G3>
* <d:datan022.dal#GO> 
* <d:datan025.dat#63) 
* <d:datanll2.dat;::60> 

・* (d:dalanl22.dal二16 > 
[No . I 1 J誤答 (8) 

・アンテナ端子の表示 <d:datan004 .dat.:::63) 
宇内アンテナの接続端子 <d:dalan005.dal#G3>
上に引っばれぱスイッチがはいる <d:datan013.daU7Gl
索内アンテナ <d:datan016.dat=22)
あかりをつ け て 下 さ い <d : d a l a n O 2 :1 . d a t ;:; l O O) 
ァンテナ <d:dalan024 .dat::G3l 
スイッチボタンを表す <d:datanl13.dat=JG) 

・図のようなアンテナの接続プラグ <d:dalanll5.dattiJG>
[No . 1 1 J正答 < 1 0 > 

. 7、クジオ月Jマイクロフォンの端子 <d:dntanll4.dat='GO) 
7、ダジオマイクロホン (d:datanl16.dat=G]l 
フ、タン ドマイクロホン <d:rlatanl17 .rlal=100) 
フ、タン ド式マイク使用 <d:datanll8.dal=22l
マ イ ク 接続端了・(d:dalc1nll9.dat二100l 

付図 TI-3 命名内容一覧( 7/65) 



取り付けマイク <d:datanl20.dcJt#G3l
マイク <d:datan121.datt60)
佃えつけられたマイクロホン (d:datanl23.datt:l6l
スタジオマイクロホン <d:dcJtan124 .dat=7Gl 
フ、タジオマイク (d:datanl25.dattl00)
---------------------------------------------

[No . 1 2 J無同答 (0)
[No. l2J 誤答 (3) 

・イヤホン端子 <d:datan01 l .dal#80) 
・イ ヤホーンの差込み口 (d:datan013.dal#79)
・ヘッドホンチ ュ ー ナ ー の と り つ け (d:datanl20.dc.ll#6l

[No. 12] 正答 < 3 G l 

ヘッドホーン (d:dalan001.dat#6)
ヘッドホーン <d:dolan002 .dat#6) 
ヘッドフォン (d:datan003.dat;:;6)
ヘッドフォン端子 (d:datan004 .dal#Gl 
ヘッドホーンの端子 (d:datan005.dat#G)
ヘッドホン端子 (d:datanOOG.dc.ll#80l
11 e a d P h o n e 接続 (d:dat1.1n007.dal#80l
ヘッドホーン (d:datan008.dat#80)
ヘッドホンヘの出力 (d:datan009 .dal#80) 
ヘットホーン接紐 l.l (d : d a t a n O l O . d a t # 8 0) 
ヘッドフォン使用巾 (d:datan0l2 .dat#80) 
ヘッドフォン 用 端 子 (d:dalon014.dat#79) 
ヘッドホンの接続 <d:dalan0l5.rlat#80)
ヘッドホン (d:dDtanOJG。dat#79l
ヘ ッドホン端子 <d:datan017.dat#79) 
ヘッドホン使用 (d:datan018.dat#79)
ヘッドホン端子の入れ口 <d:dalan019.dat#34J
ヘッドホン (d:datan020.dat#6)
ヘッドホンの接続 (d:dalan02J。dat#6)
ヘッドホン端子 (cl:dalan022. da l#80) 
ヘッド ホ ン (d:datan023 .dat#80 l 
ヘ ッドホーン <d:datan021.dat#6) 
ヘッドホンの端子 <d:datan025.dat#6J
ヘッ ド フ ォ ンのさしこみ口 (d:datanll2.dat#80) 
ヘッドホンのさしこみ口 <d:dalan113.dat#34J
ヘッドホン用の端子 <d:dalanll4.dat#80l
ヘッドホン接続 <d:datanl 15 .dat#34) 
ヘッドホン <d:datanl16.dat#6l
ヘッドホン端子 (d:datanll7.dat#80)
ヘットホン接続（使用） (d:datanll8.dat#79l 
ヘッドホンの接続、切り換え <d:datanll9.dat;:80)
ヘッドホンの接続 (d:datanl2l.daU80) 
ヘッドホン端子 (d:datanl22 .dat;:;34 l 
ヘッド ホ ン (d:datan123.dat#34)
ヘッドホーン接続単子<d: datanl24. da t#79 l 
ヘッドホンの接続端子 (d:dalanl25.dat#80〉

----------------------------------------------------------------------------
[No. 13] 無回答 (8) 

* (d:datan00G.dat#63) 
* <d:datanOJJ .dat::¢63) 
*〈 d:datan012.dat;:89l
* <d:datan0J6.dat#l7) 
* <d:datan02l.dal#41l 
* <d:datan022.dat:::63) 
* <d:datan023.dat=89) 
* (d:datanl21 .dat;::63) 

[No. 13] 誤答 < 1 2 l 
レコードがかかっている状態 <d:datan001.dat=41 l 
ターンテー ブル上にアームを落とすためのレバー表示 <d:datan004.dat==41) 
アナ ロ グ プレーヤが動作中 <d:datan007。dal=G3)
プレーヤーのヘッド，針の移動フ、イッチ (d:datan010.dat=63)
レコードがかかっている状態 (d:datan0J3.dat::¢5'.-J)
レコード設悩究了 (d:datan018.dal=り'.-l)
カ ートリッジ（？）の操作ボタン (d:datan0l9.dai'::R.ni
-i レーヤーのセット表示 (d:dulan020 .Jat='11) 

付図 l1- 3 命名内容一覧( 8/6 5) 



レコード演奏巾 <d:datan02:i .dat=4 l l 
レコードをかけるスイッチ <d:datanl 12 .dat二C3 l 
レコードがかかっている <d:datanll3.dal#80l

・レコードプレーヤーのプレイ位散 <d:dolanl23.dalt80〉

[No. I'.-lJ 正答 (l 9 l 

・レコードプレーヤー (d:dalan002.dat=::+4Il 
プ レ ー ヤー<d : d a t a n O O :-i . d a t ;; 4 J l 
ブレーヤーの接続端子 <d:datc.Jn00:i.dol#4ll 
プレーヤー <d:dolon008.dat#C3l
レコードブレーヤーからの人）J (d:datan009.dol#G:-ll 
レ コードプレーヤー使川 (d:datan01/4.dal#17l
レコードプレーヤー機能 (d:dalanOJ5.dal#63l
レコードプレーヤー（アンプのファンクションスイ
プレーヤー (d:dalan024.dal;¢4 l l 

ッチ） < d : d a l a n O l 7 . d a l ;:: S :-i) 

レコードプレーヤー用の端子、選択スイッチ <d:datanl1/4 .dal#G3l 
レコードプレーヤー機能スイッチ (d:dalanll5.dal#80〉

レコードプレーヤー (d:datanl JC .dat#41 l 
レコードプレーヤー選択ボタン（アンプ） <d :dolonl 17 .dol#89l 
レ コ ー ドブレーヤー接続（使用） (d:datanll8.dat#l7l 
レコードブレーヤー切り換えス イ ッ チ <d:dolonl 19 .dol#89 l 
レコード プ レ ー ヤ ー ヘ の 切 り 換えスイッチ (d:datanl20.dat#4ll
プレーヤー接続端子 (d:dalan122.dat#80)
レコード ブ レ ー ヤ ー <d:dalanl24 .dat#53 l 
レ コ ー ドプレーヤーの接続端子 切り換え (d:datanl 25 .dat#89) 

----------------------------------------------------------------------------
[No. l4J 無回答 (6) 

・* (d:datan011.dat#47l 
* <d:dalanOJS.dal#47l 
* (d:datan02l .dal#37l 
* (d:datanl2l .dal#47l 
* (d:datanl22.dat#2tll 

・* (d:datanl2Ldat;±98l 
[No. HJ 誤答 (l 1 l 

・ブラウン管 (d:datnnOOJ.dat;:37) 
スピーカーの調子が良い (d:dolan012.dat#37l
音がでている (d:dalan013.dat#98)
秤質モード（ムービー） (d:datan017.dat#98l 
スピーカーは別に (d:d al an O I 8. d at ;;9 8 l 
音星調節 (d:dalan019 .dat=24 l 
音声多重 (d:datan020.dal出37 l 
音声多重 (d:datan024.dal;:37l 
スピーカーの故障 (d: d al a n・1 l 2 . d al# ,1 7 l 
スピーカ ーの音最の調整 (d:datanl13.dat.;:;24 l 

. t広ア司 (d:dalan120.dal#37l
[No. !,j] 正答 (2 2 l 

・スピーカ (d:dalan002.dal#37l
ス ピ ー カー (d:datan003 .dat#37〉

スピーカ ー用端子<d: da tan004. da t#37) 
スピーカーの接続端子 (d:da tan005. da l#37 l 
スピーカー (d: d al an O O 6 . d a t ;= 4 7 l 
ス ピ ー カセレクト (d:datc.Jn007 .dat::¢47) 
フ、ピーカ (d:dolan008 .dat:;::/47) 
スピーカーの接続 (d:datan009.dat=~7l
スピーカー接続口 (cl:datanOl O .dal=47) 
スピーカーヘの出力端子 <d:dGtnn014.dnl#l2l
ス ピ ー カー <d:dalan01G.dat=12〉

スピーカー (d:datan022 .dat=/47 l 
スピーカー (d:da tan023. da t#37 l 
スピーカーから音が出ている (d:dutun025.dat#37)
スピーカー用の出力端了-(d:datanl J,1.dnt=/47) 
スピーカー接続 (d:datanll:i.dnt=2/4) 
フ、ピーカー (d: d a l a n 1 l G . d a t ='.-l 7 l 
7、ピーカー選択 (d: d a t a n 1 l 7 . d a t ='.-l 7) 
フ、ピーカー接続（使用） (ct:dGtnnl l8.dat;:12l 
7、ピーカ一端了・ 切り換え (d:dGtGnll9.dGt=37l
フ、ピーカー (d: d a t a n 1 2 :~. d a l = 2 ,J) 
7 こ ー カー接紐端 I・(d: d a t. n n 1 2 5 . d n l ='.-l 7 l 

付図 TI- 3 命名内容一覧（ 9 / 6 5) 



[No . l :i J 月展 !11] ダ令 (4 ) 
::: <d:datan012.clnt;::4]〉

・* (d:datan021.dat:::47l 
・* (d:datanl2l.dal#l0) 
・* (d:datanl2'.-l.dali=GG) 

[No . I :i J誤答 < l'.-ll 
イジェクト Cd:dalanOOG .dal#l O l 
カセットそう 入 部 分 (d: d a tan O O 8 . d a l /: 1 O l 
でんちを 2 つ人れる (d: d a l a n O I 3 . d a l # 1 :-J l 
カセ ットテープ作動中 <d:dalDnOJG.dat#SJl 
カ セットテープをセット (d:datan0l8.dal#l3)
テープがセッ ト さ れ て い る こ と の表示 (d:datan019.dut#GGl
タイマー (d:datan020 .dal;:±17) 
T a p e を 抑人する (d:datan022.dal#l0)
ダビング <d:datan02'.-l.dat#4ll 
テープ涼奏中 <d:datan02:i.dal#47l
離して用いる (d: d at n n I l 2 . d Ll t # 1 0 l 
テープがかかっている (d:datanll3.dat#Gfil
カセットの取り出し 人っ て る か n o か <d:dalanl20 .dat#17) 

[No. ISJ 正答 < 2 2 l 
テープ <d:datanOOl.dat.;:47l 
カセットテープ (d:datan002.dut#47)
カセットデッキ (d:datan003 .dat#'17) 
テープレコーダ ー 用 (OPEN REEL) 音声端子 <d:datanOOil.dat#47) 
テープレコーダーを示す <d:dalan005.dal#47l
カセットテープ の セ レ ク ト <d:datan007.dal#l0l
カセットテープの指定 (d:dalan009.dal;:;10l
テープ (d:dalan010.dat.;:]Ol
テ ー プ 走 行 (d:dnlanOll .dal#JOl 
テープデッキ使用 (d:dalan0l4.dal#Sl l 
カセット機能を使用する時の選択ボタン <d:dalan015.dnU=10)
カセットテープデッキ <d:dalan0l7.dat#l3l 
カセットテープ <d:datun024.dal;:;47) 
テープデッキ用の端子、選択スイッチ <d:datanll'1.dat#l0l
カセットテープレコーダー機能スイッチ <d:dalanllS.dat.;:;GGl
テープレニーダー <d:dalanllG.dal:¢47) 
テープデッキ選択ボタン (d:dalanll7.dat;:;:41) 
カセットテー プレコーダーヘ接続（使用） (d :datanl 18 .dal::¢51) 
テープレコーダー切り挽えスイッチ (d: d a l a n l l 9 . d a t ;: 11 l) 
子ープレニーダー接続端子 (d:datanl22.dat~GGl
カセットテープレコーダー (d:datanl24.dat;J:-Jl
テープの接続端子切り替え (d:datan12S.dat;:;:41)

----------------------------------------------------------------------------
[No. lfiJ 無回答 (l l) 

* (d:datanOOJ.dat::;18) 
* (d:rlatan00.S.dat;:;J8) 
* (d:datan008.dat=7S) 
* (d:datan011.dat=7S) 
* (d:datan017.dat=9::l) 
* (d:datan022.daU'75) 
* (d:rlatan02:i.dat;:J8) 
* (d:datanllfi.dat=14) 
* (d:rlatanll7.dnt::3/4l 
* (d:datan120.dat=l8) 
* (d:datanl2:i.dat:;=34) 

[No. IGJ 誤答 (l S) 
コントラストつまみ (r!:datan003.dnt:;=18〉

チャネル (d:datan009.dat=75)
索 内 ア ン テ ナのチャンネルスイッチ (cl:datanOl 2 .dat=3/4) 
バッテリーが あ が っ て い る (d:datan013.dat;:;:93)
尻外で見られる様に両而の明るさをかえるスイッチ (d:dntanO 14 .dat:;:;8/4) 

人カスイッチ (d:dotan01S.dnt;:75l
チャンネル (d: d a t an O l G . d a t = 8 11 l 
チャンネル (d:datan021.dat==18)
）：気予報のはれ (d:datan023 .dat:¢::l4) 
千ャンネル (d:datan02'1 .dat二l8 l 

付図 II-3 命名内容一覧 (10/65)



音虻等の調整スイッチ <d:dulcinll2.dul=75)
鮒明度を調整する <d:dalanl1~1.dal#l/4) 
秤景調整 <d:dntun121.dul::7S)
切替えツマミ<d : du t a n 1 2'.-l . d u t # 1 4) 

・チャンネル <d:dalanl24.dut#93)
[No. IGJ 正答 < l 3) 

・ 祈F.J荘詞月 f各<d: dn lun002. dn l# 18) 
両而のブライトネス調節つまみ <d:dulnn004.dul#l8l
両而の明 るさ <d:datan00G.dal#75)
輝度 調 節 <d:dulnn007 .dal#7!il 
輝度調整 <d:dalan0l0.dal#75)
両而を明る＜する <d:dalan018.dul#93l
1リl度の 調節 <d:dulun019.dul#l4)
町るさ<d : du tun O 2 0 . du l;; l 8) 
Jlitf而の輝度調整 <d:dulnnl14 .dnl#75) 
圃面の明るさ調整 <d:dulnnl1G.dnl#l8l 
両而輝度 調節 <d:dulanl 18 .dal#84 l 
Jilli f({iの明るさ調整 <d:datanl19.dal#34) 
輝度調性 <d;datan122.dal#l4)

-------------------------------------------------------------
[No. 17] 無回答 < G) 

・* <d:datan00S.dat#4Gl 
* <d:datan008.dat#:-l4l 
* <d:datan0l2.dat#94) 
* (d:datan015.dal#34) 
* (d:datan02!i.dat#4G) 

・* <d:datanl15.dal#G8) 
mo. l7J 誤答 < 2 2) 

・白黒テレビ (d:dalan001.dat#4G)
抑度調整 Cd:datan002 .dat#46) 
白黒テレビであることを示す表示 (d:datan004.dat:;:;46> 
光斌の設定 <d:datun009 .dal#34) 
霜源スイッチ <d:dalanOl O .dal#34 l 
「1黒 (d:datanOl 4 .dat.#48) 
「1黒放送 <d:datan017.dal#75)
圃而の右側が賠い <d:datan0l8.dat¢:'7Sl
2ケ国語放送になっている<d: da tanO 19. da t#68) 
附度調節 <d : d a la n O 2 0 . d a l;:; 4 G) 
訓而の明るさ <d:dulun021.dat#4G)
色の濃淡の微調整 <d:datan022 .daU34) 
色閤の調節 <d:datan02~-l.dat¢:94l
完源スイッチ <d:datan024.dat.;;:4G)
スイッチ <d:datanll2.dal¢:34)
色の涼淡の調整 <d:datunll3.dal-¢i68)
圃而色彩調節 <d:dulunll8.dul#48)
色バランスの調整 (d:datanll9.dal出94) 
IY J ! 度 (d:dnlanl20.dat#46)
明暗の調整 <d:datan121.dal==34) 
色調の調節 <d:datanl23.dal#68)

・モノトーンの調節 <d:dntunl25 .dat#94) 
[No. 17] 正答 < l I) 

・ コ ン ト ラスト <d:da tan003. dat#4G) 
コントラスト (d:datanOOG.dal.;34)
コントラスト調節 <d:dalan007 .dat#'.l4) 
コントラスト <d:dutan01 l .dul;¢34 > 
両像の襟 t炎の調整<d : d [l tan O 1 3 . d at::; 7 5 l 
両而のコントラスト <d:datan016.dat=48l
ニントラスト調整 (d:datanl14.dal#34) 
コントラスト調整 <d:datanllG.dut=4G)
コントラスト調節 (d:dutanl17.dut::;94)
涼淡調性 (d:datanl22.dat;::68)
コントラスト調節 (d:dalanl24.dal=75) 

----------------------------------------------------------------------------
[No. 18] 無同答 (:i) 

・ ~: (J : d a t u n O l 2 . d u l ;: :i'.-l l 

,ゞ (d:dalan019.dat=8S) 
:;: (d : d u t n n O 2 2 . d a t ::: 7 11) 

付図 Il-3 命名内容一覧 (11/65)



• * (d:datan02::l.dat;:;53> 
• * <d:datan024.dat二49 l 

[No. 18) 誤答 (2 ::l) 
水平サイズ変更 <d:dalan002.dal#49l
椛方向の両面サイズの調整 (d:da tanOOS. da t;;4 9〉

水 平 同 期 が狂っている <d:datan00G.dal#74)
ワイドな両面 に <d:dntnn008.dat#7,1l
両 而 の 横 方向の長さの設定 <d:datan009.dal#74)
この範囲にしか画面がうつらない (d:datan013.dali'¢27)
両面調整 <d:datan015 .dal#74) 
圃面の横幅サイズ (d:datanOJG.dat#92l
水平方向の画 像 調 整 (d:datanOl 7 .dat#27) 
訓面が梢にゆがむ <d:datan018.datt27l
両而の幅調 整 <d:datan020 .dal#49) 
両而の横輻 (d:dalan021.dat#i19)
両而調節のボタン (d:dalan025。dat;;49)
水平方向の両像の調整をする (d:datanl13.dati'¢85〉

水平方向両質調整 (d:datanl15.dat±:85) 
両而の水平調整 (d:datanllG.dal#49l
両而平行調節 (d:datanll8.dal#92l
水平方向の両像調整 <d:dalanll9.dat#53l
水平調整 (d:datanl20。dat#49l
両面の水平方向の調節 <d:datanl21.dat#74)
水平画像調性 (d:datanl22.dat#85>
水平方向の両 而 調 整 <d:dalanl23.dat#85)
訓像の水平調節 <d:datanl25.dat#S3>

[No。 18 J正答 < l 1 l 
朴't揺れが停止 し た 状 態 (d:datanOOl.dat:1¢49) 
水甲同期固定 <d:dntan003.dal¢i49l
両而中心点を水平方向に移動 (d:datan004.dat#49l
水平同期調節 (d:datan007.dat#74) 
水平同期調 整 (d:datanOl O .dat;:;74) 
水平同期 (d:datan0l l .dat#74) 
両面の水平の動きの調整 (d:dntan014.dat;92)
テレビの横 ぶ れ の 調 整 (d:dntanll2.daU,74)
訓面の水平動の調整 (d:datanl14 .dal¢¢74) 
水平同調調整 (d:datanl 17 .dat#S3l 
水平同調調 節 (d:datan124.dat#27) 

----------------------------------------------------------------------------
[No. 19] 無回答 (9) 

* <d:datan005.dat:/=40) 
* <d:datanOll.dat#GGl 
* <d:datan0l2.dat;2) 
* <d:datan019.d1.1Ui74l 
* <d:datan020.dat;40l 
* <d:datan021.dat¢:40l 
* <d:datan022.dal:/=6Gl 
* <d:datan024.dat=40) 
* (d:datan025.dat;::40l 

[No. 19) 誤答 < l 9) 
両而 0) 縦サ イズ調整 (d:datan002 .dat#,10) 
水平同期が狂いました<d: da tanOOG. da t:;66 l 
ワイド画而に (d:da tan008. da t;:66) 
巾心から上下に画面が広がっていく <d:datan013.dat:;:8Sl
チャンネル <d:datan015.dat出66) 
乖肛方向の画像調整 (d:dalan017.daピ 85) 
両而が上下に 細 長 く う つ る <d:datan018 .dat;:85) 
秤情調節 (d:datan023 .dat=2) 
ピンボケで縦の 調 節 が 必 要 (d:datanl 12 .dat可氾）

吼直方向の画 像 を 調 整 す る (d:datanl13.dat:¢74) 
乖直方向の画像調整 <d:dutanllS.dat:;'74)
圃而の垂直調整（（］・:datanllG .dat=、10 l 
圃而垂直調 節 (d:ciatanll8.dali=55)
l「「 II『方向の 1圃像の調節 <d:d1.1tanll9.dat==2)
爪盾加減の調整 (d:datDnl 20 .dat:;:40) 
圃 而 0)垂匝方 1古］の調整 <d:datan12l .dat=GGl 
正直圃像調性 Cd:datanl22.dat==71)

付図 IT-3 命名内容一覧 (12/65)



匪直方向の画面調整 (d:dalanl23 .dal±:74) 
・j1llf面の 垂匝調整 (d:dalanl25 .dal#2l 

[No. 19] 正答 (l l) 
• jil1j而の上下迎動が止まった状態 (d:datan001.dat#40l 

iff, 『(同期固定 (d:dalan00'.-l.dat=40l
圃面の中心点を垂直方向に移動するためのつまみ表示 (d:datan004 .dal#40l 
珀間同期があっている (d:dalan007.dat:;G6l
珀『［同期 (d:datan009.dal#6Gl
iji: 『［同期 (d:dalan010.dal;:¢6Gl
圃而の上下動の調整 (d:datan014.dal#55)
テレビ画面の上下 (d:datanOlG.dal#Sfil
圃面の上下動の調整 (d:dalanJJ,J.dat#6Gl
活直同調調整 (d:dntnnll7.dnl#2l
叩 ： 直 同調調節 (d:datanl24 .dat#85l 

----------------------------------------------------------------------------
[No. 20] 無回答 (1 2) 
・* (d:dalan001.dat#92) 
* (d:datan005.dal#92) 
* <d:datan007.dat=6) 
* (d:datan011.dal#G) 
* (d:dalun012.dat¢¢44) 
* (d:datan015.dat#Gl 
* <d:datan01G.daU¢28l 
* (d:dalan019.dat#82l 
* (d:datan02J.dal#92) 
* (d:datan022.dat#Gl 
* (d:datan024.dal/:92) 

・* (d:datan025.dat#92) 
[No. 20] 誤答 (1 ll 

．椴器を水平に接置することに対する注意表示 (d:datan004.dal#92)
TTi-り:t.(d:datan006.dal:;:G) 
ボリュウムを下げる <d:datan008.dal¢¢6)
汁こ 1子4亭l上 (d:datan009.dal#6) 
スイッチがはいっている状態 (d:datanOl 3 .dat;l8) 
I: 合がかたむいている (d:datan014.dat#28l 
本体が傾いている（台が傾いて い る た め ） (d:datan017.dat#l8) 
槻 器 が水平になっていない (d:datan018.dal#l8)
再生 (d:da lan020. da l#92 l 
畠送り (d:datan02~.dat;::44 l 

・ー・時停止 <d:datanll2.dal#Gl
[No. 20] 正答 (1 6 l 

・ボリューム (d:datan002 .dat±±92 l 
ボリュームつまみ (d:dalc.in003.dat;::92l
粋紐調整 (d:datanOJO.dat#G)
秤 址 の調整 (d:datanl13.dat;::82) 
ボリュー ム (d:datanll4 .dat;:6) 
竹・餓調整 (d:datanl15.dal;:;82)
音籠調整 (d:datan116.dal#92)
音・ 贔調節 (d:datan117.dal;::44l
秤紐調節 (d:datanll8.dal:i:28)
秤韮調節〈 d:datanll9.datニ'14) 
秤紐調節 (d:datan120 .dat.;=92 l 
音・琵調節 (d:datanl21.dal:;6〉

許琵調性 (d: d a tan l 2 2 . d at;: 8 2 l 
音杭調節 (d:datanl23 .dat±±82) 
秤景調節 (d:dalanl24.dat=J8) 
音危 (d:datanl25 .dat;::~4) 

-----------------------------------------------------
[No. 21] 無回答 (4) 

・* (d:datanOOS.dat;:57) 
* (d:datan00G.dat=~2l 
* (d:datan015.dat==32) 

• * (d:datan021.dat:::S7) 
[No. 21] 誤答 (l 9 l 

. 7、タート (d:du lan002. da t:::i7) 
ト 抒記号 (d:datun003.dat=57)
繁間のオクターブ調整? (d:datan00'1 .dat=S7) 

付図 II-3 命名内容一覧 (13/65) 



行がなる (d:da tan008. da t==32) 
行楽用テープ (d:datan009.dat二32) 
pl a y <d:datan01l.dat;:r32l 
杵楽が流れる <d:datan012.dal:¢]7)
メロディーがオルゴールのように 流れる (d:datan013.dat出9)
榮器の自動演奏 <<l:dc.1tan014.dul#4) 
11!1の音符（メロディが表示される） <d:dntan01G.dalr=~l 
ァンプの音訊モード（音楽） <<l:dalan017.dat二9)
打然な音で聞ける (d:datan0l8.dat#9)
メロディー自動演奏 (d:datan019.datt40)
ト音記号 (d:<latan022 .dal#32 l 
行がでてくる= s t a r t <d:dalan023.dal#l7) 
テープ演奏中<<l: <la lan02S. <la l#57) 
高行質の状態にある <rl:dalanll3.dal~10)
伯;rr部の何か <d:dnlnnl15.dat;;~Ol 
{;j ff域のメロ ディ (d: d a l a n 1 2 3 . <la t # ,J O) 

[No. 21] 正答 (l G) 
;f:j音・ 部 (d:dntan001.daU±57) 
（へ音記号と対なら）高音劉節<d : d a l n n O O 7 . rl a t ;¢'.-l 2) 

似;n調整 (d:datc1n010 .rlal#32) 
翡背表示 (d:<la tan020. <ln l#57) 
翡 音がよくき こえる<<l: <ln lan024. <la t#57) 
此i脊部の音試を調節 (d:datanl 12 .dat#32) 
ト行記号 閻音 域 調 整 (d:datanl14 .dat:/'.-l2) 
粋質調整（高音部） (d:dc1lanl 1G.dat#57) 
詞音部音汎調整 <d:<lalanl17.dal¢¢17l 
秤質高音部調整 <d:dalanll8.dat#4l
閻音域の音質調整 (<l:dalanl19.dat#J7) 
『り音調整<d : d a la n 1 2 O . <lat.;¢5 7) 
蒻秤質の調整 <d:dalanl21.dat#32)
蒻音部調性 <d:datanl22 .dat#40l 
閻音部音質調節 <d:datanl24.dal#9l
翡音の調節 (<l:datanl25.dat#17)
---------------------

[No. 22] 無回答 (6) 
* <d:dDlan004.dDl:;:3) 
* (d:datan012.dal#8l) 
* <d:datan014.dat#G7〉

* (d:datan015.dat=50) 
* <d:dalan021.datt3) 
* <d:datan02S露 dat#3l

[No. 22) 誤 答 <l 8 l 
イヤホ ー ン <d:datan002.<lal#3)
へ音 記 号 <<l:datan003 .<lal#3) 
イヤホーンの端子 (d:datan005.dal#3)
へ音記号の調整変換 (d:datan006.datt50)
秤 （プザー）が 賜 る (d: d al an O O 8 . d a t ;r 5 0) 
許の高さを下げる (d:dalan009 .dat;zSOl 
飢抒強 調 <d:<latan0ll.dal#50) 
,1)/;j子を変える（変調をする） (d:datan013.dat:;;47) 
メロディーがでる (d:datan01G.dal#G7l
ヘッドホン端子 (d:dalan017.dat;:47)
秤 の ト ー ン を低く (d:<latan018.dat=47)
伴奏の音を記 'I意するときのボタン <d:datan0l9.dal.;:89)
へ音記号 <d:datan022.daU50)
許質の調節〈 d:<latan023.dat=81)
低音がよくきける <d:datan024 .dat#3) 
変調を行う <d:<lalanl13.dat=89) 
低音部の何か <d:dalanl15.dot;:;89) 
飢音質の音楽 (d:<latanl23 .dat;:;89) 

[No. :!2] 正答 (l 5 l 
似音部 (d:datanOOl.dat='.-ll
（卜音記号と対なら）低音調節 (d:da tan007. da t==SO l 
狐評部調整 (d:datanOlO.dal=-50)
ヘ粋記号で低許を表す (rl:dalan020 .dut=3 l 
帆秤部の音鼠調節 (d:datanll2.dat;:50)
＇ヽ、胄・記号、 低音域調整 <d:dat2nl 14 .dal=50l 
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低音部の音質調整 Cd:dc1lanlJG.dat='.-ll 
低音・ 部音 爪 調 節 Cd:datanl 17 .dat::81 l 
音質低温部調節 (d:datnnl18.dDl±:G7l 
低音域の音質調整 Cd:datanl19.c且 t::8 l) 
低 音 調節 Cd:datan120.dat#3)
低音質調整 Cd:dalanl2l.dat:i=S0l 
低汗部調性 (d:dalanl22.dat:;::89l
低音部音質調節 Cd:dalan124.cいlt47l
低音の調節 Cd:dntan12S.dat~81 J 

--------------------------------------------------
[No. 23] 無同答 (0) 
[No. 23) 誤答 (8) 

. 1つ早送り Cd:dntnnOJ 8 .dat#24) 
スイッチ <d:datan02J.dat.#Gl l 
まきもどし Cd:dn tan02'.-l. da t#:l l 
ljl. おくり (d:datan024 .dat#Gl l 
テープが動いている Cd : d a t n n 1 l 3 . d a t ;: 7 1 l 
先送り (d:datan11S.dat#71l 
早送り 巻き戻し (d:dalanl18.dal#99l 

. li1, ま；くり (d:dDtanl24 .dat#24 l 
[No . 2'.-lJ 正答 (3 l l 

·1tj~t=. < d : d a l D n O O l . d a t # 6 I l 
プレイ <d:datc1n002.dat;:Gll
酎生 (d:datnn003.dat#GJl 
TlJ生ボタン <d:datan004.dnt#61 l 
再生ボタン (d:dalan005 .dal#6l l 
再生 Cd:datanOOG .dat;::69 l 
tape  ,or disk)  playの select 〈d:datan007.dat#69)
p 1 a y (再生） Cd:datan008.dati=i'69J 
通 常走行<d: da tan009. da t~69 l 
再生ボタン (d:datan010.dat#69)
酎生 <d:datan0ll .dat#69l 
テープな ど の 進 行 方 向 <d:dalan012.dal;3l
テーブが右方向にまわっている (d:dDtan013.dal#24l
百生（通常プレイ） (d :datan014 .dat#99) 
jlf生 (d:datan015.dat#69l
テープ等の再生 <d:datan016.dat;:;99>
}l}り:: (d:datan017.dat#24) 
再生ポタン <d:datan019.daU7ll
pf 11: < d : d a t a n O 2 0 . d a l¢: 6 1 l 
S l a r tボタン <d:datan022.dal#69)
再生を表 す (d:datan025.dat#61)
汀j.1t < d : d a t D n l l 2 . d a t¢; G 9 l 
再生 <d:datanl14.dDl¢:69l 
再生 <d:datnnll6.dat==61)
再 生 <d:datan117.dat¢¢3l
再生、送り (d:dalanl19.dat;:;3) 
再生 (d:datanl20.dat;:61)
pJ! ヒ<d:datanl21.dat;:69l
S t a r l ボタン <d:datanl22.dat:;:'7ll
Jli. 1_t (d : d a t a n l 2 3 . d a t = 7 l l 
訂生 <d:datanl25.dat=3)

----------------------------------------------------------------------------
[No. 24J 無回答 (0) 
[No.'..:-1] 誤答 (1) 

• 音・ が右にいく程大きくなる<d : d a l a n O 1 :-i . d a t = 1 6) 
[No. 24] 正答 C 3 8 l 

• 平送り (d:datan001.dat=51 l 
早送り (cl:dntan002.dat=51)
早送り（ 巻戻し） (d :datnn003 .dat=Sl l 
1礼送リ（ ま き も ど し の 逆 ） Cd:datan004.dat五51)
I什．送りボタン Cd:datan005.dat:¢5ll
主きもどし (d:da tanOOG. da t=38 l 
デープーの早送リ o r巻もどし Cd:dntan007 .dat=38) 

川送り Cd:dDtan008. da t='.-l8 l 
州送り (d: d a t a n O O 9 . d D t ='.-l8 l 
旱送りボタン (d:datan010.dat:;::38J
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巻戻し (d: d a t a n O I I . d a t :::'.-l 8 > 
右方向への早送り Cd:dalanOJ2.dalt;73)
叩 送り (d:datan01'1.dot::J8)
'A ; 送り (d: d a t a n O l :i . d 1l t ='.-l 8 l 
テープ ~0) 早送り (d:datan01G.clat#l8)

早 送り <d:dalan0l7.dat=1Gl
旱送リスイッチ (d:dalan018.dat#lG>
見送りボタン <d:dalan019.daUi'3ll
1礼送り (d:dalan020.dat;¢5J> 
1礼送り <d:datan021.dul#Sll
早送り (d:da tnn022. dn t#:-l8 > 
まきもどし <d:datnn023.dal#73)
早ず；くり <d:datan024 .dal#Sl > 
1礼送り <d:datan025.dal=Sl> 
叩';送り<d : d n t a n l l 2 . d a l #'.-l 8 > 
早込りをしている (d:datanl 13 .dnt#31) 
早送り <d:datanll4.dat#38)
早送り (d:datanllS.dal#:-lll
叩送り <d:dnlanllG.dal#Sl l 
早送り <d:datnn117 .dat#73) 
川送り、巻き戻し<d: da tan 118. da t# 18 l 
早送り（逆の時）巻き戻し <d:dutan119.dal#73)
早送り <d:datanl20.dal#S1)
J仕 送 り <d:datanl21.dal#38>
Ii", 送り（巻き戻し） <d :dntan122 .dat#::Jl) 
まきもどし 早おくり <d:dalanl23 .dal#31) 
早ま；くり (d:datanl24.dat#l6l
早送り <d:dalanl25.dat#73>

------------------------------------。---[No. 2SJ 無回答 (4) 
* <d:datan015.dal#ll) 

・* <d:datan0l8.dat=G1> 
・* <d:datan021.dat二87 l 
・* <d:dalanl15.dat#79> 

[No. 2SJ 誤答 (7) 
八こ 1子<d:datan009.dat#ll l 
入イッ チ が o nの状態 <d:datan013 .dat#61) 
屯源 <d:datan023 .dat¢:'51) 
鉱窃 (d:datanl 12 .dat:;;11) 
ビデオテー プ等が機器の中にはいっている <d:datanll3.dat#79〉

‘屯源 <d:dalanl21.dal:/:ll l 
再生ボタン (d:dntanl23.daU=79)

[No. 2SJ 正答 < 2 8) 
4り1上 (d:dalanOOJ .dat;:;87) 
ストップ <cl:dalnn002 .dat=87) 
停止ボタン (d:datan003 .dat#87) 
S T O Pポタン (d:dalanOOtl.dat#87> 
ストップボタ ン <d:datan005.dat#87)
利,;1!:. (d : data n O O 6 . rl a t;: l 1) 
st.op <d:datan007.dat#lll 
4汀rJ:(d :datan008 .daU:'11) 
杓 1ヒボタン <d:dalanOl O .dal#:l l l 
4が」1:<d:datanOll.dat;:J!) 
竹 11・.を表す記 号 <d:dutnn012.dnl#!il> 
｛、が 11:<d :datan014 .dat:::40) 
テープ等の停止 <d:datan01G.dat#~O>
利(Iヒ(d:datan017.dat=6l) 
利,; I上ボタン (d:datunOl 9 .dat;:;:79) 
操作停止 <d:datan020 .dal==87〉

S t. 0 pボタン (d:dntnn022.dal¢clll
｛•亨 1/: (d:dntnn024 .dnl;::87) 
｛が rl:(d : d a tan O 2 5 . d at;: 8 7) 
竹 rl:.スイッチ <d:datanlltl.daU=lll
｛亨 1/:(d : data n l 1 G . du t = 8 7 l 
/'': 11: (d : d n tun 1 1 7 . d at.= S 1) 
り,:11: (rl : d n t El n 1 1 8 . d at=~0) 
/!, 11、 (d:dat.nnl19.dut. ニ'Sl) 
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停止機能 <d:d/.ltanl20.dat:::87)
S t. 0 p ボタン <d:datanl22.datt79)
fが11:.< J : d a tan 1 2 1 . d a t # G 1) 
7、トップ <d:datan125 .dattrril) 

------------------------------------------------
[No. 2GJ 無回答 (5) 

・* <d:dDtan012.dal#G2) 
* <d:datan02l .d/.ll#G8l 
* <d:datan023.dal#G2l 
* <d:dDtanll2.d/.lt-l=l8l 

・* <d:datan121.dal#J8l 
[No. 2GJ 誤答 (7) 

・ニ本同時走行 (d:dalDn009 .dal#l8l 
ソケットをさしこむ <d:dalan013 .dal#30l 
カセットテープ類を停止するボタン <d:dntan018.dnt#30) 
倅 1上のボ タ ン <d:datan020.dat#G8)
f•;; 11.: < d : d D t a n O 2 4 . d a t # 6 8) 
コンセントの差しこみ口 <d:datDnl13.dal#57)

．倅 11:スイッチ<d: da tan 115. da l#57〉

[No.'.:'.GJ 正答 < 2 7 l 
・再生時の一時停止 <d:datan001.dat#G8l

ポーズ <d:dutan002.dc1l#G8l
一時停止 <d:dutDn003.dDl#68l
一時停止 P A U S E ボタン<d: da lan001. da l#G8 l 
ポーズボ タン <d:dalan005。dat#68l
ポーズ <d:datDnOOG .dDt#l8) 
ポーズ <d:dalan007 .daUtl8l 
ボーズ (d:dnlan008.d8l#i8l
・・時停止 (Pause) ボタン <d:datDn0lO.dat#l8)
・時停止 (d:datDn01l .dnt#l8) 

ー・時停止 （静 Jl:.j由i) ビデオ (d:dalDn014.daU/95)
ー・時停止 (d:datan01~.dat#l8l
jTj. 生等の一時停止 <d:datanOlG.dat出） 5) 
ポーズ（一 且 停 止 ） <d:datan017.daビ 30)
・ 時的に停止するボタン <d:dalnn0J9.dalt57l
I'o u s eボタン <d:datan022.dat#l8)
一時停止 <d:dDtan025 .dDt¢:G8) 
一時停止 <d:datanll4.dat¢:18l 
・時停止 <d:datanllG.daUGS>

ポーズ <d:datanll7.dDl#G2l
ポーズ <d:datDnll8.dat#95)
一時停止 <d:datanll9.dal¢=G2l
ー・・時停止 （ポーズ） <d:datanl20.dnl#68) 
P a u s eボタン <d:dal/.lnl 22 .dat#57 l 
一時停止 <d:dalanl23 .dat¢¢57 l 
ー・時停止 <d:dDtanl24 .dat~30l 
一時停止 <d:dDtanl25.dut#62)

----------------------------------------------------------------------------
「 ~j o . 2 7 J無回答 (8) 

・* (d: da.tanOO l. d/.l t;:43 l 
* <d :dalan004 .dat二43 l 
* <d:datan006.dat:;:9) 
* <d:dalan007.dal#-9l 
* <d:datan019.dat;;G3l 
* <d:datan02l.d/.lt='43l 
* <d:datanll5.dat#G3l 

• * <d:datanl21.dat;=9) 
[No. 27] 誤答 < l 5 l 

・フ、イッチ oFF  <d:datan002.dal='43l 
ポーズボタン <d:datan005 .dat==43) 
it 1了<d:datan009.dat#9l
このマークのあるスイッチが入っている <d:datan0l2.dul=42)
霞源が切れている (d:dalan013.dDl='7l
竹 1!:.< d : data n O l S . d n l¢= 9 l 
テープ等の作動停止 <d:dc1lDnOlG.daビ 8G)
円盤型のフロッピー（？）を使用 (d:c!Dtan018 .dal;::7) 
賃ii氾；(< d : d a l a n O 2'.-l . d o l :: ・12 l 
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再生 (d:du lan02~. dD t::::4'.-l l 
f•'.\ I上〈 d:datanll2.dal;:;9)
レコードがかかっている (d:dntanll'.l.daltG3)
いったん停止 (d:dalanll8.dnti=8G) 
鈷行装置・ (d: d a t n n l 2 0 . d a t ;: /4'.-J) 
電源スイッチ (d:dulanl23 .dat::G3) 

[No. 27] 正答 (l G) 
録両、録音ボタン (d:da lanOO::l. da lt4'.-J l 
録 両ボタン (r!:datan008.dat#9)
鉱行ボタン (d:datan010.dal#9)
録行 、 鯰 圃 (d:datan0ll .dal#9l 
録両 録音 <d:dolan014.dul#8G〉

録両，録音 (d:datun017.dat¢¢7)
命Afrlli <d:dutan020.uat::43) 
I¥ 8 C ボタン (d:datan022.dat#9)
鉱抒・録両のボ タ ン (d:datan025.dal#43l
録秤｀録画 (d:datanl]4 .dal#9) 
＄放 n面 (d:dalanl16.dut:/±/43) 
録両（音） <d:datanl 17 .dal#42〉

鉱音・、録画 (d:datanl19.dat#4.2) 
R 0, C ボタン (d:datanl22.dal#63l
鉗音'. 録両 <d:datanl24.dnt:/:7) 
録音（画） <d:datanl25.dat;±42) 
---------------------

[No. 28] 無回答 (I 8) 
* <d:datan005.dnti=8) 
* (d:dalun006.dut#90) 
* <d:datan007.daU!90) 
* (d: da tan008. da l!:±90 l 
* <d:datan0l0.dat#90) 
* <d:datan011.dalii90l 
* (d:datan0l2.dnt#ll) 
* <d:datan014.dat;9) 
* (d:datan0l9.dal;3Gl 
* (d :datun021.dat;:;8) 
* <d:datan022.dal!:i90) 
* <d:datan02S.dat;::8) 
* (d:datanll2.dut::90) 
* <d:datanll!i.dal;:3G) 
* (d:datanll9.dat=lll 
* (d:datanl20.dal=8) 
* (d:datanl2l.dal#90l 
* (d:datanl22.dat#3G) 

[No. 28] 誤答 (l 7 l 
わじ の 頭 (d:dalanOOl.dat::8〉

ボーズ <d:datan002.dat;=8)
ネジ (d:dalan003 .dat:/±8) 
マイナス・ネジ使用 (d:datan004。dat :::8 > 

テープ走行停止 (d:dalan009.dat==90)
どこかの接触がずれている (d:dati:ln013.dat日58) 
イジェクト (d:datan0l5.dat#90)
イヤホンコー ドのさしこみ口 (d:datan016.dat;=9)
ネジがある Cd:datan017.dat;:'58)
（カセット）レコード設 i'fi:<d:datan018.dal#S8l 
リ バース装四 (d:datan020。dat=8)
音・ 塁つまみ (d:datan02'.-l.dat=1l l 
コンセント (d:datan024.dat=8) 
どこかの接触が悪い (d:datunll3。dat:;:;%)
釦irtミュート (d:datanll4.dnt:::90)
録杵時にポーズ を入れる (d:datanllG.dcJt¢:8) 
鉗秤時のキュ ーイング (d:datanl24 .dat::;58) 

[No.'.:8] 正答 (4) 
オーデイオダ ビ ン グ (d:datan117 .dat;::11〉

・ゲ ビ ン グ <d:datnnll8.dnt=9)
・デープのダビング (d: d a t a n 1 2'.-l . d a t = 3 G) 
・ゲ ビ ン グ (d:dutanl2S.dut=ll l 

----------------------------------------------------------------------------
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[No. 29] 無回答 (2) 
・* (d:<lalan02S.dat:;:27) 
・* (d:dalanllS.dal=78> 

[No. 29) 訳答 (2 G > 
• I仕込り (d:dalan00l.dal#27> 

コマ送り <d:dalan002.dal=27)
シャトル・サーチ (d:dalanOOG .dal:':l 00> 
p 1 a yのセレクト (d:dalan007 .dal#lOO> 
p l a y (再生） <d:dalan008.dal:':l00) 
通常走行 (d:datan009 .dati'/100) 
早送り <d:dalanO!O.dal#lOO>
倍速 <d:dalanOll .dal#lOOl 
打糀調節の場所 <d:dalan012.dnl#G9>
テープ等が右方向にまわっている <d:dalanOJ'.-l.dal:;71l 
Tl}'ヒ<d:dalan014.dal;::19) 
先送り <d:dalan015.dal#l00)
ビデオテープ等のコマ送り <d:dalanOJ6.dat#l~>
圃面の早送りボタン <d:dulanOl 8 .dal#71) 
コマ送りボタン <d:datan019.dat#78l
早送り (d:dalan020.dal#27l
早送り <d:dalan021.dal#27>
早送り (d:dc1 tan022. dn l:;:J 00 > 
ま き も どし<d: da tan023. du l#G9 > 
．早．す) <り (d:dalan024 .dal#27> 
録音 (d:datanll2.dal#l00>
1区 間 早送り、巻き戻し (d:datan118.dal#l9>
コマ送り <d:dalanl20.dal#27)
早送リ (d:datan121.dal#100)
コマ送り (d:dalanl22.dal#78)

・コマ送り <d:dalanl23.dal#78)
[No. 29) 正答 < l 1 l 

・スロー再生<d : d a la n O O'.-l . d a t # 2 7) 
剌続的な再生ボタン (d:datan004.dal#27) 
7、ロー再生のボタン <d:datan005.dat#27) 
スロー再生 (d:dalan017.dat#71) 
スロー再生をしている <d:dalanl 13 .dal#78) 
スロー再生 <d:datanll4 .dal:;;100) 
スロー再生 (d:datanllG.dal:;=27>
スロー再生 (d:datanll7.dat#G9l
スローモーション <d:dalanll9.dat:;:69l
フ 、 ロ ーモーシ三ン <d:dalanl24.dal#71)
フ、ロー再生 <d:dalanl25.dat=69)

------------------------------------------------重----------------------------
[No.'.-lOJ 無回答 (6) 

・* <d:datan005.dat='95) 
* <d:dalan010.dal;¢3) 
* <d:datan020.dal;'95) 
* <d:dalan021.da.t==95) 
* (d:datanl20.dal#9:i) 

・* <d:dalanl2l .dat.;:3) 
[No.'.-lOJ 誤答 < 2 l l 

・リピート (d:dalan002.dat=95)
n i s k T u R N T A B L E の OPEN(d:dalan004.dal;¢95> 
ポーズ (d:dalanOOfi.dat;;:3)
ポーズ <d:dalan007 .dat;::3) 
録両 (d: d a t a n O O 8 . d a l ;= :-i) 
走行停止 (d:dalan009 .dal=3 l 
この印の 入った所にビデオや C D をいれる (d:dalan012 .dat=32 l 
胄の高低 の 仲 び を 表 し て い る <d:dalan013 .dat:;;:82) 
11}'l: < d : d a t Ll n O 1 4 . d a l = 7 7) 
ー・時停止 (d: d a l a n O l S . d a l = :-l l 
一時停止 <d:dalanOJ 6 .dal=77) 
氾源スイッチ (d:datan017.dal=82>
7、 イ ッチを押してつまみをあげる (d:dalan0!8.dal¢:82>
鉗両、録音 (d:dalan0l9.dul=l)
喜限 を 上げる（調節） < d : d a t a n O 2 :-i . d a l = 3 2 l 
1斤 'I:< d : d a l Ll n O 2•1 . d a t = 9 S l 

付図 IT-3 命名内容一覧 (19/65) 



一時停止 <d:datan025 .d<.tl:::95 l 
釘などを上げる <d:dat11nll2.dat=3l 
/ff生 <d:datanllS.dat=l)
行のトーンアップ (d:dalunl18.dat#77l 
一 時 停 止 <d:datanl23.dattll 

[ No . :-i O J正答 < l 2 l 
カ セット， C D などを取り出す <d:dalan00l.dat#9S) 
イ ジェクトボタン<d : d a t a n O O :-i . d a t :;: 9 5) 
c .i e ct  (d:dalan0ll.dat#3l 
Open  E.ioet、ボタン <d:datun022.dut¢:3l
テープを取り出す <d:datanl13.dat#l l 
取り出し イジェクト (d;dalanl14 .dat#3l 
カセットディスク等の取り出し Cd:datanllG.dat;:95)
イジェクト（取出し） <d :datanl 17 .dal#32) 
イ ジ ェ ク ト <d:datanll9.dat#32)
E .i. e c t ・0  p e nボタン Cd:dalanl22.dat#ll
取り出し (d:datan124 .dat#82 l 
カ セ ッ ト 等 の取り出し <d:dalnnl25.dat#32l
-- -- -- - -

[No . :-l I J無回答 (7) 

* <d:datan005.dal#l7l 
* (d:datan012.dat#8S) 
* <d:datan0J8.dnt#2l 
* <d:datan022.dat#78) 
* Cd;dati:in02S.dat;:J7) 
* <d:datanll2.dat#78) 
* <d:datanl21.dat#78) 

[No. ::llJ 誤答 < l l) 
つなぎ録り <d:datanOOG.dat#78)
ス テレオ機能 <d:dntnn007.dnt=!78l
秤量の調整をしている <d:datan013 .dal#2) 
同じ内容のくり返し 再生 Cd:datan014 .dal#G) 
コマ回し <d:datan0l5.dal#78l
倅 ll:.ボタ ン <d:datan019.dat=28)
スイッチ（リバースの） (d :datan020. dal#l 7) 
スイッチ (d:datan021.dat#l7l
音蜻バランス <d:datan023.dat¢85l
ff}生 <d:dntan024 .dnl#l 7 l 
両而のバランス (d:datanl23.dal::::28l

[No. 31] 正答 (2 1) 
一時停止 <d:datan001.dat='l7)
ポーズ <d:datan002.dat=l7)
静止画 <d:dalan003.dal;::J7〉

圃像静止ボタン (d:datan004.dat=l7) 
ポーズ <d:datan008 .dat=78l 
走行の一時停止 <d:datan009 .dat#78〉

一時停止 <d:datan010.dat#78)
フ、チール <d:datan01 l .dat#78) 
ビデオテープ一時停止 (d:datan01G.dal¢;G)
一旦停止画像 (d:dntan0l7.dat#2)_ 
一時停止 (d:datan113.dat¢t28l
静止両 <d:datanll4.dat=78)
一時倅止 <d:datanllS.dat;:28)
一 時停止 (d: d a tun I l 6 . du t;; l 7) 
スチル（静止圃 ） <rl:datanl 17 .dat:::8S) 
訓 而静止 (d:datanll8 .dal=Gl 
一 時停止 (d:dalan119.dat=85)
静止画像 (d:datanl20.dal¢:J7l
訓像停止 <d:dalanl 22 .dat=28l 
両而静止 (d:datnnl24.dat;::2)
圃像の静止 (d:datanl25.dat=85)

------------------------------------------------------------
[ No .'.-l 2 J無回答 (7) 

* (d:datDnOOS.dat='Sl 
:,: (d : d a t a n O O 7 . d a t = 7 G〉

* (d:datan0JO.dat=7G) 
,,. (d : d i1 t a n O l 1 . d u l = 7 G) 

付圏 Il-3 命名内容一覧 (20/65)



* <d:dalLlnOJG.dat:/::71) 
* <d:datan022.dat=7Gl 

・* <d:dalon02り.d at::; :i l 
[No .'.1 2 J誤 答 < 2 2 l 

・人が前を向いている状態 <d:datanOOl.dat;:;5) 
2か国語のうちの 1つ <d:dalon002.dat:;:5)
) ¥ (d : d a t u n O O'.-l . d a l := :i l 
使）n者の声のみ再生 <d:datan004.cJal#:i) 

. ,: なって聞け <d:dolnn00G.dnl:i±7Gl
枷作をやめろ <d:dalan008.dal#76l
ー・人で何かを行う <d:dalan012.dal#57)
1人で静かに使 J廿する (d:datan013.dal#90)
個人使用 <d:dalan014.dal::/71 l 
間くことの指令 (d:datan015.dnt#7Gl
一人用 (d:dalan017.daU:90)
先生が 1人画面に登楊 <d:dalan018.dal#90)
教示 開 始 (d:datanOl 9 .dat#3) 
大人用を表す <d:datan020.dat#5)
祝党専用 <d:dalan021.dal#5)
start  (人が話しはじめる） <d:dalan023.dal#57) 
ひとり用 <d:dntan024 .dal#5) 
先生が一人で説明をする <d:dalnnl 12 .dnl#7Gl 
生徒の呼び出しボタン <d:dntanl13.dnl.'¢3) 
先生登場指示 <d:dnlanll8.dnl#7ll
教師用 <d:datanl21.dnli':7Gl

・個人呼出 <d:dalanl25.dat#57l
[No.'.-l2J 正答 < 1 0) 

・教師との交信 <d:dntan009.dnt:;:76)
先生呼び 出し <d:dulanl1/4 .dal#76) 
ク1cIヒ<d:dalanl15.dat#3) 
グC; 1--1::. (d : d a t a n 1 1 6 . d a t # 5) 
先生呼び出し <d:datanll7.dal#57)
教官呼び出し <d:datanl19.dal:;57) 
先生を呼び出し用の合図 <d:datanl20.dat#5)
先生呼び 出し <d:dalanl22.dat#3l
先生のよびだし <d:datanl23.dal;:;3)
9i: (t: (d:datanl24 .dal#90) 

----------------------------------------------------------------------------
[No.'.-l'.-l J無回答 < G l 

• * (d :datan007 .dal#3l) 
* <d:datan010.dat;;31) 
* <d:datan011.dal=3l) 
* <d:datan014.dal#l6l 
* <rl:datan022.ciat:;:31) 

• * <d:datan025.dat:;;89) 
[No.'.BJ 誤答 < l 8 l 

・人が横を向いている状態 (d:dalan00l.dat#89l 
・・種類の音しか出ない <d:dalan002.dal#89l
)、、 <d:datan003.dat;89)
使用者の声のみ録音するモード (d:datan00'1.dat#89) 
先生がしゃべっている (d:dalanOOG .dat;:31) 
訓そうスタート <d:datanOOS.dat;;:31)
教師からの信号 <d:datan009.dat;:3J)
ー・人で使用する <d:dalan012.dut:;:J9)
先生しか扱ってはいけないことを表している <d:datan0l3.dat:;;37)
苫き込み指令 (d:dulan01:i.dal=3l)
可・ 話（口の聞けない人用） (d :datanOl 7 .dat-#37) 
マンツーマ ン シ ス テ ム 採 用 <d:dalan018 .dat::;37) 
答えの解説 <d:datan019.dat=l2)
一人専用 <d:datan02l.dat=89) 
s t a r t <d:datan02'.-l.dat:;:19) 
ひとり用で話すことができる〈 d:datan024 .dat=89) 
欠生を呼び出す <d:dc1tnnll::l.dul=l2) 

• 投師用 <d:dal.un121.dal::;31)
[No .'.-l'.-l J正答 < l 5 l 

． ］人用であることを示す <d:dalan005.dat#89)
了II ll]者を表す <d:dalanOlG.dal=lGl
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・人用 （生徒） (d :Jalun020 .JDt;::89) 
一人の生徒を指名 <J:datanl 12 .dat;:;31 l 
牛徒呼び出し <d:datanl1'1.dat#3ll
'I: tt < d : d a tun I l 5 . d a t;: I 2 l 
生徒 (d:datanllfi.dDl#89l 
牡定生徒呼び出し <d:datanll7.dat#l9l
11'. tt < rl : d a tan I I 8 . d at;: I G) 
生徒応答（呼び出し） <d:datanll9.dut#l9l 
生徒 JI]の呼び出し表示 <d:datanl20.dal;::89)
生徒呼び出し (d:dDlanl22.dat;J2)
子供をよぶボタン <d:dalanl23.dat#12)
'tもt<d:dalanl2'1.dal.;±37l 
生徒 (d: d a tan l 2 5 . d a t;: l 9) 

----------------------------------------------------------------------------
[No .'.-l 1 J無回答 (8) 

* (d:datan005.dat#l9l 
* <d:datan010.dal#7ll 
* <d:datanOJJ.dat#.71) 
* <d:datan015.dal:;:7Jl 
* < d: da tanO l G. da l#S'.-l) 
* <d :datan022 .dat#71 l 
* <d:datan023.dal#1Gl 
* <d:datan02fi.dal#l9l 

[No.'.-l,JJ 誤答 < l 5) 

ご人 の人 間が向かい合っている状態 <d:datan001.dat#l9)
2種類嗚ります <d:dalan002 .dat#l 9) 
2 音（使用者とテープ宵）の同時再生 <d:datan004.dat#J9) 
二人で見て下さい <d:datanOOG .dat#71 l 
対話型? <d:datan007.dal#71) 
教師と生徒との対話 <d:datan009 .dat;:;71) 
二人で一緒に使用する <d:datan012.dat#JG)
2人で取り扱うこと <d:datan013.dat#59)
会話 用 <d:datan017 .dat#59) 
対話（画面の設問へ解答） <d:datan019.dat#10) 
2人で］台 <d:datan021.dal#l9l
ー・・人用の機器であることを示す <d:datanl13.daUlOl 
先 生と 生徒 のマン・ツー・マン指迄 <d:datan11G.dat#J9)
生徒呼び出し <d:datan122.dat#l0)
子供同志の共同使用 (d:datanl23.dal;:;:10l

[No.'.-l4J 正答 < 1 G l 
2人用<d : d a tan O O'.-l . d a t;: l 9) 
2人でいっしょに (d:datan008 .dat¢71) 
対話 的 使 用 <d:datan014.dat:;S3l
対話練習 <d:dalan018 .dat~59) 
:.-: A J廿 <d:datan020.dal¢]9)
2人 用 <d:datan02,J.dat#l9) 
二人でレッスンを受ける Cd:datanl 12 .dat#71) 
対話型教育、対話型レッスン <d:datanll4 .dat#71) 
ペアレッスン <d:datanll5.dat;-;10l
ペア学習 <d:datan117.dat#lG) . 
生徒ペアによる 紬 習 <d:datanll8.dat出53)
対話（生徒同志） <d:datanll9.dat:;::16〉

ペアでする赦材 <d:dalanl20.dat#l9)
2人 用 <d:datanl21.dとit='7 1 l 
生徒がペアー になる <d:dntanl24.dat¢59) 
2人で行うことを表す <d:datan125 .dat=l 6) 
----------------------

[No .'.-l S J無回答 (9) 
* <d:datan005.dal=78) 
* <rl:datanOlO.dat=G:il 
* <d:datanOl l .dat:;::GSl 
* <d:datan012.dat;:;7) 
* <d:datan022.dat=G5) 
* (d:dalan023.dat=7l 
* <rl:dalan02S.dat=78) 
求 <d:datanllS.dat::J〇〇）

,ゞ (d:datnnl22.dat=l00) 
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[Nu. 35] 誤答 < 2 l l 
・ニ人の人間が同じ }j柏］を向いている状態 (d:datanOOJ.dat:=78) 

2種類音がでます <d:dalan002 .dal#78l 
2人用 <d:datan003.dat#78)
テープ音声に続いて使）lJ者が声をふき込むモード選択 <d:dalan004 .dal#78) 
先生が二人いります <d:datanOOG .dDt;G5) 
ユーザが 二人 <d:dDlan007 .dal#G:i) 
拙作せよ <d:datnn008.dat#G5)
2人で使うこと <d:datan013.dat#G5)
乙人）fl (d:dalan0l5.dal#G5) 
ー・台を二人で利用できる (d:dalanOlG .dat#35l 
二人用 <d:dalan017.dal#65l
2人の先 生付き <d:dalan018.dal#G5l
間題の解答を表示させる <d:datan0!9.dal=l00)
共有できる裟置 <d:dalan020.dal#78)
2人用 (d:dnlan021.dat#78l
2人で同時に使用 <d:dalan024 .dal#78l 
二人でレッスンを受けさせる (d:datanll2.dat#G5l
侑徒が先生を呼んでいる <d:datanl1:-l.dal#IOOl 
生徒（グ ル ー プ ） 粍 場 (d:datanl 18.dat#3Sl 
生徒がペアで使う指示 (d:datanl 20 .cial#78) 

• 生徒同志で話せる (d:datanl24.dal#GSl 
[No .'.-l G J正答 (9) 

・複数の生徒との交侶<d: dn lnn009. dn l#GS l 
似人数使用 (d:datun014.dal#35l 
グループ呼出 (d:dalanll4.dat#65)
生徒のグル ープ呼び出し <d:dalanllG.dat#78l 
グループ呼び出し (d:dalanll7.dal¢i'7)
複数の生徒が一緒に行う学腎 <d:dalanl l 9 .dal#7) 
グループ学習 <d:datanl21.dat#G5)
子供の共同使用 <d:datanl23.dat#l00)
グループ呼出 <d:dDlanl25 .dal#7〉

----------------------------------------------------------------------------
[No .'.-l G J無回答 (7) 

・* <d:datan001.dat¢:33l 
* (d:datanOlO.dat:¢44) 
* (d:datanOll.dal;:44) 
* <d:datanOJ2.dal#l0) 
* < d : d a t a n O 1 G . d a t ;= G'.-l) 
* (d:datan025.dat:!¢3'.-l) 

・* <d:datanll:i.dat;:17) 
[No. 3GJ 誤答 (2 5 l 

・ ス ピ ー カーから音がでます。 (d:dutan002.dol¢¢33)
複数人用 <d:datan003.datと33)
使用者の録音声を繰り返し再生 (d: d a ta n O O 4 . d a t ;¢:-i 3) 
祝 数の 人間で使用できることを示す (d:dalanOOS.dat:;:33)
失生が何人もいる (d:datanOOG .dat;:4.4) 
複数人可 <d:datan007 .dat;:;44 l 
生徒から の 応 答 (d:dalDn009 .dat:;;44) 
ゆらしてはし＼けな t,1 (d:datnn0l3.dal:1¢50) 
多人数による使用 <d:cintan01/4.dat#G3)
くりかえし (d:datan015 .dal¢:44) 
多人数用 (d:datan017 .dal#5〇）

l~n p e a t A f t. e r M eの意味 <d:datan018.dat=50l
生徒 が繰り返し誤答したときの注意 <d:datan0l9.dat;:J7l
祝数 で 使用せよの表示 (d:dn tan020. dD t=33) 
名人数で使用 (d:datan02l.dat:;:;33) 
コ マ送り <d:datan022 .dat=41 l 
コマ送り<d : d a t a n O 2 :-i . d a t = l O l 
娑'r..、)¥)甘 (d:datan024 .dal二33)
グループ による学習 <d:datanll2.dul¢:14)
複数の生徒が使用する <d:datanl l3.dat==l7) 
生徒呼び出し (d:datunll7.dat=l0)
似仙（全貝）登場 (d:dQlanl 18 .dat¢:G3l 
グル ー プで使用 (d:datanl21.dul¢:44l
牛徒（複数）呼び出し (d:dat.an122.dut:::17〉

'l" i,lの方からの呼び出し〈 d: d a l a n 1 2 -I . d CJ l = :i O) 
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[No. 3GJ 正答 (7) 

みんなでいっしょに (d:datan008.dat=/44l
生徒全員への呼び出し (d:datnnll4.dLJt工44 l 
生徒全貝呼び出し (d:datanllo.dell二3'.-i)
仝生徒の呼び出し (d:datanl19.rlat:;;JQ) 
令日に開けの合図<d : d a la n l 2 0 . d a t:; 3 3) 
子供全貝をよびだす (d:dLJtanl23.dal#l7>
↑ 貝呼出 (d:datanl25.dat;;JO)

---------------------------------------------------------
[ No .'.-l7 J無回答 (l :i) 

* <d:datan003.datご98) 
* <d:datan001.dali¢98) 
* (d:datan00:i.dat#98) 
* (d:datan007.dattSI) 
* (d:datan010.dat+¢:il) 
* (d:datan011.dat;SJ) 
* <d:datan015.daH51) 
* (d:datanOJG.dati:l) 
* (d:datan021 .dat;:98) 
* <d:datan022.dat#5!) 
* (d:datun025.dal#98) 
* <d:datanl l5.dat#G2) 
* <d:datanll9.dat:;30) 
* (d:datan120.dat#98) 
* (d:datanl22.dat~G2) 

[No. :nJ誤答 < l 6 l 
人が部屋に入っている状態 (d:datan001.dat#98)
］人でききなさい (d:datan002.dat¢:98)
先生 が 箱 0)中にはいる <d:dutan006.dat;;:5J)
拙 作せよ (d:datan008 .dat;:;:il) 
一 人で籠って作業する <d:datan012。dal#30)
個人用であることを示す (d:datan013 .dat.'¢81) 
答えを打ち込むキーボードで <d:dalan014.dat#l)
ー・人用 (d:datan017.dat~81)

圃而に先生の頻がうつつている (d:datanOl 8 .dat#Sl) 
答えのヒントで出すボタン (d:datan019.dat¢:62)
個室に入ってする一人用教材 (d:datan020 .dat;:;98) 
両面 s t o p <d:datan023.dat;=30) 
ブースに入れての個人レッスン <d:datanll2.dat#51)
ブースに人つて使用する (d: d a tan 11 3 . d n t;; 6 2) 
生徒ブース使用 id:datanl18.daU=l) 
一人用 <d:datanl21.dat;;51) 

[No. ::l7J 正答 (8) 
個人用プースからの入出力 (d:datan009.dat:;5J)
ひとり用ブースに入って使用 (d:datan024。dnt#98)
教 育用ブース (d:dalanl 14 .dat;=Sl l 
各 生徒の入るブース id:datanl lG .dal#98) 
生徒一人用プース (d:datanll7.dal#30>
子供用ブース (d: data n J 2 3 . d a t:; 6 2) 
ブース <d:datanl2'1 .dat:;:81) 
づ ース <d:dutanl25.doU'30)
-------------------------

[No.'.-l8J 無回答 (3) 

・* (d:datan01 l .dal=98) 
・* <d:datan021.daU99) 
・* (cl:dalanl2l.dat;98l 

[ No . :rn J誤答 < 1 8) 
ヘッドホーンの接続端了~<<l:dalan00S.dat=99)
フ、ピーカー付 ヘ ッ ド ホ ン 端 子 (d:datan006.dut:;98)
ヘットホーン (d:datan008.dat=98)
ヘットホーン接続口 (d:datan010.dat¢¢98)
ヘッドフォンを つ け な さ い と い う 合図 (d:-data n O 1 2 . do l = -1 7) 
イヤホーンをつけること (d: d a t a n O l'.-l . d a t :;:; G 4 l 
イヤホンの接続 id:dntonOlS.dat='.18)
1、 ！』 ＇-学． 吾号 ）廿 (d :datan017.dat二G1 ) 
ヘッドホン使用 (d: d a t. a n O 1 8 . d a t = G 11) 
マ（ク付きヘッ ド ホ ン を か け ろ の 表示 (d:dolan020.dat=99)
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ヘッドホン（が使えます） <d:datan023.dat=47) 
ししであ ることを表す <d:datan025.dat:=99)
ヘッドホ ン を つ け る 印 <d:dutanll2.dat;:98l
ヘッドホ ンをつける (d: d a t a n l I :-i . d a l # 8 1 l 
ヘッドホンの接続 <d:datanl15.dat:;:8]) 
ヘッドホン接続（使用） <d:rlatanl 18.dat;:;5,1) 
ヘッドホン接続端子 <d:dalunl23.dut;:;8Jl 
ヘッドホーン接続単子 <d:datunl24 .dat#64) 

[ No . :-i 8 J正答 < 1 8 l 
マイク付 きヘッドホーン <d:datanOOl.datt:99) 
マイク付ヘッドホーン <d:datan002.dat#99l
マイクロフォン付ヘッドフォン <d:datan003 .dat出99 l 
マイク付き ヘ ッ ド フ ォ ン 糾 用端子の表示 <d:datan004.dat;:99) 
マイク＆ヘッドフォンの接続 <d:datan007 .dal#98) 
ヘッドフォンつきマイクとの入出力 <d:datan009 .dat#98 l 
ヘッドフ ォ ン マ イ ク の 使 用 (d:datan014.dat#54l
マイク付きヘッドホン <d:datan016.dal#54)
ヘッドホン及びマイクのスイッチ <d:datanOJ9.dat#8ll
マイク付きヘッドホン端子 (d:datan022.dal#98)
話しもできるヘッドホーン (d:datan024 .dat;r99) 
ヘッドセットの使用 (d:dalanll4.dat#98l
マイクロホン付きヘッドホン <d:dutunl16.dat#99l
ヘッドセット接続端子 <d:datanll7.dat#47l
ヘッドホ ンマイクヘの切り換え (d:datanll9.dat#47l 
ヘッドホンマイクに選択 <d:dutanl20.dal#99l
マイク付きヘッドホン接続端子 (d:dalanl22 .dat#81 l 
ヘッドセットの接続端子 <d:dalanl25 .dat¢¢47) 
---------------------

[No. ::l9J 無回答 (3) 
・* (d:dalan021.dal#9ll 
・* <d:datan023.dat#49l 
・* <d:datanl21.dat#22l 

[No.'.-19) 誤答 (5) 
巻戻しをする <d:datan00l.dat=9l l 
巻き戻して頸から再生 (d:rlatan004.dat#91) 

• はじめに 戻る (d:datan018.dat#23l
・巻き戻し o r最初に戻る <d:datan020 .dat#91) 
・ J/ま；くり <d:datan024 .dat#91) 

[No. ::l'.JJ 正答 < 3 l l 
ォートリバース（一回だけ） <d :datan002 .dat#91) 
ォートリバース <d:datan003.dal#91l 
紐り返しプレイ <d:datan005.dat:;:9ll 
ォート・リバース (d:da lan006. da t;::22 l 
オートリバースのセレクト<d: da tan007. da U/22) 
オートリバース (d:dalan008.dat;::22)
i'l動的に裏面も走行 <d:datan009.dat#22)
ォートリターン（リバース） <d :datan010 .dat#22) 
反転モード (d:datanOJl .dat:#22) 
J, ● ： か ら右へという方向だけがオートリバースになっている <d:datan012.dat;:;49l
オートリバースを表している (d: data n O J 3 . d at:¢2 3) 
ォートリバース (d:datan014.dat=:-i0l
リバース機能 <d:datan015.r註 t;:;22,
ナートリバース <d:datan016.dat#50)
オートレバース（・回） <d: datanOl 7 .dnt;::23 l 
くリ返し再生<d : d a tan O 1 9 . d a l¢: 2 9) 
Auto  Rev  c r s e (d:datan022.dut#22) 
くり返し演奏する <d:datan025.daU91) 
ォ ー ト リバースによる逆回転 (d:datanll2.dat=22l
く り 返 し<d : d n t n n l l'.-l . d a t = 2 9 l 
ォートリバース繰り返し涼奏 <d:dntanll4.dat=22l 
リピート <d:dalanllS.dat=29)
リピート <d:datanl 16 .dat;-91) 
白動反転 <d:datanl17 .dat=49) 
1) ピート くり返し (d:datanll8.dat;:;50l
給：，り返し (d:datnnll9.dat二,j9) 
細、， IJか えし <d:datan120.dal=91l 
,: し：ート フートリ）ゞース (d:datan122.dal¢29)
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リピート (d:dnlan 123 .dnl::;:29 l 
くり返し <d:dalanl24 .dal+:23) 
リピート (d:datanl 25 .dat#19) 

----------------------------------------------------------------------------
[No. ,10] 無同答 (2 4 l 

・* (d:dnlanOOl.daU:4) 
* (d:dalan003.dat:=4) 
* (d :datan001.dat;;,1) 
* (d:datnn005.dati'¢4) 
* (d:datan007.dat::ri8l 
* (d:datan009.dat#S8l 
* <d:datan0l0.dal#58) 
* <d:dalnnOJJ .dc1t#S8l 
* <d:datan012.dal:;::9G) 
* <d:datan013.dal:=32l 
* (d:datnn015.dat:;::58l 
* <d:dalan016:dnl#91) 
* (d:dalan019.dat:;::fi1) 
* (d:dalan020.dat;4) 
* (d:dalan022.dal#58l 
* (d:dalan023.dal#9G) 
* <d:datan021.dal#4) 
* <d:datan02S.dnt:;;4) 
* (d:dalanll2.dnt#58) 
* (d:datanll5.dal#6l) 
* <d:datanl19.dat#96) 
* <d:dalanl21.dal:;58l 
* (d:datanl22.dal¢:Gl) 

・* (d:datanl23.dat:;GJ) 
[No . ,1 0 J誤答 (l 3 l 

• —. n寺｛亨」上 (d:datan002.dal=4l
性教育用ソフト (d:dalanOOG.dat#58)
コードの差し込み口 (d:datan008.dat#58)
・緒に話す (d:datan014.dat#91) 
文部省検定済み (d:dalnnOl 7 .dnt:#32 l 
ふたをしめて使用 (d:datan0l8.dal#32l
扱続 <d:datan02l.dat;,1) 
採触不良のためうまく作動していない (d:datnnl13.dat:;:61) 
生徒と先生の声の同時録音 (d:datanl11.dnt;:;58) 
鉗音時にダビングする (d:dalanJlG.dat:;:4) 
チェック信号そう入 (d:dalanl 17 .dat=9G) 
使用者の声を録音 (d:datanl18.dat出9l l 

・呼び出しスイッチ <d:datanl24.dat;'32)
[No. 110] 正答 (2) 

．述中で音をふきこむための装骰 (d:datanl20.dat¢::4)
アフレコのキュー信号 (d:datanl25.dal::r9t>l

----------------------------------------------------------------------------
[No . 11 l J無回答 < 1 7) 

・* <d:datanOOJ.dat::88) 
* (d:dalan007.dal;:~ll 
* (d:dalan010.dat;41 l 
* (d:datc1n01 l .dnt:/=4l) 
* (d:dalan012.dal;=2S) 
* (d:dntnn015.dnt.:4l) 
* (d:datnnOJfi.dnl;:;38) 
* (d:dalanOJ9.dalご99)
* <d:datan020.dat¢::88) 
* (d:dnt3n021.dnt=88) 
* (o:datan022.dat=4l) 
* (d:dalan023.dat=2:il 
* (d:dal3n024.dat=88) 
* (d:dalan02!i.dc1t:;:88) 
* (d:datanll5.dnl=99) 
* (d:datanl21.dat=,1J) 

• :;,・(d:dat3n122.dat=99l 
[No . I I J誤答 (l fl) 

・ワイマー (d:datnn003 .dat=88) 
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つまみ表ぷ (d: d ,1 l a n O O 4 . d a t = 8 8) 
時問設定 <d:datan00G.dal=4I)
ボリウム <d:datan008.dal=41)
“「 1I:< d : dale.in O O 9 . d a l:: 4 1) 
スイッチがはいっている状態 <d:datan0l3.dal#!i4)
--H『4亨且こ <d:dalDn0l4.dat;:::-J8) 
屯訓（オン<d : d a l a n O I 7 . d a l :: !i 4) 
つまみをたてに (d:datan018.datt:i,1)
フ、イッチが 0 f fの状態<d : d a tan 1 l'.-l . d at# 9 9) 
トーンコ ントロールのノブ (d:dalan 114 .dnt.-;4 J) 
ホールボタン使川 (d:dalanl18.dEtt;:38) 
貨源差込み口 (d:dalDnl19.dnl:/t25) 
スイッチ切り換え (d: d a la n l 2 0 . d a l;; 8 8) 
人カスイッチ <d:dalanl24 .dat;:;54) 

[No. ~lJ 正答 (7) 
霜源スイッチ <d:clatan002 .dal#88) 
布 源 ボ タン<d : d D la n O O !i . d a l;:; 8 8) 
・, じ物;l <d:datanl 12.dal;:;,jJ) 
定淵スイッチ（人、切） (d:dalanl 1G.dat:/t88) 
屯源スイ ッチ (cl: du l D n l 1 7 . du l # 2 5 l 
軍源スイッ チ<d : d a la n 1 2'.-l . d a l;:; 9 9 l 
J: 屯諒 <d:dalanl25.dat#25)

---- ----------
[No. 42) 無回答 < 2 l) 

* <d:dalan001.dal¢:71) 
* <d:dalan003.dat=71) 
* <d:datan004.dal::7l) 
* (d:datan005.dal=71) 
* <d:clatan007.dat::83l 
* (d: da tun008. dD t;::8'.-l) 
* (d:dalan009.dul#83) 
* < d : d a t a n O l O . d a l = 8 :-J > 
* (d:datanOll.dat二83) 
* <d:datan012.dat#G) 
* <d:datan01:i.dal#83) 
* (d:datDn0]9.dDl¢:]3) 
* (d:dalan020.dal=7ll 
* (d:datan021.dat=7ll 
* <d:clatan022.c!Dt#83) 
* <d:dalDn024.dnl=71) 
* (cl:datan025.dDl=71 l 
* (d:clalanll2.dal;:83l 
* <d:datan119.dal.;:Gl 
* <cl:datanl21.dat=83) 
* (d:dalanl22.dal¢¢13l 

[No. 42) 誤答 (8) 
イf1功叶1 <d:dalDn006.dat::83) 
屯池が入っていない <d:datan013.dat#GOl
同軸ケープル <d:dalan014.dDl;:9G) 
乾電池 (d: d D la n O 1 G . d a l :±9 6) 
水 甲 に 附く <d:dDtan017.dat#GO>
床に水平に設骰されている <d:datan018.dat可60)
カセット 等 入 れ る と こ ろ <d:datan023.dat:;:G)
バッテリーを表す <d:dalanll3.dat=l3l

[No. ・12] 正答<l O l 
ヒューズ (d:dalan002.dnt=7ll 
ヒューズ (d:datanl 14 .dal=83l 
ヒューズ <d:dalanl1:i.dal=13l 
ヒューズ (d:datanlJG.dat=71) 
ヒューズ <d:dalDnl17 .dnl='Gl 
ヒューズ <d:datanll8.dat=9G) 
ヒ ニ ー フ : (d:dalanl20.clal=71 l 
ヒューズ <d : data n 1 2~-l . d a l = l 3) 
l::: ユーヌ： (d : du l n n 1 2 4 . du t. =GO l 
ヒューズ (d:dDlanl2:i.dut=G)

--------------------------------------------------------
[ I~o . I'.¥ J無回答 (7) 
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* Cd:datan010.dat:::79l 
* <d:dalanOll .dat:::79) 
* Cd:datan012.dat;:;99) 
* Cd:datanOJ9.dnt;::]0J) 
* Cd:dalan022.dat=79l 
* <d:datanl21.dat=79) 

・* Cd:datanl22.dat;:JOJ) 
[No. OJ 誤答 C 2 7) 

・竹 餓 調 整 <d:datanOOl .dat.;:;9) 
タイ マー Cd:datan002 .dat#9) 
ボリューム <d:datan003.dal#9)
ダイヤル式チャンネルの仕様表示 Cd:datan004 .datt9) 
ァンテナ端子 Cd:d1llan005.dat#9)
•『\'Ill; <d:datan00fi.d1ll¢:79) 
チャンネル <d:datan007 .dal#79) 
チャンネル <d:datan008 .dat#79) 
音鼠閤節 <d:datan009.dat:;:79)
背訊の調整をする Cd : d a t o n O l'.-l . d a t # l J) 
チャンネル <d:datan014.dat:;±70) 
人））スイッチ o f f <d:datan015.dut#79) 
イ ヤホンプラグのさしこみ口 (d:datan016.dal:i¢70)
両質の調節 <d:datan017.dol#ll>
テレビの圃而が 3 6 0度回る <d:dolnn018.dnt:/illl
祈： II『 o r水平のための調整 <d:datan020.dat;9) 
チャンネル <d:datan02l.dal#9l 
テレビの綜をつなぐところ <d:dalan023.dal#99)
チャンネル Cd:dalan024.dol#9l 
調将ツマミ <d:datan025.dat#9)
屯源 <d:datanll2.dat#79l
チャンネルが固定されている <d:datanl 13 .dottlOl) 
両而修整中<d : d a la n 1 l 8 . tl at= 7 0 l 
霞源スイッチ <d:dalanll9.dal#99l 
スイッチ切り換え Cd:datanl20.dat;:9)
テレビのつい ている状態 <d:datanl23.dat#l01〉

・色の調節 Cd:datanl 25 .dat;:;99) 
[No . .J:-lJ 正答 (5) 

・スタンバイ、待機状態 <d:dntanll4.dat;:;79>
符機信号 <d:datanl15.dat:¢101) 
1, 『 機 中 Cd:datanllG.dc1t#9l
」： 霜 痴 オ ン で待機状態 <d:datun117.dat#99)
スタンバイ Cd:datanl24 .dat:::;J l > 

----------------------------------------------------------------------------
[ No . ,1~J 無回答 (0) 

[No. ,j,j) 誤答 (3)

. _-. 機への出力 <d:datan009.dat#36)
コンセントが故障 <d:datan012.dat出29)

・交流電源 <d:datanll4.dal¢¢36l
[No. ,HJ 正答<36 l 

・コンセント <d:datanOOJ.dat#50> 
＇ぷ源ヘコンセント〈 d:datan002.dat#50)
コンセント <d:datan003.dati':50)
,.¥ C 電源供給のためのさしこみ口あるいはケープルを示す表示 (d :datan004 .dut.#50 

コンセント (d:datan005.dat=50)
コンセント (cl:datan006. dat=36) 
霞卸コンセント (d:da tan007. da t;::35 > 
コンセント (d:datan008.dat='.-JG>
屯源接続に (d: d a t£l n O 1 0 . d a t :::'.-l 6) 
定源 (d:datun011.dat='.-lG>
屯源の差込み口を表している (d:datan013.dat-==91
完源 (d:datanOJ1.dat:::15)
コンセント (d:datanOJ5.dat='.-JG)
コンセントのプラグ (d:datanOl G .dat=1S) 

1-: j幾に他機のニンセントをさすことができ る （そのコンセ ン ト） (d :ctatan017 .ctat:: 

~4) 

コ・・〕
セ
セ

ン
ン

ン
ン

さ
さ

を
の

ト
ト

しこむ (d:datan018 .dat=9'1) 
し込み If (d:datun019.dat:;:S9) 

付図 II- 3 命名内容一覧 (28/65) 



コンセント <d:dnlnn020 .dat;::iO) 
コンセント <d:datnn02l.dat:;:;50l 
プ ラグ (d:dalan022 .dat;::36) 
霞源のさしこみ「l(d:datan023.dal出I9 l 
コンセントプラグ (d:dt1 lano2,1. da t;:;50 l 
コンセント (d:da lan02:i. da t:::50 l 
コ ンセントのさしこみ部分 (d: d a t a n I l 2 . d a l #'.-l G l 
コンセントの差しこみ口 (d:datanll3.dal#59)
プラグ <d:dnlanll5.dal出59)
プラグ <d:datanllG.dut:::50)
コンセント (d:dnlnnl17.dat:/=29)
/¥ C用プラグ使用 (d:datanl18.dat;45l 
プラグ、 コンセント差込み中 (d:dnlnnll9.dat;::t29)
コンセント部分 (d:datanl20.dat¢150l
屯〗岳 (d:datanl21.dal#'.-lGl
プラ グ (d:datnnl22.dal#S9l
屯源さしこ み プ ラ グ (d: d n tan 1 2 3 . d n t # 5 9 l 
A C プ ラグ (d:dalanl24.daU/94) 
,¥ C コンセント (d:dalnnl2S.dnl#29l

[No . ,1 :i J無回答 (l l) 

・* (d:dalnn003.dat#G9l 
* <d:datan005.dat#69) 
* <d:dnlan006.dal#93l 
* (r:l:dnlnn007.dal#93l 
* (d:dntanOll.dat:¢93) 
* <d:datan0l!i.dat#9~-l> 
* <d:datan021.dut#G9l 
* <d:dalan022.Jal#93) 
* (d:datan119.dal#26) 
* (d:dnlan121 .dnt::;93) 

・* <d:datan122.dal;';4) 
[No. 45) 誤答 < l 2 l 

------------------------------------------------

・両像入出力用端子 (d:dalan004.dat#G9l
放映中 <d:dntan012 .dal,:26) 
訓而がでている状態 <d:datan013.dat::¢10J)
圃而オン (d:datan017 .dat;;JOl l 
ビデオになにも収録されていない <d:datanOlS.dal;:;101l 
圃而電源 (d:datan019.dat:/=4)
圃面表示 (d:da tan020. da t#69 l 
両像がテレビにうつつている (d:datan024.dat=69l
再 生中 (d:da lan025. da t;::69 l 
両像切り換え (d:dalanl20.dat=G9l
屯源スイッチ (d:datan123 .dal#4 > 

・ビデオと テ レ ビ の 切 換 え <d:datanl25.dal#2Gl
[No. 4SJ 正答 (1 6 l 

・面fi面 (d:datanOOl .dal:¢69) 
テレビヘ (d:datan002.dal:i:69)
ブ ラ ウ ン管 (d:dn lanOOS. da t.;;93) 
テレビ画而への出力 (d:dnlan009.dat出93)
ディスプレイ接続口 (d:dntan010.c且 t#93)
映像出力用端子 (d: d a t a n O 1 ,1 . d a U= 2 3 l 
テレビの再生画面 (d:dntan016.daピ 23 l 
両面に出ます (d: d a tan O 2 3 . d a t;: 2 6 l 
テレビヘの切り換え紐附 (d: d a l a n l 1 2 . d n t ::: 9'.-l l 
テレビ画而に切りかえ (d:datanll'.-l.dat-=4) 
テレビヘの出力端子、テレビの選択スイッチ<d : d a t a n 1 1 4 . d a l = 9'.-l) 
テレピのセレクトスイッチ (d:dalunll5.dul¢:4)
テレビ映 像への切りかえ (d:dntnnl1G.dul=69) 
テレビ画而選択 (d:dalnnll7.dnt:;2Gl
テレビ画 面接続（使用） <d:dalanl 18.dal:/=2'.-ll 
デレビに切りかえ (d:dnt.anJ24.dat=IOll 

----------------------------------------------------------------------------
[ Nu . .1 G J無同答 (5) 

・* (d:datanOJC,.dat;:91) 
;;: (rl : d a t a n O I I . d a t = 9 I l 
~: 1 d : d a t a n O~I . d a t = 2 2) 

付図 TI-3 命名内容一覧 (29/65)



・* Cd:dutanOii.dat::::JJ J 
・* <d:datan025.dalt:22) 

[No. ~GJ 飲答 (l 8 l 

ピデオなどとつなぐ差込み「l(d:datanOOI .dat~22l 
イヤホーンジャックでステレオ対応もしてますよ" Cd:dali.1n002.dat::22> 
コントラスト <d:dalan00'.-l.d£ll=22l
コントラスト 調籾のツマミ (d:du lnnOOS. da l;;22 l 
コ ントラスト調節 (d:da tan007. dn t;;9 l) 
コ ード差し込 み口 <d:datan008.dal::::Jll
づラウン秤へ jrt1j像を送る部分がお かしい <d:d£ltan0l 2. dat:::7G l 
白ばしの放送であることを示してい る Cd : d a l u n O 1'.-l . d a l ;;'5 G l 
デ ． 霞 子 銃 方 式 <d:dutanOJ4 .dat;:33) 
音声多重 <d:datan015.datご9l > 
何かのコードの接紐 (d: d£l l a n O l G . d a t :¢3 3 l 
目 黒 選 択 ス イッチ (d:dalon017.dal#!iGl
左右の 両面 で色の具合いが巡う (d:datan018.dat#56)
端子差込み口 Cd:dutun0l9.dal#G)
白 黒 テ レ ビ の明るさ闊節 <d:dnton020.dnl#22>
コンセント <d:datan024.dal:/=22) 
ブラウン 1巧への 照 写 機 能 の 故 間 Cd:d£ltanl 12 .d£ll#9l l 
コン ト ラ ス ト調節 <d:dutanl 14 .dat.#91) 

[No . ,1 G J正答 < I G l 
R , G , B , 3)原色の調整つまみ (d:datan004 .dat#22) 
R G B調整 (d:datanOOG.dat#91)
色の調整 <d:daton009.dat;::9J)
色調の調節 (d:datan023 .dat#7G) 
彩度の調整 <d:datanll3.dat#Gl
テレビの色さい調整 <d:dalanll5.d£lt#Gl
彩 度調整 (d:dalanl1G.dat#22l 
色彩調整 (d:datanl17 .dat#76) 
圃而の彩度調節 Cd:dalunll8.d£ll-#33)
彩度、コント ラスト調整 <d:dalanll9.dal#76l
鮒度調節 <d:datan120.dat;:=22)
彩 色調整 (d:datan121.dat#9l〉

色彩調性 Cd:dalanl22 .dat:;:G l 
色彩の 調 節 (d:datanl23.dal#G)
彩度調節 <d:dalanl24.dal:;56) 
色の調節 (d: data n l 2 5 . d al±; 7 6 l 

ー。-------------・—------[No. ,17] 無回答 c l O) 
* <d:datan004.dal=7f,) 
* Cd:datanOJ 1 .dat==89) 
* Cd:datan012.dat#l4) 
* <d:dalun015.dat:;:89) 
* Cd:datan017.dal=44l 
* <d:datan020.dat=75) 
* <d:dalan021.dat#75) 
* (d:datan022.dat=89) 
* <d:datanl21.dal=89) 
* Cd:dalanl22.dat;:G9> 

[ No . -1 7 J誤 答 (9) 
雷源が切れかかっている<d : d a t n n O l'.-l . d n t # 4 4〉

カメラは水甲~ に使用 <d:datanOl 8 .dat;:44) 
ビデオさつえい s t a r し (d: d a l a n O 2'.-l . d a t :;: 1 4) 
ビデオカメラ で 録 両 し て い る <d:datan025.dat:;;:75)
ピデオヘの切り換え Cd:datanl12.dal:;:89) 
ビデオヘの切 1)かえ <d:dalanl!3.dat=69l 
図のようなコ ードの接続 <d:dalanll5.dat:::tG9l
ビデオ接続（使用） (d:datanl 18.dat=41) 
ビデオに接続（ハンデイカム e し c) (d:dntan120.dnl'rr75l 

[No. OJ 正答 c 2 0 l 
ハ ンドカメラ Cd:dalanOOI .dat=75l 
人力端了・cd:datan002.d£ll=75l
ビデオカメラ cd : d a t a n O O'.-l . d a t = 7 S) 
ビデオカメラの接続端予 (d:datanOOり.d'」t::75)
じデオカメラ端子 (d:datan00G.dal=89l
デレピカメラ扱紐 (d:da lun007. da 1.=89 l 

付図 IT-3 命名内容一覧 (30/65)



ビデオカメラ <d:datan008.dat=89〉

カメラからの入力 <d:datan009.dal#89l
ピデオカメラの接続口 (d:datanOl O .dat#89) 
カメラ接 紐 ,,J(d : d a t a n O I 4 . d a t # 4 l) 
ビデオカメラ (d:datanOJG.dat#41l
カメラとの接続端子のソウ入口 <d:datan019.dat#G9)
ビデオカメラ (d:datan024.dat#75) 
カメラ接続端子、カメラ選択スイッチ (d:datan114.dat#89)
ビデオカメラ (d:datanlIG.dat#7Sl 
ビ デオカメラ接続端子 <d:datanl17 .dat#l4) 
ビデオカメラの端子接続、切り換え <d:datanl19.dat#l4l
ビデ オ カメラさつえい <d:datanl23 .dat#G9l 
ビデオカメラ (d:datanl2/4.dal#44 l 
ビデオカメ ラの接続端子 <d:dalan125.dat#l4l

----------------------------------------------------------
(No. /48] 無回答 < 2 1 l 

• * (d:datan003.dat#l) 
* <d:datanOOS.dal#I) 
* <d:datanOOG.dat#8J) 
* <d:datan007.dat#81) 
* <d:datan008.dat#81) 
* <d:datan009.dat#8l) 
* <d :datan010 .dat:ti81) 
* (d:datan011.dat#8l) 
* (d:datan012.dat#79) 
* <d:datan015.dat#8ll 
* <d:datan017.dal#57l 
* <d:datan0J8.dat#57) 
* <d:datan019.dat#73l 
* (d:datan022.dat#81) 
* <d:datan023.dal#79) 
* (d:datan024.dat#ll 
* <d:datanll2.dat#8l l 
* (d :datanl 19 .dat#79) 
* (d:datanl21.dat#81) 
* (d:datanl22.dat#73l 

• * <d:datanl23.dat#73) 
[No . -1 8 J誤答 < 1 7 l 

・アース (d:dntan001.dati':'ll 
ァンテナ <d:dalan002.dnt#ll 
ァンテナ端子 (d:datan00/4 .dnl#l l 
フ 、 イ ッチのつまみ<d : d a tan O J 3 . d at:¢5 7 l 
アンテナ用端子 <d:datan014.dat#7S) 
ァンテナ <d:datan016.daピ 75 l 
ヘッドホンのさしこみぐち <d:datan020 .dat#l) 
スイッチ (d:datan021.dat#1l 
ァンテナ <d:datan025.dat#ll
スイッチボタンを表している <d:rlatanl13.dat#73) 
ァンテナ用端子 <d:datanll4.dal#Bl l 
ァンテナ <d:datanlJG.dat#l)
ロッドヤンテナ接続端子 <d:datanll7.dat:;79l
アンテナ使用 (d:datanll8.dat#75l 
ァンテナチューナー (d:rlatanl20 .dat;=l l 
ァンテナ接続単子 (d:datanl2,1.dat=:i7) 

・ア ン テ ナの接続端子 (d:rlc:tlanl25.daピ 79)
[No . ,1 8 J正答 （］） 

・図のようなアンテナの接続 <d:datanl 15 .duピ 7:-l)
----------------------------------------------------------------------------
[No. /49] 無 回答 (,j_) 

・* (d : d a t a n O 1 l . d a t :; l :-l l 
* (d:datan019.dat::;:il> 
* (d:datanll9.dal=-13l 

• * (d:datanJ20.daU=24l 
[No. -19] 誤答 < 2 fi) 

・コード (d:dalan001.dut=24 l 
フィーダー綜 (d:da lan002. da t;:24) 
ー（ーダー線 <d:datan003.dut=21l

付図 n-3 命名内容一覧 (31/65)



フィーダケーブル w川姻 f-<d:datan004.dal:t:L4l 
フィーダ線の接続端子 (d:dntan005 .dnt:::24) 
フィーダー線をつなぐところ (d:dalanOOG.dat;;J'.1)
アンテナコードの接続姻了， (d: d a t a n O O 7 . d a t # l :-i l 
ァ ンテナ接続部 (d: d a l n n O O 8 . d a t # l'.-l〉

コードの接紐箇所 (d:dalanOO~.daltl::l)

・フィ ータ線（アンテナ線）接続 (d:dutanOIO.dut:;:;l:-l〉

拉続のコードが 切 れ て い る <d : d a l a n O l 2 . d a t .: 4 :i) 
ここでコードをつなぐ (d:dalanOl'.-l.dal#:il l 
フィーダー綜用端子 <d:datan014.dal#32) 
村し線の接続不良 (d:datan0l:i.dat#l3l
アンテナコード (d:datan01G.dal#32)
按続コードのビニールがはがれている <d:datan0l8.dal#:il)
霜気コード (d:dalan020.dal#24)
村じ糸泉 (d:datan02l .dat#24) 
ァンテナをつなぐ部分 (d:datan022.dal#l3)
配線をあらわす (d:dalan023.dal#43)
ァンテナの端子 <d:dalnn02:i .dnl#24) 
拉続コードの不良 <d:datanll2.dnt#l3l
コー ド を つ なく:・(d:dalanl13.dat#51)
フィ ーダー線用の端子 (d:datanl14 .dat#l3) 
平行プラグ使用 <d:datanl 18 .dal#32 l 

・フィーダー線接続 <d:datonl22.dal#5ll
[No . ,1 9 J正答 (9) 

• 平行線コードの接続 (d:dalan017.dal#51) 
図の線で配線 (d:datan024 .dal#24) 
図のようなコードの接続 (d:datanll5.dat#:ill 
51;・J翌コード (d:datanll6.dat#24)
平行綜フィーター接続端子 (d: d a tan l l 7 . d a t:; 4'.-l l 
平行 電線 Cd:datanl21.dat#l3)
並行な 2本の線 (200Q l (d:datanl23.dal#5l l 
上の 図 の よ うな線で配線 (d:datanl24 .dat#Sl l 
平行フィーダー線の接続端子 <d:datnnl25.dat~43)

----------------------------------------------------------------------------
[No. :iOJ 無回答 (7) 

• * (d:datan011.dul#2~-J) 
* (d:datan0l9.dat::J1) 
* (d:datan021.dal#80) 
* (d:dnlan022.dnt;:;2'.-l) 
* <d:datanll9.dat;-77) 
* (d:datan120.dat#80l 

・* (d:dalanl21.dat#23) 
[No. GO] 誤答 (2 9) 

・コンセントのニード <d:datan001.dat#80)
っィータ・一線 (d:datan002.dat#80)
フィーダー綜 (d:dalan003。dat;::80)
ケープルの端子 表 示 <d:dalan004.dat#80l
フィーダー綜の接続端子 <d:dalan005.dat#80)
フィーダー綜接続 <d:datan006.dat#23l
スピ ーカコードの接続端子 (d:datan007。dat#23l
ァンテナ接続部 (d:dalan008.dal-#23l
コード露出箇所 に つ き 危 険 (d:datan009.dat#23)
アンテナ綜接続 (d:datan010.datご23)
拉続のワイヤーがおかしい (d:datan012.dat=77)
コ ードをここからつなく:・(d:datan013.dat:#70)
フィーダー綜用端子 <d:datan014.dal:;:2] l 
図のようなコードが適している (d: d [l t a n O l 5 . d a l ;; 2'.-l) 
fit: 希屎コード (d:datan01G .dat;:;21 l 
平行綿コード用 (d:datan017.dat;::70)
コン セ ン ト の先が曲がっている <d:datan018.dal¢:70)
コードの形<d: da tan020. da t.:80) 
2オくの姿綜が 通っている (d: d a t a n O 2 :-J . d a t ;:: 7 7) 
ァンテナの端子 (d:datan025,dat=80l
榜続しているコードの異常 (d:datanll2.dal=23l
コードをつなぐ (d:datanl13.dat::'11) 
フィーダー綜用端子 (d:dalanl14 .dat=23) 
1'¥:'名屈コード <d:dnlnnl!G.dat=80) 

付固 II-3 命名内容一覧 (32/6 5) 

ヽ



7 5オームフィーダー接続幼子 <d:datanl 17 .dat:/=77) 
甲行プラグ使 /TJ<d:datanll8.datt21) 
フィーダー線端子 (d:datanl22.dal:/=ll)
柑綜<4 0 0オーl) < rl : d a l a n I 2'.-l . d a t # I l > 

• 平行フィーダー線の接続端子 <d:datanl2S .dal:/=77) 
[No . :i OJ 正答 (3) 

・図のような線で配綜 (d:datan024 .dat:1:80) 
図のよう なコードの接続プラグ <d:datanl15.dat#l l > 
上の固のような線で配線 (d:datanl 24 .dnl#70 > 

---------------------------------------------------------
[No . :i 1 J無回答 (4) 

・* <d:datan0ll.dat:t:G7l 
* <d:datan021.datr73l 
* <d:dalnnl20.dal#7'.-l) 

・* (d:dalnn12l .dat#G7> 
[No . :i I J誤答 < 1 8 > 

・アンテナのコード <d:dntan001.dat#73)
ァンテナ線 (d:datan008.dal#G7)
接続コートーがおかしいことを表す <d:datan0l2.dal#9:i)
故障等の時 に こ こ か ら ド ラ イ バー等で部品をはずす <d:datnn013.dat#31)
りl,絋使用 (d:dnlan0l5.dat.;;G7l
削綜のコード (d:dalan01G.dat#46)
接続コードの場所 (d:dalan017.dal#3l l 
コードのビニールがはがれている <d:dalan018.dal#3l> 
なにかの端子の差込み「I(d:datan019.dal#97) 
コードの摩擦 (d:dalan020.dat#73)
;1，埒綜の内部を示している (d:dalan023.dal#95)
1本の線で配線 (d:dalan024.dal#Bl 
ケーブルの故間 (d:datanl 12 .dal#G7 > 
コードをつなぐ <d:dnlanll3.rlnl#97)
r,~ 斜尿コード <d:datanl 16 .dal#73) 
tjl. ープラグ使用 <d:dalanll8.dat#4G>
端子の差込み口<d : data n 1 l 9 . d a t:;; 9 S) 

・ ~0 0 Q の電迄綜 <d:datan123.dal:;:i97>
[No . :i 1 J正答 < 1 7 > 

. I可軸ケー ブル (d:dalan002 .daU:73) 
肘軸ケーブル (d:datan003.dat#73)
7 :j Q 同軸ケープル専用（アンテナ）端子 (d:datan004 .dal#73l 
詞軸線の接続端子 <d:JatanOOS.Jat=73>
ケーブル線をつなく:・(d:datan006.dat#G7>
詞軸ケー ブルの接続端子 (d:datan007.dat=±67)
土が二重の導線の接続 (d:datan009 .dat:/=67 > 
詞，1珊アンテナ線接続口 (d:datan010.dal#67>
詞軸ケーブル (d:datan014.dal:¢46) 
同帖ケーブル端子 (d:dalan022.dal=G7l
ァンテナのケーブル端子 (d:da tan025. dal:#73) 
同軸ケー ブ ル 用 端 子 (d:datanll4.dal#67)
図のようなコードの接続 (d:datanll5.dal#97>
闘軸ケープル接続端子 (d:datanl17 .dal¢f95> 
同軸ケーブル接続 (d:dalanl22.dat;-97)
Kのような線で配線 <d:dalanl24 .dat~31 l 
闘軸ケーブ ルの接続端子 (d:datanl25.dat#95)

--------------------------------------
[No. :i2J 無回答 (1 0 > 

• * (d:dalan006.dat;;3'.-ll 
* (d:dnlnn007.dal=33) 
* <d:datan0l0.dat=33> 
* <d:datan01:i.dnt=33> 
* <d:dalnn016.dat=74l 
* (rl:datan0l9.dat=49> 
* <d:datan021.dat=23> 
叶、<d: da tan022. da t=3'.-l > 
* (d : d a t a n O 2 ,1 . d n t = 2 :i > 
* (d : d a t u n O 2 :i . d a t = 2'.-l > 

[No. 記2] 誤答 (1 2 l 

--------------------------------------

．．＇「［映りになっている状態 (d: rl a t u n O O l . d n l =: 2'.-l) 
e~, 凋整 (d: d a t u n O O 2 . d n t. = 2 :-l) 
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ゴ ースト <d:datan003.datt23>
プラウン管の特性を示す表示 <d:datan004 .dat:;:23〉

花源 on <d:datan008.dat#33) 
-. 甲像 <d:datan009.dDl#'.13)
圃像にだぶりがあって不鮮明<d: dD ta no 12. dD t;:~3) 
2爪に両而がうつ つ て い る <d : d a t a n O I'.1 . d a t ;: 7 3) 
二屯うつりしてしヽる <d:datan018.dat;:;7:-J)
両而のぶれ <d:datan020.dat#23)
両像にだぶりがある (d:datanl12.dat:;;'..J'.-l) 

• 7予 粛多重放送になっている <d:datanl13.datt49) 
[No. :i2J 正答 < l 7) 
. n印多里（ステレオ）の受付モード <d:datan00:i.dal#2'.-l)

音・戸多重モード <d:datan0l1.dat#33) 
秤声多重放送受 侶 可 <d:daUinO 14 .dal#74) 
音声多重放送 <d:datan017.dat#73)
音声 多 里 放 送<d : rl at an O 2'.1 . d a t # 9 3) 
秤声多重テレ ビ <d:datonl 14 .dat:1¢33) 
秤声多重 <d:datanll5.dat:t49l
行声多重テレビ <d:datanl16.dal#23> 
音声多重放送 <d:datanll7.dat#93) 
ff声多重放送 <d:datanll8.dat#74)
音市多重放送 (d:datanll9.dal#93)
{¥'・ 声多重 <d:datanl20.dat#23)
杵声多璽 <d:dalanl21.dat#33)
n・ 声 多 重 <d:dalan122.dat#49)
音：声多重放送 <d:datanl23.dnl#49)
音声多重 <d:dalanl24.dat#73) 
テレビのステレ オ 放 送 <d:dalanl25.dal#93)

----------------------------------------------------------------------------
[No. :i3J 無回答 < l :-J) 

, * <d:dalan002.dal#S5) 
* <d:datanOOS.dali'i'SSl 
* <d:datnn007.dat;::37) 
* (d:datanOJO.dat;:;37) 

・* <d:rlatan01S.dal#37) 
* <d:datan018.dal;;34) 
* (d:dalan020.dat=55) 
* <d:datan022.dal#37) 
* <d:datan025.daH55) 
* <d:datanll:i.dat;::42) 
* <d:dalanl20.dat#5:i) 
* <d :dalanl22 .dal¢::42〉

・* <d:datanl25.dat#52) 
[No. :i'.-lJ 誤答 < 2 4) 

• 音が入っている状態 <d:datan001.dal#55)
スピーカー <d:datan003.dat#55)
打・ 声の 0 N / 0 F F つまみあるいはリ ズ ム発生器のテンポ表示 <d:dalan004 .dut#55 

汀f1t <d:datanOOG.dat::37) 
行（プザー）が嗚る <d:datan008 ,dat:/:/37) 
時報をメロディで示す (d:datan009.dat#37)
モ｝ラル (d:dDtanOJ l .dat:;:37) 
J1 G M が流れる (d:datan012.dat#:i2)
メロディーが流れる (d: d a t an O l'.-l . d a t ::: 3 4) 
行楽用（音質重視）のテープ (d:datanOl~.dat=98) 
メロディーで何かを知らせる (d:datan016.dat;::98)
行質モード（音 楽 ） (d :datanOl 7 .dat;;34) 
鯰音；スピーカー (d: data n O I 9 . d a t;; 4 2 > 
スピーカー (d:datan02l.dat=:i5) 
Ff Iに s t a r t (d:datan023.dat==G2) 
jlj, 生中 (d:datan024 .daL=55) 
音・ 楽への切り換え (d:datanl12 .dat=37) 
将通の音質の状態 (d:datDnl13.d8t=~2) 
八分音符、音楽選択スイッチ (d:d8tanll/4.dat=37) 
メロディーが流れる (d:datanlJfi.dat=55) 
汀楽 返択 ボタン (d:datanl17.dat#S~) 
i'「1:,ぶ 調節 (d:datanl 18.doi.=98) 
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音・ 質の調 整 <d:datanl2l.dat:;:-J7l 
• 音声と音楽のきりかえ <d:datanl23.dali:42l

[No. !i3J 正答 (2) 
・オーディオ切り換えスイッチ (d:datan 119 .daHS2 l 

サウンド切リかえ <d:datanl24.dal::34 l 
-----------------------------------------------------------

[No . :i it J無回答 (l O l 

・* (d:datan00l.dal#48l 
* <d:datanOOS.dal#,18) 
* <d:dalanOlO.dat#l:i) 
* <d:datan014.dat#3ll 
* (d:datan0J5.dat;J5l 
* <d:dalan025.dnl#48) 
* <d:dalanllS.dal#:i2) 
* (d:datanl20.dat#48l 
* <d:datanl22.dal#:i2l 

・* (d:datanl25.dat#5) 
[No. !i4J 誤答 (2 4 l 

・リズム変更 <d:dalnn002.dnt#48l
レコード (d:dulan003.rlul#48)
（キー ボードについている）リズム・ボックスのテンポ調整 <d:dalan004.dal#48) 

11 j.'!=. rド<d:dnlnnOOG.rlnl#l:i)
翡音、低音の調節 <d:dntan007.dnl#l:il
秤が嗚る（ブザー） <d:dalan008.dal#l5) 
メロディで時報を出す (d:datan009 .dal#J S〉

p I.a y (d:datan0ll.dal#l5) 
fr楽が流れる <d:datan0l2.dat#5)
メロディーが流れる <d:datan013.dal::±28)
メ ロ デ ィが流れる (d:datanOlG .dal#31 l 
カラオケ付き <d:datan018 .dal#28) 
8分音符 のリズムを作るボタン <d:dalnn0l9.dnt:;:;52l
使用中 <d:dntan020.dnt¢¢48l
音が出る 所 <d:datan021.dal#48)
1・1党し時計のメロディー 電話の保留音 (d:datan022.dal#l5l
j1J生（音楽がスタート） <d:datan023.datt5l 
ステレオ放送 <d:datan024.dal#48)
オルゴール等のメロディーが嗚っている (d:datanl l 3 .dat~52) 
メロディーが流れる (d:datanllfi.dal:¢:48) 
音感 調 節 <d:dalanll8.dal#31)
ォーディオヘの切り替えスイッ チ <d:datanll9.dat#5)
粋質調整 (d:datanl2l.dat;JS) 

．粋声と音楽のきりかえ (d:datanl23.dal#52l
[No. :i4J 正答 (5) 

・芥質モード（音楽） (d:datan017.rlat==28) 
行楽を聴く時のスイッチ (d:datanll2.dal#l5l
行 楽 選 択スイッチ <d:datanll4.daUl5)
スピーカーモード‘（音楽） <d:dalan117.dal#5) 
秤声／音楽で音楽に切りかえる (d:datanl24.dat#28) 

-----------------------------------------------------------------------------
[No. :iSJ 無回答 (8) 

・* <d:datanOll .dal#:i!i) 
* (d:datan012.dal#74) 
* <rl:datan0l4.dal#l3) 
* <d:datan015.dat:;5S) 
* <d:datan019.dal::;47l 
* (d:datan022.dal=:i5) 
* (d : d a t a n O 2 :-i . d a t = 7 4) 

• * <rl:datan121.dat;:55) 
[No. 打:iJ誤答 (9) 

・飼j単なアンテナ (d:dalan00l.dat=2) 
ァンテナ出し <d:dalan002 .dat=2〉

プレーヤー (d:datanOO:-J .dat;=2) 
ブレーヤーのフタをあけろ <d:datan006 .dat=55) 
雷池をとりかえる必要がある (d:dat1.1n013 .dat;;:87 l 
I: ぶたの間 l;,/J<d:dalan017.dal::87) 
ふ た を あけて使用している <rl:dntan018.dai.¢:87)
，＇［，`礼しの取扱 t,1 (d:dalan020.dul二2)
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・スイッチ (d:datan021.datと2)
[No . :i fl J正答 < 2 2 l 

ラジオ端子 (d:datan001.dal:±2 l 
ラジ オ <d:datanOOS .dat::2) 
チュー ナ ー のセレクト (d:da tan007. dn l#:i:i) 
ラジオ<d: da lcJn008. du t:::i:i) 
ラジオからの人力 <d:dalan009.dat=5:il
ラジオ接 続 <d:dalanOJO.dat:;:;55)
ラジ オ <d:datanOJG.dcJt#l'.1)
ラ ジオがついている <d:datcJn024 .dcJt#2l 
ラジ オ <d:datan025 .dalt:2) 
ラジオヘの切り換え (d:dutunl12.dnt#SSl 
ラジオヘの切 り換え <d:datanl 13 .dal#17) 
トランジスタラジオ接続用端子 <rl:datanl14 .dcJt#55) 
ラジオ機 能 のスイッチ <d:dalcJnl15.dal#47l 
ラジオ <d:dalanl 1 G .dat;2) 
ラジオあるいはチューナー選択スイ ッチ (d:datanl 17 .dal#74) 
ラジオ接続（使用） (d:datanll8.dal#J3) 
ラジオヘの切り換えスイッチ (d:datnnl 19 .dal#74 l 
オーディオ機器の中のラジオ選択<d: dcJ tan 120. dcJ t#2 l 
ラジオチューナー接続端子 <d:dalanl22.dat#47)
ラ ジ オ切りかえ <d:datanl 23 .dat#47 l 
ラジオ (d:dalanl24 .dat#87 l 
ラジオ <d:datanl25 .dal#74) 
---------------------

[No. SGJ 無回答 (22 l 
* <d:datanOOJ .dat#'2l l 
* (d:datan003.dat#2l〉

* (d:datan004.dal#21) 
* (d :datan005 .dat#2l) 
* (d:datan006.dat#29) 
* <d:dcJlcJn007.dali:!29l 
* <d:datan010.dat#29) 
* (d:datan01 l .dat¢¢29) 
* (d:dalan012.dat:;:;98) 
* (d:datanOJS.dal~29l 
* <d:datan016.dat;:;66) 
* (d:datan017.dat~6) 
* <d:dcJtan019.dat;:S8l 
* <d:datcJn020.ctcJt¢:21) 
* <d:rlatan02l .rlat=21) 
* <d:datan022.dnt:;:;29) 
* (d:datan025.dat;:;2l) 
* (d:datanll9.dati='98l 
* (d:datanl20.dat:;2!) 
* (d:datan121.dat¢::29) 
* (d:datanl22.dal;:;58l 
* (d:datanl24.dat#6) 

[No. :iGJ 誤答 (1 1) 
ハイパス (d:datan002.daU2ll
テ ープ取出し<d : d a t a n O O 8 . d a t # 2 g・) 
脊訊調 節 <d:datan009.dat=29)
スイ ッチが入っ て い る 状 態 (d:datan013.dcJl¢¢6l
一時停止 (d:datan014 .dat;:;66) 
テープは左側 Cd:datan018 .dat;=G) 
テープのすすん だ 類 <d:datan023.dut:¢98)
スイッチ (d:dcJlan024 .dalと2l) 
記諒 (d:dalan112.dat==29)
粋鼠調整をする (d:dalanl13.dat=58l 
チューナのバンド切換え <d:datanl2S.dat=98)

[No. SGJ 正答 (G) 
チューナー川端子選択スイッチ <d:dutanl 1-1.dut:;;29) 
弓ジオのチューナー <d:datanl15.dat;::S8) 
チューナー (d:dutanllG.dat翌 l)
チューナー選択ボ タン （ア ンプ ） (d:dutan1l7. ⑬ t::98) 
チューナー接続 （使用） (d:datanl !8.dat;::66) 
沼 1111スイッチ (d: d a t. a n l 2'.-J . d a l¢: 5 8) 
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-----------------------------------------------
[No. 57] 無回答 (14) 
・* <d:datan001.dal#20> 

* (d:rlatan00:i.dat=20l 
* (d:datan006.dat#20l 
* <d:datan007.datt20) 
* (d:datan008.dat#20) 
* <d:datan010.dat#20l 
* (d:datan012.dat#82) 
* <d:dalan014.datt43l 
* <d:dnlan015.dal#20l 
* <d:dntan022.dat#20l 
* (d:dalanll9.dat#82l 
* (d:datanl20.dat#20) 
* <d:datanl23.dat=32) 

• * <d:datanl25.dat#82l 
[No. !"i7J 誤答 < 1 G l 

・録音ヘッド (d:datan002. dat#20) 
チューニングインジケーター <d:datan003.dnt#20)
押すことを示す表示 <d:dntan004 .dat#20l 
阿転式スイッチ (d:dalan009.dat#20)
fr fit <d:datan011.dat#20l 
レコード ． テ ー プ な ど が ま わ っている状態 <d:dntanOJ 3 .dat#62 l 
霜源の（入．切）を表すランプ <d:datanOJG.dat#43l
祖源オン 状態 <d:dntnn017.dal#62)
電源スイッ チ<d: da tanO 19. da l#32 l 
許 の す みやかさ (d:dalan020.dal#20l
ボリューム (d:dalan021.dal#20)
霜源が 0 N になっている <cl:da tnn024. da t#20) 
スピーカーの左右をツマミを表 す <d:dalan025.dat#20) 
照明器具の状態を表す (d:datanl l2.dat#20l 
どこかが故陪をしている (d:dalanl13.dal#32l 

・「l照不 十分 (d:datanllS.daピ 32 l 
[No. !"i7J 正答 (9) 

・ライト点灯 <d:dalan018.dut#62)
ランプつきます <d:datan023 .dut#82) 
ライトのスイッチ (d:datanl14 .dat#20) 
ライトの点滅スイッチ (d:datanl 16.dat#20l 
ライトスイッチ (d:datanl 17 .dat:;;82) 
ライト、点＃成 (d:datan118.dat#43)
ライト <d:dalanl21.dat#20l 
ランプ点灯 (d:datanl22.dal#32)
チェックライト (d:datanl24 .dat#62) 

----------------------------------------------------------------------------
[No. :i8J 無回 答 (1 4 l 

• * (d:dalan001.dat#59) 
* (d:dalan006.dat#53l 
* (d:datan007.dat:;;'53) 
* (d:dntan009.dnt;=5~-ll 
* (d:datan010.dat#53) 
* (d:datan011.dat#53) 
* (d:datan012.dat::;23) 
* <d:datan015.dat:;:5~-l) 
* (d:datan019.rlat#2ll 
* (d:datan021.dat#59l 
* <d:datan022.dat;53l 
* (d:datan025.dati'¢59) 
* (d:datanll2.dat;:53l 

・* <d:datanl21.dnl;:;'53) 
[No. :i8J 誤答 (1 5 l 

・ カ セ ッ トテープ <d:datan004.dat#59)
鉗両中 (d:datan008.dat=53)
テープ等が巻きついている状態 (d:dalan013.dat:;;33)
レコードと C Dの同時演奏 (d:dntnn017 .dnl::;33) 
カセットのダビング可能 (d:dutnn018.dat;:33)
セット終了 (d:du tan020. da t#S9) 
汀を堕ねられる (d:datan02~-l.dat=23l
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録音<d: cLi lan024. da t=S9) 
レコードに切りかえ <d:dalanll3.dal#2ll 
粋古多重 <d:dalanll5.dal#2l)n古多重放送 <d:datanl19.dal;:23) 
音・ 声多重 <d:datanl 20 .dat±±59 l 
ダビング <d:dalanl23.dal#2l)
音声多重 <d:dalanl24.dal#33)
ス テ レ オ マイクの接紐端子 <d:dalanl25.dal#23l

[No. S8J 正答<l O) 
ステレオ <d:dalan002 .dat#59l 
ステレオ<d: <la lan003. da t#!i9) 
ステレオモード <d:dalan005.dal#59)
ステレオ<d: <la tanO 14. <la l#85) 
ステレオ <d:dalan01G.dat#85l
ステレオ <cJ:datanll4.dal#G3l
ス テ レ オ （ 音声多重） <d :dalanl JG .dat#59l 
ステレオ音声 <d:dalanl 17 .dal#23 l 
フ、テレオ放送 <d:dalanl18.dal#8Sl
7-、テレオ <d:dalan122.dat::2J)
ー・--------------------

[No. :i9J 無回答 < 1 9 l 
* <d:datan001.dal#2Gl 
* <d:dalan003.daUt2Gl 
* <d:datan004.dat~2Gl 
* <d:dalan005.dal#2Gl 
* <d:datan007.dat#49) 
* <d:dalnnOJO.dntt19) 
* <d:datanOJ l .dat;~9) 
* <d:datan012.dat#83) 
* <d:datan015.dal::49) 
* <d:datan018.daU=83) 
* <d:datan020.dal¢:2G) 
* <d:datan021.dat::;2G) 
* <d :datan022 .dal=49) 
* <d:datan023.dat#83l 
* <d:datan024.dat;:2G〉

* <d:dalan025.dat#26) 
* <d:datanll2.dat;:,19l 
* <d:<latanll5.dat:;;:8G) 
* <d:datanl21.dat:!=49l 

[No. :i9J 誤答 < 1 3 l 
最適レベルはここです n <d:dalan002.dat. 出26) 
rn a k e break  <d:datan006.dat:/=49l 
泊斉<d : data n O O 8 . d al¢: 4 9) 
左右のスピーカーヘの出力 <d:dalan009.dat;:;:49)
7、イッチ o nの状態 <d:doton013.dot#83l
ォートリバース <d:datan014.dali:¢39l 
テープ等の停 止 <d : d a t. a n O l 6 . d a t #~-l 9 l 
ステレオ放送 <d:datan017.dat::闘）

T1 f生、録画を一時的に停止するはボタン <d:datnn019.dal#86l
音・・限調節 <d:datanll8.dal;:;'39l
行・ 昂：調節 <d:datanl19.dat.:::8::l) 
i予研調節 <d:dalan123.dal=8G)
汀買調整 <d:datanl2'1.dal#83)

[No. !i9J 正答 (7〉

左右のスピーカーの音類が均衛するように調整をする <d:dalanll3.dal:i:8G)
フ、テレオのバ ラ ン フ 、 調 整 <d:dalanl14 .dat:;;49) 
秤はバランフ、調整 <d:datanllG.dat;:;2Gl
胄・ 声左右バランス (d:datanl17 .dal:¢83l 
秤 i代の左右 調節バランス <d:datanl20.dat==2G)
左右バランス調性 <d:dnlanl22.dat;:;8G)
左右のバラン ス の 調 節 <d : d a t a n 1 2 5 . d a t ::: 8'.-l) 

----------------------------------------------------------------------------
[No. GO) 無回答 (3) 

:,: (d : d a t a n O O S . d Ll l = G 7) 
;,: (d : d a l Ll n O 2 0 . d Ll t = G 7 l 
,,. (d : d a l Ll n O 2 2 . d u t = ti O) 
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[No. fiOJ 糾答 < 2 3) 
・スピーカーから音が出ている状態 <J:datan001.dal#G7)

ステレオ (d:datan002 .dat;:G?l 
サラウンド？効果 (d:da lan004. da l#G7 l 
音訊 (d:datanOOG .dat#/40) 
ラウンドネス (d:datan007.dat#/40l
秤をワイドに (d:datan008.dal#40l
音砧設定<d : d a tan O O 9 . d al;: 4 0 l 
行訊調整 (d:dalan010 .dal~40l 
?'¥'!ii; <d:dDlanOll.dat#/40) 
ス ピーカーが故障している (d:datan012.dal#15)
行限が大きくなっていく (d: d a t a n O l'.-l . d a l # 8 6 l 
Z w a y sスピーカー使）IJ (d:dalan014.dal;::5l 
音・・間調籾 (d:dalllnO]:i.dlll#/40)
行爪調整 (d:dillanOIG.dal#Sl
竹 声 多 重 (d:datan017.dal#8Gl
秤県を大にする (d:dalan018.dal#8G)
秤訊調節ボタン (d:datanOIY.dal=9Gl
rr・ 限調節 (d:dDtan02l.dlll#G7l 
音・ 爪調節 (d:datano2:1.dal#J :i) 
行を大きくする (d:datan024 .dat#G7) 
ボリュームを表す (LI:da lan025. da l#G7 l 
スピーカーが悪い (d:dalan112.dat~40)

・アラーム (d:dalanl24.dat#SG) 
[No. r10J 正答 (1 3 l 

・エコー (d:datan003.dal#G7)
ェコーがかかっている (d:dalan11:1.dal#9Gl
ェコーのスイッチ (d:datanllt1.dal#40) 
ェ コー (d:datanll:i.dal#9Gl
ェ コー (d:datanll6.dul#G7)
ェコー (d:dalan117.dal;::J5l
ェコー使用 (d:datanll8.dat#5)
ェコー音にする (d:dalanl19.dat#l5l 
ェ コー (d: d a tan I 2 0 . d al:;: 6 7) 
ェコー (d:dalanl21.dal#40l
ェ コー (cl:dalanl22.dal判 6)
ェコー (d:datanl23.dat;:t9Gl
ェ コー <d:datan125.dal#l5)

----------------------------------------------------------------------------
[No. GIJ 無回 答 (l 2) 

・* (d:dalan003.dal¢:97) 
* (d:datnnOOS.dat;;'97l 
* (d:dalan010.dnl=S7l 
* (d:datan011.dal==:i7l 
* (d:datan015.dal;::57) 
* (d:datan0l9.dal;±60) 
* (d:dalan020.dat=97l 
* (d:datan021.dat=97) 
* (<l:dalan022.dat=57l 
* (d:d~_tan119.dat#36) 
* (d:datanl20.dal#97l 

・* (d:dalanl21.dal-i'¢57) 
[No. GlJ 誤答 (1 9 l 

・スピーカをつなぐな (d:datan002 .dat;:97) 
フ、ピーカ ー 用 端 子 で な い こ と を示す表示。 (d:da tan004. da l~97 l 
フ、ピーカーの故間 <d:dnlan006.dat::i57l
スピーカー異幣 (d:datan007 .dat二S7 l 
スピーカを接紐するな (d:dlllan008.dal=S7l
フ、ピーカ ーの接続不可能 <d:datan009.dal.;;57)
スピーカーが故障 (d:datan012.dat#36l
強い光をあててはいけない (d:datan013.dat;::40l
フ、ピーカー故叩 (d:datan014.dut==49l 
外部スピーカー使用禁止 (d:dntanOlG.dal=ヽ19l 
7、ピーカー使用禁止 (rl:dntan017.dnt::40) 
うし＼たて禁 11-_(d : d a la n O 1 8 . d at:: 4 0) 
窓 0)外にむけての使用はやめましょう (d: d a l n n O 2'.-l . d n t = :1 G l 
汀濯多重ではない (d: d il t. a n O 2 ,! . d a t. :: 9 7) 
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スピーカーの故障 (d:dntanl12.dnt;:;57〉

スピーカーのそばにものを近付け てはいけない <d:datanl13.dnt::tGOl 
スピーカー使用禁止 (d:datan123.dat#G0)
録音・ 時のキューイング (d:datanl2'1 .dat±;/40) 
ミューティング（減音） <d:datan125.dat:;36) 

[No. GlJ 正答 (8) 
スピーカーから音が出ない状態 (d:datan001.dat¢::97)
泊脊 (d:datan025.dat#97l
スピーカーのミュート <d:datanlli1.dat#57l 
スピーカーの泊音 (d:datanllS.dal#GO)
再生時の消音 (d:datanlIG.dat::±97) 
ミュート（再生時） <d:dalanl 17 .dat#3G) 
スピーカーによる消音 <d:datanll8.dal#49l 
スピ ー カ ー 音ミュート <d:datanl22.daHGOl
----------------

[No. r,2J 無回答 < l 2 l 
* <d:datan005.dal#7G) 
* (d:datan010.dat#68) 
* (d :dalanOl l .dat#G8l 
* <d:datanOJ3.dat#G3l 
* (d:datan019.dat#75) 
* <d:datan020.dat#7G) 
* (d:datan021.dat#7G) 
* (d:datan022.dnt#fi8l 
* (d:datanll9.dat#58l 
* <d:datan120.dat#76l 
* <d:dalan121.dat=68l 
* <d:datanl22.dat#75l 

[No. G2J 誤答 < 2 2) 
スピーカーから音が出ている状態 (d:dntan001.dat#76l
スピーカー (d:da tan002. da t#76) 
スピーカー <d:datan003 .dat#76) 
2. W a yスピーカーであることを示す表示 (d:datan004.dat#76l
スピーカ異常 <d:datan007.dat#68)
スピーカー <d:datan008.dal#68)
スピーカーに接 続 す る こ と (d:datan009.dal#68)
スピーカーが故障している (d:datan012.dat#58l
ス ピーカー故障 (d:datan014.dat#30l 
フ、ピーカー不良 (d:datan015.dat#G8l
スピーカーの一種 (d: d a tan O 1 G . d at:; 3 0) 
スピーカーの? <d:datan017.dat;'63) 
スピーカー内臓 <d:datan018.dat#63)
、7、ピーカー (d:datan023.dat;::58)
了f声多重ではない (d:datan024.dat:;76) 
ミュート閑音 <d:dntan025.da匡 76 l 
スピーカーの故障 (d:datan112.dal:;:;G8l
スピーカーが故障中 <d:datanll3.dat#75)
スピーカーの消音 (d:datanl15.dal#75) 
スピーカー<d : d a,t an I 1 G . d at# 7 G l 
録音ミュート (d: data n l l 7 . d al= 58 l 
鉗音時のキューイング (d: d a t a n l 24 . d a t # 6 3) 

[No. G2J 正答 (5) 
音・ 限小 <d:dnlan00G.dat;=G8l
スピーカーのミュート (d:dntanl14.dnt;::68) 

. 7、ピーカーの音埜を下げる <d:datanll8.dat#30l

. 7、ピーカーの減音 (d:datunl23.dat;:75l
・ミュ ート（減音） (d:datanl25.dat:;:58) 

------------------------------------------------------------・  一

[No. G3J 無回答 < l 8 l 
* (d:datan00l.dat=32l 
* <d:datan002.datと32 l 
* <d:datan005.dat=32) 
* (d:datan007.dal=5'1) 
* (d:datanOIO.datニ:i,1) 
* <d:datanOll.dal二54) 
* (d:datan012.dat=38) 
: :''.d:dalanOlri.dat;:G、ll 
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* Cd:datan018.dat=9ll 
* Cd:datan019.dnlご9:-i) 
* <d:datan02l.dat;:;32l 
* (d:datan022.dnt#5,1) 
* <d:datan023.dat;:;38l 
* <d:datan02'1.dati=32l 
* <d:datanl 15.dat::9'.-l〉

* Cd:datanl21.dnl¢:54l 
* (d : d a t a n 1 2 2 . d a l = 9'.-l l 

・* Cd:dalanl24.dal#91 l 
[No. fi~-lJ 誤答 C I 7) 

・イジェクトボタン <d:dalnn003 .dnl#32 l 
四角レンチ使 用 を 促 す 表 示 Cd:dalan004.dnl#32l
エンハンスメント Cd:datanOOG .dat#54 l 
fが1J:.(d : d a t a n O O 8 . d a t # S 4 l 
走行不可能 <d:datan009 .dat#5'1 l 
ぶつけないように注意すること <d:datan013.dat#9l)
鉱両 録音 <d:datanOl,1.dat#80l 
テープ等の走行停止<d : d a tan O l 6 . d at;: 8 0 l 
録圃（音）待機状態 Cd:datan017 .dal#91) 
操作ストップ <d:dalan020 .dat#32) 
一時停止を表す <d:dalan025.dat#32)
鉗行 Cd:datanll2.dal#S4l
鉱両（音）巾 <d:datanlJ3.dal#93l
f}」l<d:datanll4.dat#5'1) 
鉗秤時の一時停止 <d:datanl16.dat#::l2) 
テープ類無収録 (d:datan118.dal#80)

• 一時停止ボタン Cd:datanl23.dal#93l
[No. fi~-lJ 正答 (4) 

・録行中のミュート <d:dalanll7.dat#38l
鉱音、録画時の空白部分を作る <d:dntanll9.dal;';'38l
ミューズボタン（録音消し） (d :datanl20 .dat#32) 
録音時のミュート <d:datan125.dat#38)

----------------------------------------------------------------------------
[No. fi4J 無回答 (l 3) 

• * <d:datan007.dat#72l 
* <d:datanOJO.dat#72) 
* <d:datanOll.dat-#72) 
* Cd:datan012.dat;:70l 
* <d:dalan0]3.dat=5ril 
* (d:datnnOJG.dat-=88> 
* Cd:datan0l9.daU=41) 
* <d:datnn02J .dat-#72l 
* <d:datan022.dat=72) 
* <d:datanll2.dat:::72l 
* (d:datanll9.dat#70l 
* <d:datanl20.dat#72l 

・* <d:datanl21.dali=:'72) 
[No. G1J 娯答 < 1 8 l 

・ダビングしている状態 <d:dalan001.dat#72l
・ カセット・テー プデ ッキ とオ ープンリール・

l#72l 
・イ ジ ェ ク ト十 rO w e r 0 

鉗音中 Cd:datan008.dat=72l
テープからの入力 cd: da lan009. da t;:72 l 
ダビング機 能 (d:datan0l:i.dat;::72l
レ コード C Dからのコピー <d:datan017.dal#55)
テープダビング実施巾 <d:datan018 .dal:¢55 l 
テープ作動 (d:datan020.dat匂 2)
2 本から音をかさねてダビングてきる <d:dntan02'.l .dnl:;:;70l 
カセ ッ ト テープ録音中 Cd:dalt.1n024 .dat;:72 l 
テープ再生中 <d:d8lan025 .dati72 l 
カセットレコーダーとレコードプレイヤーが兼川になっ

f
 

デ ッ キ問のや

て

り と

いる

り C
、.

(d:datanOOil.da 

f
 

(d:dntun006.dnt#72) 

(d:datanl 13.dat;.11 

カセットテープ機能 0)スイッチ (d:dc.1tanlJS.dat::;41) 
7、テレオ放送による録音 <d:d£1tanl18.dnt;::88l 
釘＇打の時の ミニーズ (d: d a t c.1 n 1 2 :-i . d n t # 1 1) 

付図 Il-3 命名内容一覧 (41/65)



• 音声多重方式のカセットテープレコーダー <d:datanl2,1.dal#55l
・テープの接続端子 切り換え <d:datanl2S.dat;70l

[No. G-1] 正 答 (8) 
フ、テレオカ セット (d:dalan002.dal#72l
7、テレオカセットテーブレコーダー (d: d a t a n O O'.-l . d a t # 7 2) 
ステレオのテープレコーダーを示す (d:da tanOOS. da t;;72 l 
テープのステレオ再生、録音 <d:datan011.dal#88)
ステレオテープレコーダー（用端子） <d:datnnl 14 .dntt:72) 
ステレオカセットテープレコーダー (d:datanlJG.dat#72l 
ステレオテ ープレコーダー (d:datanll7.dat#70l
ステレオテーブレコーダー <d:datanl22.dat#41)

----------------------------------------------------------------------------
[No. r,sJ無同答 (2 l) 

* <d:dalan001.dat#4S) 
* (d:datan003.dal:;4Sl 
* <d:datan004.dat#45) 
* <d:dalan00S.dal#4:il 
* <d:<latan007.<lat#4:i) 
* (d:datan008.dal#45) 
* <d:datanOJO.dal;:4:il 
* <d :dalan01 l .dal#45 l 
* <d:dalan012.dat#G7l 
* <d:dalanOIG.dal#42) 
* <d:dalan0l9.dal#98) 
* <d:dalan021.dal#4S) 
* (d:dalan022.dal:#4Sl 
* <d:dalan023.dal#G7l 
* <d:dalan024.dati'¢45) 
* <d:dalan112.dal#45l 
* <d:dalanl15.dat¢='98) 
* <d:dalanll9.dal#67) 
* <d:datanl20.dal#45l 
* <d:dalanl22.dal#98) 
* <d:dalanl23.dali'¢98) 

[No. G5J 誤答 < l 3 l 
通常の線ではだめ <d:dalan002.dal#45l
竹• 悶 <d:dalanOOG .dat#45l 
音研調節 <d:dalan009.dat#45)
レ コ ー ド 等がかかっている状態 (d:datan013 .dal#35) 
f 佃人力 <d:<lalan0l4.dal~42l
レ コ ー ド 機能選択スイッチ <d:datan015 .dat#45 l 
レコードプレーヤー（アンプのファンクションスイッチ） (d : d a la n O I 7 . d a t :;¢ ~-l S l 
拡声器つき （スピーカー） <d:dalan018.dnt#35l 
カセットを入れたまま〈 d:dalan020.dal:#45l
レ コ ー ド 演奏中 <d:datan025.dal#45l
スイッチが o nの状態 <d:dalanl13.dal#98) 
無指向性マイ ク ロ ホ ン <d:dalanl16.dal;:;45l 
一方向性マイク <d:dalanl21.dat#45〉

[No. G:iJ 正答 (5) 
マイク用入力端子 <d:datanl14 .dat=45) 
マイクロホン端子 (d: data n l I,・. d al# G 7) 

・ マイク使用 <d:dalanl18.dal.;'42) 
・マ イ ク ロ ホン接続単子 (d:datanl24.dat:;:;3:i)
・マイクの接 続端子 <d:datan12!i.dat;=G7)

----------------------------------------------------------------------------
[No。 GGJ 無回答 < 1 9 > 

* (d:datan00l .dal¢29l 
* (d:datan003.dat;=29) 
*< d:datan00~.rlnl=29>
* (d:datan007.dat=52'. 
* (d:datan008.dat;::52> 
* <d:dalanOlO.dol;::52> 
* (d:datan0!1.dnt=52l 
::: <rl:dalan012.dat.=75l 
* (rl:dalan015.dal=52> 
* (d:datan01G.dat=3> 
,;, 1 d : d a l a n O 1 9 . d a t = 8 7 l 
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* <d:datan020.dat=29) 
* <d:datun02l .dut:::29J 
* <d:datan022.dat:::52) 
* <d:datan024.dat#29) 
* <d:datanll:'i.dat::87) 
* <d:datnnll9.dat=7:'iJ 
* <d:datan120.dal=29) 

・* <d:datanl22.dat:i:87) 
[No. GGJ 誤答 (l 7 l 

・同軸ケー ブル <d:datan002.dal#29)
プレーヤーを 接 続 す る 端 子 <d:datanOOS .c且 t::2 9 l 
秤質 <d:datanOOG .dal#52 l 
イヤホンの音見調節 (d:datan009.dnt#S2)
屯池をたてに入れる (d:dntan013 .dat#/4) 
プレーヤー使用モード <d:dal1ln0ltl.dat#3l
レコードプレーヤーのファンクションスイッチ <d:datan017.dal#/4)
nが大きくなる <d:datan018.dat#4)
行の大きさ <d:datan023.dat#7:'i)
レコード演奏中<d: da tan025. da l#29 l 
レコードの聴き始め <d:datanl12.dat#52) 
レコードが か か っ て い る <d:datanl13.dal#87) 
マイクを使用 <d:datanll8.dat#3)
マイクの接続 (d:datanl2l.dat#S2l 
マイクロホン <d:datanl23.dal#87l
マイクロホン端子 (d:datanl 24 .dat#/4) 

・マイクの接続端子 (d:datan125.dat#75)
[No. GGJ 正答 (3) 

．令指向性 マイクロフォン用の端子 <d:datanll4.dat#52l
マイクロホン（無指向性） <d :dntanl 16 .dat#29〉

総指向性マイクロホン <d:datanl 17 .dat#7:'i) 
----------------------------------------------------------------------------
[No. G7J 無回 答 < 2 G) 

・* <d:datan001.dat¢¢44) 
* <cl :datanoo;-i.dat:;¢4/4 l 
* <d:datan004.dat;:44) 
* <d:datan005.dat#44) 
* (d:datan006.dat#8/4) 
* <d:datan007.dat#84) 
* <d:datan008.dat#84) 
* <d:datan010.dat;;84l 
* (d:datanOll.daU84l 
* (d:datan012.dat#59l 
* <d:datan013.dat=74) 
* Cd:datan015.dal#8'1) 
* <d:datan0l6.dat=8l 
* <d:dalan017.dat;7/4) 
* <d:datan019.dat#30l 
* <d :datan020 .dal:#44 l 
* <d :datan021 .dat;::44) 
* <d:datan022.dat;:;84) 
* <d:dritan02'.-l.dat;:59) 
* <d:datan025.dat.:44) 
* <d:datanll2.dat:;8tll 
* <d:datan115.dat='.l0) 
* <d:datan119.dal#59) 
* (d:datanl20.dat#44) 
)!: <d:datanl21.dat=84) 

・* <d:datanl22.dat#30) 
[No. G7J 誤答 < l 2 l 

• .7.、テレオ <d:dalan002 .dal=44 l 
デープ走行不可能 <d:datan009.dat;:;:84l
ェンドレステープ <d:datan014 .<lat=8) 
レ コードを縦向けに設附 <d:datan018.dat;=74)
プンセント <d:dntan02tl.dat=44 l 
レコードヘのきりかえ (d:datanl13.dal#'.-lOl 
フ、テレオマイクロフォン用端子<d : d a t an l l 11 . d a t :; 8 4 l 
7、 ニ レ オマイクロホン <d:dalanllG.dat二411) 
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マイ ク 使 用 <d:datunll8.dut=8l
マ イ ク ロ ホン<d : du t n n l 2 3 . d u l :;: :-l O) 
マイクロホン接続単子 (d:datnnl24.dnl#74l
マイクの接続幽子 <d:dulan12:i.dat;:;59)

[No. G7J 正答 < l l 

・両 指向性マイ ク ロ ホ ン <d:dutunl 17 .dal#fi9l 
-------------------------
[No. G8J 無回答 (2 3) 

* <d:datnnOOl.dat::90) 
* (d:datan003.dat#90) 
* <d :datan004.dnl#90) 
* <d:datnn005.dat#90) 
* <d:dalan007.dat#G2l 
* (d:datan008.dat#G2) 
* <d:dntanOJO.dnttG2) 
* <d:dalnn0ll.dat#G2l 
* <d:datan012.dnl#3ll 
* <d:datnn015.dat¢¢G2l 
* <d:dalanOlG.dalと25 l 
* <d:dntnn0l9.dat±::53) 
* <d:datnn020.dal#90) 
* <d:datan021。dal#90l
* <d:datan022.dat#G2l 
* <d:dalan023.dut#31) 
* <d :datan02/4 .dat#90) 
* <d:datan112.dat#G2) 
* (d : d a l a n 1 1 S . d a l # !i'.-l) 
* <d:datanll9.dut#3ll 
* (d:datanl20.dat#90) 
* <d:datanl21.dat#G2l 
* <d:datunl22.dat二53) 

[No. G8J 誤答 < 1 3 l 
ヘッドホン端子 (d:dalan002.dat;:90)
よく聞いて下さい (d:dalan00G.dat#G2l
音危調節 (d: data n O O 9 . cl u l:: 6 2) 
豆屯球を入れる<d : d a tan O l 3 . d al;= 1 9 l 
・クリーニン グ用テープ (d:datan014.dal#25)
レコードプレーヤー上のレコードが 円 形 で な い (d:datun017.dat#l9)
イ ヤホン使用 <cl:dalan018.dal:¢19)
レコード演奏中 <d:dalan025.dat#90)
どこかの電球 が 切 れ て い る <d:dalanll3.dal#53〉

マイクロホン (d:datanllG.dal互90 l 
マイク使用 <d:datanll8.dat¢¢25)
独吃マイクロホン Cd : <la la n 1 2 3 . d a l # 5 ;l) 
マイクロホン接続単子 <d:dalanl24.dat¢¢19l

[No. G8J 正答 (3) 
• Jjl. ー・指向性マイクロフォンの端子 <d:datanl1~.dal#G2l
• 印．•一指向性マイクロホン (d :datanll7 .dat#31 l 
。単一指向性マイク接続端子 <d:datanl25.dnt#31l 

--------------------------・ —-------------------------------------------------
[No . G'.J) 無回答 (1) 

• * (o:clatanOll.dat:;82) 
[No. G9J 誤答 (l l 

・11廿をさす必要あ り (d:datanOl'.-l .dat;=89 l 
[No. fi'.JJ 正答 (3 7 l 

マイク (d:dalan00l.dal=35l 
マイク (d:datan002.dat:;:3Sl
マイクロフォンジャック (d:datanOO'.~.dal=35) 
マイク用端子 (d:dalan00/2 .dat#35) 
マイクの接続端子 (d:dalanOO:i .dal:;:35 l 
マイク端子 (d:datanOOG.dat=82l
マイク接続 (d:datan007.dat=82)
マ イク (d:datan008 .dat=82) 
マイクヘの出 力 (d: d a t a n O O 9 . d :1 t = 8 2 l 
マイクロフォン接続 t.l(d : d a tan O I O . cはt:;:82)
マイクの差込み (d:datanO 12 .dnt=GG) 
マイク打］人力端了・(rl:d ,i 1. n n O 111・rlclt = 7 8) 
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マイク接紐 <d:datunOl 5 .dat;:82) 
マイクロホン (d;datanOJG.dat.:78)
マイク端子 (d:datan017.dal#89l
マイクを使 ）ll巾 <d:datan0l8.dal#89)
マイク端 f 差込み口 (d:datanO I 9 .dat#72) 
マイクイ史）lJ rj1 <d:datan020.dat#35) 
マイクを取りつける場所 (d:datan021.dat#35)
マイクロホン端子 (d:da tan022. da t.;82) 
マイク機能 (d: d a t a n O 2 :-l . d a t ;±G G l 
マイクロホン <d:datan024.dal#35) 
マイクを使っている <d:dalan025.dat#35)
ハ ンドマイクのさしこみ口 (d:dalanl 12 .dat#82) 
ハンドマイ クをつなぐところ (d:datanll3.dat;;72l
ハンドマイク <d:datanl14 .dat#82) 
マイク接続 (d:datanl15.dat#72l
ハンドマイクロホン (d:datanllG.dal#35l
ハンドマイクロホン (d:datanll7.dat#G6l
ハンドマイク接続（使川） (d:dalanl l8.dal#78l 
ハンドマイクヘの切り換えスイッチ接続嬬子 (d:datanl19.dal#GGl 
マイクロフォン切り換えスイッチ<d : d a l a n l 2 0 . d a t # :-l 5) 
ハンドマイク (d:dalanl21.dat#82)
マイクロホン接続 (d:dalanl22.dat#72l
ハンドマイクロホン接続端了·<d:datan12~-l.dal#72)
ハンドマイクロホン接続単子 <d:datanl24.dal;:i89)
ハンドマイクロホン <d:dalanl25.dal#GG)

----------------------------------------------------------------------------
[No. 70] 無回答 (9) 

• * (d:dalan00:=l.dat#6fi) 
* (d:datan005.dal#66) 
* <d:rlatan010.dat#48) 
* (d:dalan011.dal#48) 
* (d:dalan01S.dat#48) 
* (d:dalan019.dat#5) 
* <d:dalan020.dal#66) 
* (d:dalanl20.dat#GGl 

・* (d:datanl2l .dal;:!48l 
[No . 7 OJ 誤答 (1 7) 

・カートリッ ジの針の部分 <d:dalan001.dal#66)
イジェクト (d:datan002.dat#G6)
エ ジ ニ ク ト (d:dalan004 .daUi66l 
金i音 (d:dalanOOG.dnt#48l
録両せよ <d:datan008.dat#48l
走行停止 (d:datan009.daピ 48 l 
進行方向を表している <d:dalan012.dal#4Gl
レ コ ー ド プレーヤーのストップ <d:datanOl 4 .dat;:,44 l 
テープ． レコード等の一時停止 (d:datan0JG.dal#44)
スイッチが切ってある (d:dnlan018.dal:/:26)
スイッチ (d:datan021.dal#GGl
:-, t. a r t ボタン <d:dalan022.dat;::48)
音 M:を下 げる (d: d a l a n O 2'.-l . d a l # 4 6) 
｛が 1r.< d : cfa la n O 2 4 . d at;: fi fi l 
・時停止 (d:da lan025. da t:;:;GG l 
音のトーンダウン (d:datanl 18 .dal#:44 l 

・作慄待機状態 (d:dnlanll9.dal;';4G)
[Nu. 70) 正答 < 1 3 l 

・アナログプレーヤの針の状態（レコードから汗いている） (d : d a l a n O O 7 . d a t;:; ,l 8 l 

26) 

レコード針がレコード盤にのっていない (d:datan0l3.dat二26 l 
レコードプレ ー ヤ ー の ア ー ム をレニード上に（はなして）止める (d:dalan0l7.dal=

レコード針を上げる (d:datanll2.dal#48l
レコード盤とレコード針がはなれている (d:datanll'.-l.dal#:il
レコードプレーヤーのアーム上げ (d:datanl14 .dnl#48l 
プレーヤーの針を上げた状態 <d:datan115.dat=Sl
レコードブレーヤーの針のあがった状態（ポーズ） (d:datanl lG.dal:::GGl 
レコードプレーヤートーンアームの上昇 (d:dalanl17.dat;:;46〉

プレーヤーのトーンアーム上昇 (d:datanl22.dal=Sl
つをあげる (U P) (d : d ,l t. c1 n l 2'.-l . d a t. = 5 l 

付圏 II-3 命名内容一覧 (45/65)



プレーヤーヘッドを Kげる <d:datanl2'1.dul#2G> 
レコードプレーヤーのアームを上げる <d:datanl25.dat打 G)

----------------------------------------------------------
[No. 71] 無回答 < l ::l) 

・* <d:datanOO~i.dat#lOOl 
* (d:datan005.dal#l00) 
* <d:datan007.dal::;21) 
* <d:datanOlO.dal+:21) 
* <d:dalan01 l .dal#2l) 
* <d:dalan012.dul#!i5l 
* <d:dalan020.daltl00) 
* <d:datan021.dal#l00l 
* <d:dalnn022.dal:;:2J) 
* <d:dalon023.dot#SSl 
* <d:dalanl20.dal#l00) 
* <d:datan121.dalt21) 

・* <d:dalan12::l.dul#,18) 
[No. 71] 誤 答<l 3 l 

・プレイ <d:datan002 .dattl 00) 
俎救行 <d:dotan00G.dal#21> 
背'¥1りし録圃 <d:datnn008.dnt#21)
走行停止 <d:datan009.dal#21)
録音スイッ チ (d:datan015.dal#2l)
テープ等の 一 時 停 止 (d:datan01G.dal#l00)
スイッチを押す (d:dalan018.dal#l4)
録音ボタン <d:dalan019.dat#48)
N'ヒ<d:dalan024.dal#l00)
一時停止 <d:dalan025.dal#l00)
スイッチオン <d:datanl18.dat#lOOl 
イジェクト <d:dalan119.dal#55)

・プレーヤーカバーをおろす (d:datan124 .dat#14) 
[No. 71) 正答 < 1 3) 

・針がレコードに降りている状態 <d:datanOOl.dat#JOOl 
!'layerの針を下におとすためのボタン <d:dalan004 .dal#lOO) 
レコードが かかっている状態 (d:datan013.dal#l4l
レ コー ドプレーヤーのスタート <d:dalon014.rlat;':J00l
レコードプ レーヤー針（アーム）のリフトダウン <d:dalan017 .dal#14 l 
レコード針を下ろす印 <d:dalanl 12 .daU21 l 
レコード針がレコード盤にのっている <d:dalanl 13 .dal;:48) 
レコードプレーヤーのアーム下げ <d:dutonl 14 .<latご2l > 
レコード針を 盤 の 上 に お ろ す ス イッチ (d:dalanl15.dati48l
レコードプレーヤーの再生中 <d:datanll6.dat:;;:100)
レコードプ レーヤートーンアームの下降 <d:datnn117.dat:;;55)
プレーヤーのトーンアームの下降 <d:dalanl22.dat;48〉

レコードプレーヤーのアームを下ろす (d:dalanl25.dal=55)
----------------------------------------------------------------------------
[No. 72] 無回答 (3) 

・* (d:dalon012.dnt;:;48) 
* <d:datan0lfi.dul#2) 

, * <d:dalan02J.dat#93) 
[No. 72] 訊答 (2) 

・11.'i I/¥J (d : d a t a n 1 1 G . d u l # 9 G) 
・タ イ マ ー 付き (d:datanll8.dal#87l

[No. 72) 正答 < 3 4) 
・時刻表示の部分 <d:datan001.dal#93>

ク イ マ <d : d al an O O 2 . d a l¢: 9 3) 
ダイマー付 (d: data n O O~-l . d a t == 9 3) 
タイマー（おやすみ時?) <d:dalunOO,J.dut;;:93) 
ダイマーボ タン (d:dalan005.daU93l
ダイマ設定 (d:datan006.dat#2)
クイマ (d:dalan007 .dal=2 l 
クイマーセット <d:dalan008 .dal;2 l 
F約タイマーの設定 (d:daton009.dul:;2)
勺イマーのセッティング <d:rlatan010.dat=2)
11が、刻合せ (d:dalc1nOIl .dal二2)
々イマーを表している<d : d a l n n O l'.~. d a t±; 9 2) 
7 イマー使 川 (d: d~l l n n O 1 4 . d a t. = 8 7) 

付図 II-3 命名内容一覧 (46/6 5) 



タ イマ ー Cd : do lo n O l 6 . d a t::: 8 7) 
タイマー予約状態 Cd:dat11n017.dut;:;~2)
タイマー付き Cd:datanOJ 8 .datl:92) 
時刻を表示させるボタン <d:dalan019.dal:/=9S)
タイマーセ ット <d:dutnn020.dal#93)
タイマー Cd:du tan022. da l;;2 l 
タ イ マ ー機能<d : d a t a n O 2 :-i • d a t # 4 8 l 
タイマー cd: da tan024. dn l#93) 
タイマーを表す<d: da tan02!i. da l#93) 
タイマーや時問調節 Cd:dutanll2.dat#2l
タイマーを表す<d : d a t a n l 1 :-i • d a t # 9 5 l 
タイマーのスイッチ <d:datanl 14 .dat#2l 
タ イマ ー <d:datanllG.dal#93)
タイ マ ー選択スイッチ Cd:datanll7.dat#48l
IIが計、タイマーヘの切り換え <d:datanll9.dat#48)
タイマー Cd:datanl20.dat#93l
タイマー Cd:datanl21.dat#2>
タ イマ ー Cd:dulanl22.dnt#95l
クイマー 機能 Cd:datanl23.dal#95l
タ イマ ー Cd:datanl24.dat#92)
タイマーの接続端子 (d:datan125.dat#48l

---------------------------------------------------------------------------
[No. 7:-lJ 無回答 c 1 3 l 

• * <d:datan001.dat#30l 
* (d:datnn004.dal#30) 
*〈 d:da tanOO!i. da t#30) 
* <d:datan007.dat#l7l 
* (d :. d a t a n O l O . d a t # 1 7 l 
* (d:datanOJ l .dat;:J7l 
* <d:datan012.dati:±!iGl 
* Cd:datan015.dat=l7l 
* Cd:datan017.dat;:JOOl 
* <d:datan0l9.dat#39l 
* <d:datan022.dat#l7l 
* Cd:dnlnn023.dnli=5Gl 

・* Cd:dalan123.dat;:;39) 
[No. 7:-lJ 誤答 c 2 0 l 

・オン、タイ マ ー <d: da tan002. da l=30 l 
々イマー予約中 (d:datan003 .dat==30) 
エンハンスメント調整 Cd:datanOOG.dal#J7)
ディスプレイを照らす（ラジオのバンド etc) Cd:datan008.dat#l7) 
賠 所で も操作できるようライト点燈 Cd:datan009.dat:;:;17)
ビデオが か か っ て い る 状 態 Cd : d a t a n O l'.i . d a t ::: l O O l 
ビ デオカメラの露光モード 室内用 Cd:datan014 .dat#G5) 
ヘッドホンプラグのさしこみ口 (d:clatanOJG.clat;:;65)
照明を消さなくても使用可 (d:datan018.dat;:;100)
百.'・l:叶, <d:datun020.datと30 l 
行栞調節<d : d n t a n O 2 l . d ll t ;; :1 0 l 
，，危諒が 0 N になっている Cd:datan024 .dul#30l 
竹屯が回複したことを表す Cd:datan025.dat#30l
fy姑等の調節 (d:datanl12.daU=17l
w~ 出が不足している Cd:datan113.dat:;:39)
カメラの露光調整モード室内 Cd:datnnl14 .daU:17) 
ビデオ温度調節 照明 Cd:dntanl 18.dal:i:G:il 
録評作動 (d:datanl20.dat#30)
音＇•研調節 Cd:datanl21.dat#l7l

．岬度調性 Cd : d a t cl n l 2 2 . d a t ;¢'.-l 9 l 
[No. 7:-lJ 正答 c G) 

． 屈｛ 几り < d :datanl l :i . dat;:;39 ) 
照明用ライト <d:datanlJG.dat=30) 
附 明 調 節ボタン（白熱時） cd:datanl 17.dat;::SGl 
ライト点灯スイッチ Cd:datanl19.dat:;;56〉

ライト Cd:datanl24.dat;::]00) 
ニンプ・照明の調節 (d:datanl25.dDt.=5Gl

----------------------------------------------------・ ―̀―-------------
[No . , ,1 J無回答 (9) 

・::'. (d : d a t a n O O 1 . d a l = G :i l 

付図 II-3 命名内容一覧 (4-7/65)



* <d:dntan002.datごGSl 
* <d:datan007.dat;:3Sl 
* < d : d a l a n O O 8 . d a l ;'.-l S) 
* < d : d n t n n O O 9 . d a t ;:'.-l :i l 
* <d:dalanOll、dat::'.-lSl
* <d:datan019.dal二9)
* <d:dnlan021.dat.:::G5l 
* (d:dalan022.dat;::-:-J5l 

[No. 71J 誤答 (2 7 l 
録両中 (d:dalan003.dal:;;'G5)
タイマー表示で昼 (daytime) を示したもの <d:dalan004 .dat#GS> 
タイマー録画 <d:datan005.dat#G5)
エンハンスメント (d:da lanOOG. da t;;3S l 
電源スイッチ (d:datanOlO.daU/3SJ
照明機具が故障 <d:datan0l2.dal#l01)
バッテリーが不足している <d:datan013.dal#12J
ピ デ オ カ メラの露光モード 睛天用 <d:dalnn0l1.dal#17)
録行中 Cd:datan015.dal#35l
布綜リモコンのプラグのさしこみ口 <d:datan01G.dat#47l
訂両中 <d:datan017.dnl#l2l
直射日光禁止 <d:dntanOl 8. dnl#l2) 
＄或 i暉 liJ (d : d a l a n O 2 0 . d a l # G :i l 
ビデオ使用中のランプ<d : d a t a n O 2 :-i . d a l # 1 0 1) 
屯源が 0 N になっている<d: da lan024. da t#G5 l 
タ イ マ ー 予約の午後を表す Cd:datan025鼻 dal#65)
行 研 調 整 (d:dalanll2.dal#35>
l翡れの時に使うピデオの露出度 <d:datanl13.dal#9l 
11 !!(1充分 <d:datanllfi.dnl#9〉

録両中 (d:dalan117.daUl01)
しぽりの調節（睛天時） <d:dalanll9.dal#l01J 
録音巾 (d:dalan120.dat#65)
I翡れている時に使用 (d:datanJ 21.dat-#35) 
廊出（睛天） (d:datanl22.dat=9) 
光の調節 尻外 は れ の と き (d:datanl23.dat;±9J
ビ デオカメラ温度調節 睛れ <d:datanl21.daU=l2>
光の調節 <d:datanl25 .dal#lOl l 

[No. 70 正答 (3)
・ピデオカメ ラの光禁色調調節、睛天、昼 <d:datanll1.dal¢¢35l 
・ビデオカメラの色温調整、睛天時 <cl:r:latnn116.dnt可65 > 
・ビデオ光温度調節 天気：時天 (d:dntanll8.dal#47l

-------------------------
[No. 75] 無同答 (1 2 l 

* (d:datanOOl.dal#lOl 
* <d:datan004.dal=l0l 
* <d:dalanOOS.dat=lOl 
* (d:dalanOlO.dat:;::77> 
* <d:datan011.dat=77l 
* <d:dalanOJ5.dal=77> 
* (d:datan01G.dat:;:7J 
* (d:datan017.dat=18) 
* (d:datan019.dat;:G1) 
* <<l:datan022.dat=77J 
* <d:dalanll5.dal:;:;:G1) 
* <d:datanl25.daU7ll 

[No. 7り ） 誤 答 (2 7 l 
イルミネーシ ョ ン ラ イ ト <d:datan002.dal;:¢10)
録両中 <d:dalanOO'.-l.dat::=JOl
鉗両中<<l : d al an O O G . d a l; 7 7 > 
ウイドサウンド (d:datan007.dnl==77> 
マ イク (d:datan008 .dnt;:;:77 > 
賠所でも操作 で き る よ う ラ イ ト 点俯 <d:datan009.dat=77)
霞灯 が 故 間 <d:dntnn012.dat=71l 
バ ッ テ リ ーがあがっている (d:datan0l3.dat=48)
ビ デ オ カ メラの室内サツェイモード <d:datan011。dat:==7 l 
部 屋 の ラ イトを消して使用 (d:datanOJ8.dill=48)
lヽ¥・;ii多重 (d:datnn020.dat=10>
ポ・リューム <d:dnl.anO~l .dut.=lOl 

付図 II- 3 命名内容一覧 (48/6 5) 



IIJJるさの調節 (d:da tan02::l. da t:;:71) 
N 生中 (d:datan02,J.dat#lOl 
倅霞を表す (d: <la t an O 2 S . d a t ;: 1 0) 
照明器具の点検 (d: d Ll tan 1 1 2 . d at# 7 7 l 
媒 出 不 足 (d:datanll3.dali+fi4l
ピデオカメラの光娯色調調整、室 内 <d:datanl14 .dat:;77) 
照明用ラ イ ト の 調 整 (d:datanl 16.dat#JO) 
ll{i I月 l'-l熱灯 (d:da tan 117. da l#7 l) 
ビデオの光調整 屈内：白熱灯 (d:datanl18.dat;:7) 
明るさの調節 <d:dolanl19.dat#7l l 
行声 (d:datanl20.dal¢¢10l
ライト (d:datanl21.dat#77l
輝度調性 (d:datanl22 .<lat#64) 
照明が必要 (<l: d a tan I 2 3 . d a t:; G 4) 

・ビデオカメラ温度調節 白熱灯 (d:datan124 .dat#48 l 
[No. 75] 正答 (0) 

---------------------------------------------------
[No. 7GJ 無回答 (1 l l 

・* <d:datanOOG.dat#lOJ) 
* <d:dntc.1n007.dat#l01) 
* (d:dalanOlO.rlat#lOl) 
* <d :datanOl J .dat#lOl) 
* (d:<latan021.dat#1Sl 
* (d:<latan022.<lat#l0ll 
* <d:datnnll2.dat#l01l 
* (d:datanl1S.rlat¢¢45l 
* (d:dntanl21.dnt¢¢10ll 
* (d:datanl22.rlat#'15l 

• * <d:datan12:i.dat:i9l 
[No. 76] 誤答 (2 6) 

．霜源 0 N の状態 (d:datonOOl.dat#lS) 
録音レベル (d:datan002.dat#15)
静止画表示中 (d:dolan003.dat#l5l
ビデオテープが挿入されていないことを示す菩告表示 (d:dolan004 .dal#l :i l 
テープがセットされていることを示す (d: d 1.1 tan O O 5 . d a t # 1 S) 
jl}'I: 叶1<d:datan008.dal¢;]01) 
吋殊テー プ使用 (d:datan009.dat¢¢10ll 
スイッチが入っている <d:datan012.dat:;9)
ビデオがかかっている状態 <d:dalan0l3.dat#l!i)
ビデオカメラの露光不足 (d:datan014.dat#72l
カセットそう入中 (d:datanOlS.dat.:¢101)
ピデオテープ走行中 (d:datan016.dat;:±72l
テープが入っていることを示す (d:datan017.dat土l5) 
ライトがつく (d:datan018.dat#l5l
テープそう入褐所 (d: d a tan O 1 9 . <lat;:;'1 5) 
テープ量の表示 <d:datan020.dat#lSl
ビデオテーブがはいっているかどうか (d:da lon023. da t;;9 l 
jlj lj:_叶J (d:daton024.dat#l5l 
テープがな く な っ て い る <d:datan025.dat#J5)
スイッチ、．が o nになっている <d:datanl 13 .dat#45) 
ビデオカメラの色温調整 (d:datan116.dat:::J5l
色 II行度 届内：蛍光灯 (d:datanll7.rlat出9)
ビデオカメ ラ 撮 影 の と き の 明 るさ調整（鎚光灯の下） <d:datanll9.dot;:;9) 
音・度感知 <d:datanl20.dat;::J5l
照らしてさつえいてなさい (d:datan123.dal;';:4!il

・ビデオカメラ温度調節 けい光灯 Cd:datan]2,1.dat-;:J:i) 
[No . 7 G J 正答 (2) 

・ピデオカメラの光菰色調調節モード、蛍光灯ドの奎内 (d:dc.1tanll4.dut;:!01)
ビデオ光温度調節 屋内：産光灯 (d:dal:rnl18.dat;=72l

----------------------------------------------------------------------------
[No. 77] 無回答 < 2 3 l 

・* <d:dalan002.dal=70l 
* (d : d a t a n O O :-l . d a l = 7 0 l 
* (d : d a t a n O O ,j . d a t = 7 0) 
* (d:datnn005.dat=70l 
; :: < d : d u t u n O O 7 . d n l = 4 2 l 
・ゞrd : d n t a n O O 8 . d a t = -1~l 

付図 II-3 命名内容一覧 (49/65)



* <d:dulan009.dal=42l 
* <d:datnn010.dc.1t='12l 
* <d:dalanOll.dat:::42) 
* <<l:doton012.dnt=l8) 
* <d:datan01:i.dalt42) 
叶(<d:dalanOlfi.dal:;JJl
* <d:dalan017.dal;;7:Zl 
* < cl : d o l a n O l~. d a l i:+ 8 :-l l 
* <d:datan020.dal#70) 
* <d:datan021.dal;'70l 
* <d:dotan022.datt42) 
* (d:datan023.datt18) 
* <d:dalan024.dal#70l 
* <d:datan02:i.dal#70) 
* <d:datanll2.dat=42l 
* (d:datanl20.dat#70l 
* <d:dalanl22.dalt8'.-ll 

[No. 77] 誤答 (l /4 l 

）く氣が屈っている状態 <d:dalnn001.dnt#70)
フライング・イレーズヘッド起動 <d:dalan006 .dal#42) 
故間している (d:dolan013.dal#72)
ビデオカメラの器光モード くもりの日 <d:datan01r1 .dat#l l) 
ビデオの調 子が悪く圃面がせん flJJでない <d:dntnn018.dol#72)
製りの時の露 出度 <d : d n t n n l l'.-l . d a t # 8 3) 
、片', り、雨 <d:dolanll5.dat#83l 
五11{1明 屈外：批雨 (d:datanl17.dat#18)
ビデオの光調整 天気：英、雨 Cd:datanl18.dat#l l) 
ピデオカメラ撮影の明るさ調整（ 批 ／ 睛 ） <d:datanl 19.dat:;;18〉

蛉、雨の時も使用可 (d:dntnn121.dnl#42)
光限の調節 屋外：雨、くもり<d : data n l 2 3 . d at; 8 3) 
ビデオカメラ温度調節 く も り ・雨 <d:datanl24.dal;;72)
くもり <d:dnlanl25.dnU'.18)

[No. 77] 正答 (2) 
・ビデオカメラの光餓色調調節のくもりの口 <d:datanl 14 .dat=4.2) 
・ピデオカメラの色温（昼り）調整 <d:datanll6.dal:;;'70l

-------------------------
[No. 78] 無回答 < 1 8) 

* <d:datan001.dal#l2) 
* <d:datnn003.dat==l2) 
* <d:datan005.dat:¢:12) 
* <d:dalan006.dat;;95) 
* <d:datan007.dal#95) 
* <d:datan009.dat:;95) 
* <d:datan010.dat¢:95) 
* <d:datan011.dot#9S) 
* <d:dalan012.dat#33) 
* (d:datan015.dat.:95l 
* <d:datan01G.dal#29) 
* (d:datan0l9.dat=4G) 
* <d:datan020.dot=l2) 
* <d:datan021.dat;:12) 
* <d:datan022.dat.;;'9!i) 
* <d:datanll2.dal#%) 
* (d:datanl1S.dot:;,1Gl 
* <d:datanl20.dat=l2) 

[No. 78] 誤答 (1 8) 
シャープネス <d:datan002 .dat=l 2) 
タイマーの午前表示 <d:datan004 .dal=l2 l 
肖生中 (d:datan008.dal=95)
パッテリーが不足しかかっている (d:dc.1tanOJ3.dat=4ll 
ビデオカメラ の 露 光 モ ー ド 日中）IJ (d:dlllanOJ,1.d1ll=29) 
鉗価済みのテープの消去 (d:datan0l7.dat.=4l)
熱に注意 <d:dnlan018.dal=41l 
直射日光にあてないで下さい (d: d B l B n O'.:!'.-l . d B t :::'.-l'.-l) 
u― 11111叶1 (d:dDlan024.dut二'l2) 
ダイマー予約の午前を表す (d:datan025.dal=l2)
賛：. ,'Ii不足 (d: d a l a n 1 l'.-l . d a t = 1 G) 
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録音待機<d : d a t a n I 1 7 . d c.1 t ;:1'.-l'.-l) 
しぼり調 整 （ 少 し 陰 の あ る 楊 所で） <d:dalc.1nll9.dc.1l#33) 
朝、夕使 M 可 (d:datanl21.dat::95)
岱~:11 (n,'i ・クtl (d:dutanl22.dul#4fi) 
光培の調節 屈外 はれ／くもり (d:dc.1tnnl23.dal#4Gl
ピ デ オ カメラ温度調節 朝・タ (d:datanl 24 .dal:/=41 l 

• 朝／夕<d : d u t a n l 2 S . d a t # :1 :-l) 
[No. 78) 正答 (3) 

・ビデオカメラの光欺色調調節モード、 ifi'-Jれ、朝 o r 夕 <d:datanl14 .dat#9S> 
ビデオカメラの色温調整（朝、 夕ぐれ） <d:datc.1nl IG.dal#l2) 
ビデオ光温度調節 朝、夕 (d:dutanl 18 .dat#29) 

----------------------------------------------------------------------------
[No. 79) 無回答 (0) 

[No. 79) 誤答 (2 3) 
・！礼送り <d:datan002.dal#83)

早送りボタン <d:datanOO:i .dal#83l 
早送り <d:dc.1lanOOG.dal~l l 
Jjl送り まきもどし <d:dalc.1n007 .dc.1t#l l 
早送り <d:datan008.dat#l)
テープの巻きもどし <d:dc.1tan009 .dat#l) 
甲）送り <d:datanOJO.dat#ll 
l礼；送り <d:datanOl I .dat#l) 
右方向への早送り <d:datan012.dal#50〉

テープが回っている方向を示している (d:datan013.dat#8)
ピクチャーサーチ <d:datc.1n014.dat#59)
テ ー プ の 先送り <d:datc.1n01S.dut#ll
早送り <d:datan021.dc.1t.#83)
平送り <d:dutan022.dc.1t#l)
早くまきもどす（倍速） < d: <la tan023. da t#50〉

早おくり <d:datan024 .dnt~83) 
rjl. ; 送り <d:dutanl]2.dal#l)
早送り (d:datanl 13 .dat;:94) 
早送り <d:dalanll5.dat#94 l 
ビデオの早送り <d:dalan120.dat#83)
コマ送り (d:dalanl2l.dal=1) 
早送り <d:dutc.1n122.dat=94)

• Iげ.; 送り <d:datanl23.dat#94l
[No. 79] 正答 (l G) 

. Fi-生しながらの早送り <d:dc.1tanOOl .dc.1ti'.¢83l 
り！．送り再生（巻戻し） (d:datan003.dat#83l 
早 送りしながら両而を再生 (d:dalan004.dc.1l#83)
1礼送り再生 (d:datan01G.dat#S9)
キ ュ ー ， レビュー <d:datan017 .dal#8l 
両 而 早 送 り (d:datan018.dal-#8)
11t1j i(tiを表示しながら早送りする ボ タ ン 〈 d:datan019 .dal:;94〉

映像の早送り (d:datan020.dat~83)
両像を早く送る <d:datan02:i .dal#83) 
ピクチャーサーチ早送り再生 (d:datanll4.dat~ll
旱送り再生 (d:datc.1nllG.⑬ t=83) 
キュ ー（ 早送り再生） (d:datanl 17.dat#SO) 
訓面早送り 巻き戻し <d:dntanl18.dnt;:;59) 
両｛象早送り <d:datan119.dal#50)
両 而 を つけたまま早おくり <d:dalan124 .dat;:8) 
早送り再生 (d:dc.1tc.1nl25.dat=50l

----------------------------------
[No. 80] 無同答 (l'.-ll 

・* (d:dnlnnOOS.dal#84l 
* (d:daL.inOJO.dat:;:88〉

* (d:datan0ll.dat=88) 
* <d:datan015.dat~88) 
* (d:dntnn019.daU22) 
* <d:datnn021.ctc.1t二8'1)
:i: (d:datan022.dat=88) 
::: (d:datan023.dat=l2l 
* (d :datun024 .dut=84) 
* (d:dntan02:i.da-t.==84) 
:, ! d : d a l a n 1 1り.dal=22)

--------------------------------------
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* <d:dalanl2l .dat;:88) 
・* <d:datan124.dal::4G) 

[No. 80) 訊答 (18 l 
. 11t1i面が映らない状態 (d:datanOOJ .dat;;84) 

両而消去 <d:datan002 .dal#S/4) 
明るさ調整 <d:dutanOO'.:l .dnl:;84 l 
両 lf1i調整（同期ずれの Fix?) <d:dalan004.dnl¢:8'1) 
ブラウン管の故間<d: da lanOOG. do t#88 l 
!,;J期のみだれ <d:dalan007.dol#88)
両｛象を出さない<d: da tan008. do l#88) 
走オt線が乱れていること<d : d a la n O O 9 . d a l¢18 8 l 
両像を映し出すものが故障している<d : d o t a n O l 2 . d a l;:: I 2 l 
テレビのそばにおいてはいけない <d:datan01'.l.dal#/4Gl
屯源が人っていない <d:datan014.dat#2)
圃面のぶれを 表 し て い る (d:datanOlG.dal#2)
両而の明るさの調整 (d:dalan0l7.dat:/H6l
圃而左右反対<d : du tan O l 8 . d a l # 16 > 

両像にするの が 不 可 能 (d:datan020.dal#81)
テレピが故障中 <d:datanll3.dat#22) 
プラウン管の故障 <d:dalanl14 .dal¢188) 

・Tffri像調整 <d:dntanll9.dal#l2l
[No. 80) 正答 (8) 

。両｛象が不鮮 明 な 場 合 の 調 整 <d:dalnnll2. dat#88) 
テレ ビ 画 面のフォーカス調整 <d:datonl I G .dot#84 l 
モニターピン ト 合 わ せ <d:dntonl17 .dol#l2) 
テレビ画面のピントを合わせる <d:datanll8.dal#2)
焦成、合わせ <d:datanl20 .dat#84) 
焦点 調 性 <d:datanl22.dat#22)
両面のピントをあわせる<d : d a t a n 1 2'.-l . d a l # 2 2) 
訓 Jfiiのフォーカス調節 <d:dalanl25.dat;:;]2)

----------------------------------------------------------------------------
[No。 8I J無回答 (5) 

。* <d:datan011.dnl#24) 
* <d:datan012.dat二4)
* <d:dalan019.dati'=:91) 
* (d:datan022.dat#24) 

・* <d:dalan024.dal#l4l 
[No. 81] 誤答 < 2 9 l 

・両面が上下に動いている (d:datnn001.dot¢:14)
両而サイズ <d:datan002 .dal;:;J 4) 
韮直同期 <d:dalan003 .dat¢:l 4) 
ifE jlり：同期 (d:dalanOOG .dat~24 l 
水平同期の調節 <d:dalan007.dat#24)
ワイドな画面に <d:dalan008 .dal#24 l 
珀直同期調整 <d:datan010 .dal#24) 
この範囲でしかテレビはうつらない <d:datan013.dat#67)
両而の上下動の調整 (d:dalan014 .dat#57) 
音隠 調 整 (d:dalan0l5.dat#24l
テレビ画而の上下 (<l: <lo la n O 1 G . <lat::: S 7) 
畢直方向の調節 <d:dalan017.dal¢:67l
圃而の上下が逆 <d:datan018.d五t#G7)
両而垂直調整 <d:dolan020.dol#1-1l
両而の大きさ <d:datan021.dol¢¢14)
色の調節 (d:datRn02'.:l .dat:;:;.1) 
テレビの両而調整のツマミ (d:datan025.dat~l1l
子レビ両面の縦のぶれをなくす <d:datanl 12.dat;::24 l 
酢直方向の画像調柩 <d:dalanl13.dul;:91 > 

両 面の上下動の調整ツマミ <d:dalanll-1.dat-#24〉

乖間方向の両質調整<d : d al an 1 l 5 . d n t:;; 9 1 l 
而而の垂匝 調整 <d:dalanllfi.dal=14 l 
両像調整 <d:datanl19.dal=4 l 
屯直ぶれ圃面調整 <d:dntan120.dal#l4l
圃面の垂直調整 (d:datanl21.dat==2-1)
トラッキング <d:dntanl22.dai.=91)
たて方向の両而調整 (d:datnnl2'.-l.dal=91l 
圃而の垂直調節 (d:datan12i1.dat=fi7) 
帆1:11面の垂直調節 (d:dulan125 .dat=-1) 
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[No. 81] 正答 (s〉

. if『［方平の表示、両而範匪の調節<d : d a tan O O 4 . d a t. ±i I 4) 
圃面の垂直方向のサイズの微調整 <d:datan005.dat;::14l
両 rf1iタテ 方向の長さの指定 <d:datan009 .dat:;:;'24 > 
モニター乖直 輻 調 粒 <d:datanl17.dal#4) 
11l1j !(Ji飯輻調節 <d:datanl18.dal::±57) 

----------------------------------------------------------------------------
[No. 82] 無同答 < 2 l l 

・* <d:datan001.dal#28) 
* <d:dntan002.dnt=28) 
* <d:datan003.dat#28> 
* <d:datan001.dat#28) 
* <d:datan005.dat#28) 
* <d:datanOOG.dut:;39) 
* <d:datan010.dal#39) 
* <d:datnn012.dat#20) 
* <d:dntan013.dat#25l 
* <d:datan015.dat#39) 
* <d:dalan01G.dat#G9l 
* <d:datan017.dul#25) 
* <d:datan018.dat;:;25) 
* <d:datan019.dat#2l 
* (d:dalan02l .ciat#28) 
* <d:datan022.dal#39l 
* <d:dalan024.dal#28l 
* <d:datan02S.dul#28) 
* <d:datanll2.dat#39l 
* (d:dalanl20.daU~28> 

・* <d:datanl2l .dat:;;39l 
[No. 82] 誤答 < l 2 l 

・オートリバ ー ス エ ン ド レ ス (d:datan007 .dat:;39) 
STOP  <d:datan008.dat#39) 
rn u t, e <d:datnn009.dal#39) 
p J a J'<d:datanOll.dat:;:39) 
チューナー使用 <d:dntan014.dal¢¢G9l
名表・'ff<d:datan020.dat:::28) 
祖源 <d:datan023.dat#20>
テレビ画面に切りかえる <d:datanl13.daピ2)
カ セ ッ ト テープのセレクトスイッチ (d:datanll5.dat:;:;2)
電気未入力 (d:datanll8.dat:;;G9) 
音・ 梢し<d : d a tan 1 l 9 . d a t;; 2 0) 

．氾源スイッ チ <d:datanl23 .dat;;:2) 
[No. 82] 正答 < G l 

・モノラル <d:datanll4.dal#39> 
モノラル <d:dntnnl16.dat;:;28) 
モ｝ラル音声 <d:datanl 17 .dnU¢20> 
モノラル <d:datnnl22.dat;:2)
モ）ラルモード <d:datanl24.dat出25 > 
モノラル <d:datanl25.dat=20)

-----------...,---------------------------------
[No. 8'.1] 無 [0J答 (l9 l 

• * <d:datan00J.dat=7l 
* <d:datan004.dat=7) 
* <d:datan005.dnt;::'7l 
* (d:datanOOG.dat:;:'.-lOl 
* <d:datan007 .dnt=30l 
* <d:dalan008.dat=30l 
* (d:datan010.dat=30) 
* < d : d a l a n O l l . d a t ='.-l O l 
* <d:datanOl:2.dat-=64) 
* (d:datnn013.dat=21 l 
::: <d:datan015.dat=30) 
* (d:dalan0JG.dat=97l 
~: (d : d a l a n O 1 9 . u n l ;:: 2 G l 

* <d:dntan022.dnt=30l 
:!: (d : d a t a n O 2'.-l . d a t = G 11 l 
::: < d : d a l u n O 2 11 . d a l = 7 l 
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・* (d:datanll5.dal:'2fi> 
・* <d:datanll9.dat;:G4) 
・* <d:datanl22.datt2Gl 

[No. R:lJ 誤答 (l G > 

コンセントヘ <d:datc1n002 .dal:i7 > 
イヤフォン (d:datan00'.-l .dat#7 > 
ヘッドフォン (d:dalan009.dat~30)

（ブ I) のステレオ再生 (d:datan014 .dat#97) 
レコードプレーヤーとカセットデッキの同時操作 (d:datan017.dat#2l) 
行がにごっている (d:datan018.dal#2l)
ァ ース (d:dalan020.dnU;7)
ライトがつく (d:datan02l.dat¢¢7) 
イヤホンの端子 <d:dutan025 .dal#7)_ 
ダブリがあ る (d:datanll2.dat#30> 
レコードに切りかえ (d:dalanl13.dal#2G> 
fr声多重 (d:datanl20.dat#7)
マイクの接続 (d:datanl21.dat#30)
l](i_列のマイクロホン (d:datanl23 .dal#2G) 
マイクロホ ン接続箪子 (d:datanl24 .dat#21) 
マイクの接続端子 (d:dalanl25 .dat#64) 

[No. 8'.-lJ 正答 (4) 

フ、テレオマイク用端子 <d:datanl 14 .dal#30) 
ス テ レ オ マイクロホン (d:datanllG.dat¢:7l

・ステレオマイクロホン (d:datanll7.dat#G4)
.'J.、テレオ用マイク使用 (d:datanll8.dat#97)
-----------------

[No. 8,1] 無回答 (0) 

[No. 84J 誤答 < 2 5 > 

サーチ <d:dalan002 .dal#34 l 
Jt'・ 送 り の 再生（スキャン再生） (d :<latan004 .dal#34) 
務き戻し <d:dalan00G.dat#2Gl
鉢 1¥'-I附枇fj<d:datan007.dat#26> 
!,'送り（両像を出して） (d:dalan008.dat#26> 
翡 速 走 行 (d:datan009.daU=26)
1け送リボタン (d:datan010.dal#2Gl
フ 、 ロ ー モ ーション (d:<latan011.dat#2G)
進行方向<d: da tanO 12. da t¢¢2 l) 
1111転していることを表す (d:datanOJ3.dat#17)
伯速再生 (d:datan014 .dat~37) 
且j.'t(d : d n t n n O I 5 . d a t¢; 2 G) 
い送り（テープ等の） (d:datanOlG.dal.::37) 
2 両而早送りスイッチ (d:datan018.dal~l7)
鉗 行 、 録 両 <d:datun019.dat#18)
泊j速早 送り (d:dalDn020 .dat;:;34) 
1礼送り (d:datan021.dat:¢¢34) 
C 11 e ボタン (d:datan022. dal;:;26) 
コ マ送りでまきもどす (d:datan023.dat#21)
甲．ず；くり <d:datan024 .dDt#34 l 
り［送りを表す (d:dalan025.dat#34)
1111の早送り (d:datanl 12 .dat:;2fi) 
フ、ロー再生をしている (d:dalan113.dat#l8)
リサーチ (d:datan 122 .dat.;:J 8) 
フ 、 ロ ー モ ーシ三ン (d:da tan 123. da t:; 18) 

[No. 8-1J 正答 (J4) 

コマ送り (d:datanOOl.dal::¢34)
コマ送り (d: d a t a n O O 3 . d a l ;::'.-l 4) 
コマ送りボタン<d : d a l c1 n O O 5 . d a t ;:;'.-l 4 l 
コマ送り再生 (d:datan017.dal:±J7)
コマ送り再生 <d:datanl 14 .dat:;:;26> 
コマ送り (d:dalanl15.datil8l
コ マ 送 り 再生<d : d n l n n 1 l G . d a t = :J 4) 
コマ送り再 生 (d:dDlDnl 17 .dat:=21) 
コマ送り (d:dDtanll8.daピ 37) 
コマ送り (d:dutanll9.c比 t= 2 I > 
コマ送り (d: d u t a n l 2 0 . d a t ;:'.-l 4 l 
コマ送り (d:datanl21.dal=2G) 
ーマ送り (d: d a t c1 n l 2 .1 . d a t. = I 7) 
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コマ送り <d:dalanl2S.dut出2I) 
---------------------------------------------------

[No. 8fiJ 無回答 (3) 
・* <d:datan0ll.dal#9G) 

* (d:datan02l .dat二8G l 
・* (d:datan121.dal#9fi) 

[No. 8[iJ 誤答 < l 9) 

・見送り終了 <d:datanOOl.dat±t8G) 
オートストップ機構 (d:dalLln003.dal#8G)
ヘッドを最初の位悩に戻す (d:dat11nOOG. d11l#9G) 
早送り <d:datan010.dat;9G)
れ方向への早送り (d:dalan012.dal#6!)
fr~l (1) 限界を表している (d:dalan013.dut#49)
一時 停 止 <d:datan0lfi.dal#9G)
ljl送 り <d:dalan01G.dat#G8)
後 2曲程で 終わり (d:datan0J8.dal#49)
見送りボタン (d:datan019.dat#27)
,,1送りボタン (d:dalan022.dal#9Gl
もとにもど る （ ま き も ど し ） < d : d u t a n O 2 :-l . d a t # G l) 
いま；くり <d:dnlan024.dat#86)
後 の ト ラ ックを選ぶボタン (d:datan025.dal#86)
1礼送り (d:datanll2.dat#96) 
音訊の最大幅を示している (rl:datanl1:1.dat#27l 
2区間早送り 巻き戻し <d:dutan1l8.dul#68l
I/送り (d:dalanl19.datt61)

・オートリタ ー ン （ 自 動 巻 き 戻 し ） (d:dalanl23.dal#27) 
[No. 85] 正答 (1 7) 

・サーチ <d:datan002.dat#86)

---------------------

・f-orward S ea rc h して、マークポイントで S T O Pする <d:dnlan004. 
dal#8fi) 

・1111 jjとばし <d:datan005.dal:/86)
サーチ (d:da l:rn007. da t#96 l 
）せ 1111 < d : d o. t a n O O 8 . d n t ;:; 9 G) 
次の記録箇所まで高速に走行 (cl:datan009.dal#96l
I'! 動頸出し <d:datanOH.dat#G8> 
決 め ら れ たところまで早送り (d:datan017.dat#49)
吊送り（選択の） (d:datan020.dal#86) 
目動顕出し <d:datanl14 .dat=96) 
ォートリサーチ (d:datanll5.dat#2i)
n動頭出し (d:dLllanllG.dat#86)
1礼送りサーチ (d:datanl 17 .dat=fil) 
飛びこし選曲 <d:datanl20 .dal#86l 
リサーチ（ 選曲） (d :datan122. dat;:;27) 
ォートリサーチ <d:datanl24.dat=49)
トラックを選ぶリサーチ (d:datanl2S.dat#6l)

----------------------------------------------------------------------------
[No. 8GJ 無回答 (6) 
・* (d:datanOOS.dat#GO) 

"'(d:datanOll.dal.±5) 
* (d:dalnn012.dat.;:G3) 
* < d : d a fa n O 2 0 . d a t ;: G O) 
* <d:datan021.dat:;:60) 

・* (d:datan022.dat¢:5) 
[No. 8fi] 誤答 (2 I) 

“ディスクが「ドに入っている状態 (d:dntanOOl.dnt#GO〉

ディ 7、クが入っています，， <d:rlatnn002.dat#G0)
イヤフォンジャック<d : d n t a n O O'.-l . d a t = G O) 
祇咽（垂直 駆 動 型 ） コ ン パ ク トディスクプレーヤーの J<ぷ (d: d a t an O O ,1 . d n t = G O) 
p 1 a y 叶r<d:datanOOG.dat=S) 
t'.i c c t, (d : d a t a n O O 7 . d a t :; S) 
）也）笈拇岡箇i(d:datan008.dnt;:::i) 
イヤホン接続 (d:datanOO~.dat=:i)
ディスク挿入 n(d:datanOlO.rlat=S) 
プレーヤーがかかっている状態 <d:dntan013.dal=99)
ディスクが人っている <d:datanOJ4.dal=62)
C D <J)且f11: (d:dutun015.dat:;::i) 
・マ'. ィスクセットゲ~{ (d:datnn016.dal=fi2) 

付図 II-3 命名内容一覧 (55/65)



ディスクが人っ て し ヽ る <d:datan0l7.dat.:99)
フロッピーディスク設附完了 <d:datan0l8.dat出9:J) 
C D がセットさ れ て い る と し ＼ う 表示 <d:dalan019.dut;::'7G)
逝べる <d:dntan023.dattG'.-ll
C: D演奏中 <d:datan02:i.dat#GO>
コンパクトディスクプレーヤーがかかっている状態<d : d c1 l n n I I :-l . d a t # 7 fi > 
（電］）の p I a y スイッチ <d:dalanl15.dal;;7Gl 

・ t'i11: (p  l a y) (d : data n I 2 3 . d at;: 7 G) 
[No. RGJ 正答 < 1 2 l 

・CDプ レ ー ヤー <d:dalan024 .dut#GO> 
C D を聴く時のマーク <d:datanl12.daHSl 
CD用端子 C D選択スイッチ <d:dat11nll/4.dat:;S)
C D プレーヤー <d:dalanllG.dat#GOl 
C D ブ レーヤー選択ボタン (d:dalanl 17 .dat;G3l 
C D 接続（使用） <d:datanl 18.dnt::¢fi2) 
コンパクトデ ィ ス ク プ レ ー ヤ ー ヘの切り換えスイッチ <d:datanl19.dat#G3) 
C D 機 能 を 選択 (d:datanl20.dat#G0)
CDへの切り替え (d:dalan121.dat#5)
C D 接続 端 子 <d:datanl22.dat;;7fi)
C、 D プレーヤー <d:dalanJ2,J.dat:#99> 
C D の接続端子 切り換え <d:datan12:i.dal#63l

----------------------------------------------------------------------------
[No. 87] 無回答 (4)

・* <d:datan007.dnl#8:i) 
* <d:datan0JO.dat#85> 
* <d:datan021.dat#82) 

・* <d:datnn022.dal#85) 
[No. 87J 誤答 (7) 

• お知らせベル付 <d:datan003.dat切82) 
洗流終了の合 図 で あ る ブ ザ ー の 故障 <d:datan012.dat::;40)
洗蔀ができた こと をお しえ るプ ザーが嗚っている Cd:datan013 ,dat:it97) 
ブザーオンのスイッチ (d:dalan0l7.dat;:97〉

呼び出しブザー付き <d:datan0l8.dat#97)
洗たく、脱水すべて完了 <d:datan024 .dnt+r82) 

・プザーが嗚っている <d:datan113.dat#G7)
[No. 87] 正答 (2 8) 

・洗 糀終了のブザー (d:datan001.dat#82l
プザー 0 N /OFF  <d:datan002.dat::;82> . 
洗耀、脱水終了時のお知らせブザーの 0 N /OFF  <d:datan004.dat:i=82) 
洗祉のおわりを知らせるプザー <d:datan005.dat:;,82)
せんた＜終了をプザーでしらせる <d:dotanOOG.dat#85l
ブザ ー が 嗚 る<d: da lnn008. da U/85) 
手 続の終了を音 で 知 ら せ る <d:datan009.dat:;85)
終 f合図音 <d:datan0ll .dal=85l 
況糀終了をつげるブザー <d:datan0l4.dat:i¢3Gl
跳耀の終わりをつげるブザー (d: data n O 1 5 . d al;¢8 5) 
洗怖終了を知らせるブザー (d:datan016.dat:;3G)
洗いが終ったことを知らせるブザー<d : data n O 1 9 . d a t;: G 7) 
おわるとプザーがなる <d:datan020.dat=82)
時間がくればなるブザー <d:datan023 .dat;;:40〉

プザーのボタン (d: data n O 2 5 . d a・t¢: 8 2) 
ブザーの音星調整 <d:datanl 12 .dat.;=85) 
ブザーのスイッチ<d : d a t a n I l 11 . d a t :. 8 S l 
ブザーの音鼠調節 (d:datanlJS.dat;:G7l
づザー音姑調整 <d:dalanlIG.dat¢:82l 
ブザー音欺調節 <d:datanl 17 .dat=40) 
ブ ザー音訊調節 (d: d a t a n l 1 8 . d a l :i::'.-l G〉

ブザーの音兄調節 <d:dc1tanl19.dat:::40〉

ブザーの音の調節 <d:datan120.dat=82)
づザー音の調粒 <d:dutnnl2l.dat#8:il 
ブザー音韮調性 <d:dntanl22.dat;:;G7l
許研ブザー<d : d a t a n l 2'.-l . d a t = G 7) 
ブザー <d:datanl24.dat=97)
お知らせブザー (d:datnn12:i.dat.=40)

-----------------------------------------------------------------------
[No. 88) 無回答 (7) 

. ;:、 rrJ:datanOOl.dut=:i::l) 
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* <d:datan0ll.dat::99l 
* <d:datan0l'.-l.dut::80l 
* <d:datan0lfi.dat#99) 
* <d:datan018.dal#80> 
;、 (d: d a t a n O 2 1 . d a t :/:/ :i'.-l l 

• * <d:datan022.dut#99) 
[No. 88] 誤答 (l~l 

・タイマー <d:datan002.dal#:i3)
IJ梵*1i1 <d:dalan00'.-l.dal#:i3l 

7 2 l 

脱水時間あるいは強弱の調整<d: da tanOO~. da t#S3 l 
水流の調籾 <d:dalan005 .dat#53 l 
うずまき In!転 s cl c et  <d:dntnn007.dat#99l 
lt1I転辿度調節 <d:dutan008 .dal.;:99 > 
111! 転して脱 水 <d:dntanOOY .dal#Y9l 
弛 度 調 幣 <d:dalan010.dat#99)
全自動の沈涸機で日もりの位悩によって洗濯の進行具合いを示す (d:dulan012.dnl#

鉗i;J--<d:dolnn014.dnt#JOJ〉

訊耀時間の長さ <d:dalnnOJG.dnt#JOJ〉

クイマー（時間調節） <d :dalnn019 .dal#44 l 
仝 !'1動の始めから終わりまで <d:dalnn020 .dal#53l 

・タイマー <d:dalon024.dnt#53l
[No. 88) 正答 < 1 8 l 

・ブ ザ ー の音軌 (d:datan006.dal#99l
づザー音軌 <d:dolan017.dat#80l
-Jザー音の 大 き さ 調 節 <d:datnn023.dat#72)
ブザーの音訊 (d:datan025.dal#53l
ブザーの音屈調節 <d:datanl 12 .dat#99l 
ブ ザーの音県を表している <d:datanll3.dal¢:4r!.)
づザーの音龍調整 <d:dalanl 14 .dal#99) 
プザーの音餓調整 <d:dolanll5.dal=r!r!l
ブザの音景調整<d : d a t n n l 1 G . d a l # 5'.-l l 
づザー音鼠調節 <d:datanll7.dal#72>
呼び出しブザー音量調節 <d:datanll8.dal#l0ll
ブザー音砧調節 <d:dalanll9.dal#72l
ブザーの音餓調整 <d:datanl20.dat;;-S3l
ブザー音の調整 <d:datanl2l.dal=i'99l
ブザー音紐調性<d : d a l a n 1 2 2 . d a t ;: 11 4) 
ブザーの音餓調節 <d:datanl23.dal=44l
プザー音訊調節 <d:dolan12r!.dal#80l
お知らせ ブザーの音抵調節 <d:datanl25.dntご72 l 

----------------------------------------------------------------------------
[No. 89) 無回答 (7) 

・* <d:datnn001.dat::J3l 
* <d:dalan007.dat#Gll 
* <d :dalanOJ 1 .dat#Gl l 
*〈 d:datanOJS.dat;-;61l 
＊・ <d:dalan021.dal#l3l
* <d:doton022.dal#GJ) 

• * <d:datan02r!.dat#l3l 
[No. 89] 誤答 < l G l 

・ななめに罰くな <d:dntun002.dal#l3l
時間経過表示枠 <d:datan003.dat=13l
設憫の際の 水平維持表示 <d:datanOO、1.dal#l'.-ll
斜むけておいてはいけないことを示す <d:datnnOO:i。dal='l3l
水平になっていないから私は側けません <d:dnlnnOOG.dnt=Gll 
阿転速度の変更 <d:datan008.dal#61> 
装岡が傾いている <d:dolan009 .dat;=Gl > 
強 度 調 整 <d:datanOJO.dat¢¢GJl 
↑ 白動の洗濯機で残り時間の少ないことを表している <d:dalan012.dal¢¢9ll 
洗罹 ができあがる時間を表している <d:dalan0l3.dal:¢22l
I: 台が傾斜している <d:datanOlr!. .dat;2r! 〉
傾きに注意 <d:datan0lG.dat:::;2r!)
床に平におかれていない (d:dalan0l8.dat:.::22l
水情調節 右が多い (d: data n O l 9 . d n t:; 2 0) 
水砧が低い状態<d : d a tan O 2 0 . d Rt;:; l ] l 
i', 『たくきが傾いてし＼る〈 d: d a t a n O 2 :i . d a t :: 1'.-l) 
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[No. 89] 正答 (l 6) 
ブザー音軌 <d:dnlnn017.datと22)
ブ ザーの秤屈 <d:di.lli.ln0:2'.-l.dal#9J)
ブザーの音最調節 (d:dDlanl12 .dat#Gl l 
ブザーの音献 <d:d/.llDnll3.dal#20l 
ブザーの音餓調整 <d:di.llanl14 .dal#Gl l 
プザーの音乱調整 <rl:datanll5.dal#20l
ブザー音肌調整 (d:di.lli.lnllG.dDl#l'.-ll 
ブザー音訊調整 (d:dali.lnl17.dDl#9l l 
ブザー音鰍調節 (d:dalDnl 18 .dal#2'1 l 
ブザー音訊調節 (d:di.llDnl19.dal#9l l 
ブザーの音訊調整 <d:di.llDnl20.dnttl3l
プザー音の調節 (d:dDlan121 .dat#Gl l 
ブザー音散調節 (d:datanl22.dal#20l
づザーの音撒調節 (d: d a t a n l 2'.-l . d a l;: 2 0 l 
ブザー音屈調節 <d:dnli.lnl24.dal#22l
お 知 ら せ ブ ザーの音屈調節 <d:datanl25.dat#91l 
---------------------

[No. ~OJ 無回答 (6) 

* <d:datnn010.di.ll#4Gl 
* (d:dntanOll.rli.1l#'1Gl 
* <d:datan0]5.dDlt4Gl 
* <d:dalDn022.dati:4Gl 
* <d :datan024 .dat#31 l 
* <d:dalanl21.dat#'1Gl 

[No. 90) 誤答 (1 5) 
水の景に変化のない状態 (d:datanOOl.dal#31 l 
水訊不足 (d:dntnn003.dat#3U
せんた＜物を取り出せ <d:datDn006.dal#,J6)
排水中洗た＜物取り出し OK(d:datan007.dal#46l 
水 ［化が自動的に変化する (d: d a t n n O O 9 . d D l;: 4 G l 
水 が多過ぎる (d:dalDn0]2.dnピ 22 l 
n J:JI, 7Jくスイッチ (d:datan014.dat#S8l 
水 の基本『； (d:dnlan018.dal#5l 
;jく研 (d:dalan021.dal¢:31) 
洗うものと水 足の位置の 1匁係 <d:datnn023.daピ 22 l 
洗た＜物の人れすぎ (d:datan02S.datと3I l 
水(!)貨しが多過ぎる (d:dalanll2。（且 l# 4 G l 
排水と給水を同時に行う <d:dDlan113.dal口84)
水流 切 替 (d:dalanl23 .dat#84 l 
すすぎ (d:datanl25.dal¢¢22l

[No. 90] 正答 (I 8 l 
水菜自動調整しまっせ <d:datan002 .dal#31) 
（作動時の）水拡調節 <d:dalan004 .dat~31) 

水の足の調整 (d:datan005 .dat#31 l 
水紐の調節 <d:datan008.dat#46l
水の荒の調整 Cd:rlatan013,dal#5)
水 ~t の堺減 <d:dalan016.dDt#58)
水砥調節スイッチ (d:d/.llDn017.dat臼5)
淵める水茄の調節ボタン <d:dntan019.dat#84l
7)く他の上下の調節 (d:datan020 .aat#'.-ll l 
水位変更 (d:datan114.dal:;46l
水位 調 節 (d:datnnl15 .rlal:¢:84 l 
水位調整 (d:dalDnll6.dat¢:3ll 
7)(/立国司 :i'i1i(d:dnlDnl 17 .dnl#22) 
水 位調節 (d: d n t n n I 1 8 . d n l:: 5 8) 
水研調節 <d:dntnn 119 .dnl#22) 
水 研 調 整 (d:datDnl20.dnl¢:31l 
水位調節 (d:dalanl22 .dDl=84) 
I]({立乱岡五Ii(d:datanl24.dDl#5) 

----------------------------------------------------------------------------
[No. ~IJ 無回答 (0) 
[No. ~I] 誤答 (4) 

7J'. (l) 悶が減少した状態 (d: d a l a n O O 1 . d a l ;;: fi ,1) 
約水 □(d: da lnnO IO, dn t=97) 
名しし¥ (d:datnnOl~.dat. こ:8) 
似水位で使川して下さし 1 (d : d a l a n O 2'.-l . d a l ;;: り,1)
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[No. 91) 正答 (3 [i) 
・少屈洗い (d:<la lan002. da t;::G,1) 

水訊 不 足 <d:datan003 .dal#G/4) 
水砧調整つまみ、この垢合は低水訊。 (d:dalan004 .dat#G/4 l 
節約モード <d:dalunOO:'i .dul#fi4) 
水が少ない (d:datan00fi.datt97)
水の 不 足 (d:Ja tan007. da l¢197 l 
水を少く洗潅 (d:da tan008. da t:tt97 l 
水兄：が少なすぎる (d:dn lan009. Ja t;¢97 l 
｛氏水位 <d:datnn01I .dul#97l 
水が少な過ぎる (d:datan012.dal#54l
水の開；が不足している <d:dalnn0l~-l.dal#29)
洗耀漕内の水不足 (d:dalan014.dnt#l0l
水 の 不 足 <d:dalanOJG.dul#97l
水 訊 不 足 <d:dalanOJG.dul#IOl
水 1代 不足 <J:Jatan0l7.dat#29l
水 柏 に 水 が l/ 3ほど人っている (d:dnlan018 .dnl#29l 
洗い物が少ない時の水県の表示 <d:dalan020.dnt#G4l
水．州の最低 <d:dntnn02 l .dal#G4) 
水の餓が少な め <d:datan022.dut#97l
少ない水でよい (d:dalan024 .dal#G4) 
水が不足している <d:dulnn02:'i.dul:;:;fi4)
水の量が少 な 過 ぎ る <d:<lntnnl 12 .dnl#97 l 
｛氏水位 <d:dutanl13.dal#8)
~\; • 水位 <d:datanll4.Jal#97l
低水位<d: <la tan l l S. da t#8) 
低水位 <d:datnnl l G .dat;:;G4 l 
低水位 <d:dalanl17.dnt#54l
｛氏：水位 <d:datan118.dat#l0)
{Jt: 水位の洗 い <d:datanll9.dat#54)
低水最 <d:dalanl20.dul~G,1l
低水位 <d:datanl21.dat.:97)
｛氏水位 (d:datnnl22.dnt¢¢8l
｛氏 7)( イ立 < rl : d a t a n l 2 3 . d a t :/:8 ) 
｛氏 ） j, イ立 < d : dn t an l 2 4 . da l#2 9 l 
｛氏水位 <d:dalanl25.dut;;5,J)

----------------------------------------------------------------------------
[No. 92] 無回答 (2) 

• * <d:datan010.dnt=='2:il 
・* <d:dalan022.daU/25l 

[No. ~2J 誤答 (2 0 l 
・糀い中 <<l:<lntnn00::l.dnt#81)

係介 71<. ? <d :<lalan004 .dal=8l l 
水を入れろ <d:datanOOG. dat:/:25 l 
水がせんたくそうに十分たまった <d:datan007 .dat::25) 
水罰を定常に<d: da tan008. <la U/25 l 
洗福のステッブの中で、現在回転中 (d:datan009.dat#25)
洗たく、すすぎ <<l:dntan01l .dal#25l 
すすぎ中 <<l:datan012 .dal:;:;1 l 
水を入れ． ． る 制 限 を 表 し て い る <d:dalan013 .dnl#20 l 
給水完了 (d:datanOJ,1.dat:;:27〉

洗潅物追加投入可能 <d:dalan015 .dat:;25) 
洗椛中の表示 (d:dalan0lG.dal=27l
往水完了 <d:datan017 .dat:#20) 
水槽に半分以上水が入っている (d: d n la n O l 8 . d n l;: 2 0) 
水訊 (d:dutan02l.Jat=8l l 
水訊の位刑を示す <d:dnlan023.dal:i:::ll 
水依はこれでよい <d:datan024 .dat;::81) 
水の不足 <d:dutan025.dat=8l)
,: 沿7}(it<d:datnn120.dat==8I l 

• 水爪 <d:datanl21.dat=2Sl
[No. 92) 正答 (l 7 l 

. 11: 祉 度な水虻 (d:datanOOl.dat:::81 l 
ljt ぐらし¥(/)鼠洗し, (d:rlnt.an002.dat=8l〉

収''.約しモード (d:dutnnOO:i.dat.=81)
111 {, 『Lの水位の洗いボタン (d:datun019.dal=G:i)
．裕'.i :i¥: J1<. 『k(d:dalan020.dat.=8l l 
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水の鼠が適当 (d:datanll2.daピ 25 l 
中水位 (d: d a t a n 1 1'.-l . d a t = G :i > 

巾水位 (d:datanlH .dat;::2:i) 
巾水位 (d:datanl15.dat:;;GS) 
lj 1水位 (d:datanllG.dat:::81)
中水位 (d:datanll7.dal#l> 

ljl 水位 (d:datanll8.dut:;;27l
111 : 水位の洗し, <d:dalanll9.dal#J) 
rj1 ;j'( イ立 ( d : da lan l 22 . da l #G:i ) 
1 j1 ;J'( イ立 ( d : d a t a n 1 2 3 . d u l # G S ) 
巾水位 (d:dalan12'1.dut#20)
巾程度の水紙 (d:dulanl25.dal#l〉

-------------------------------
[No . 9'.-lJ 無回答 (l) 

・* (d:datan022.dul#G4l 
[No. 93] 誤答 (l 4 > 

ソフ ト 洗 い (d:dalan002.dal#1G)
内容物不足 (d:dntan003 .dat#l Gl 
水 屈 調 節 (d:datan004.dut#lG) 
浣 i附 lれであることを示す <d:datanOOS.dul#lG)
水を入れて下さい <d:dulanOOG .daU;G4) 
水限をもとの景に <d:datan008 .dat#G4) 
現在洗福中 <d:dalan009 .dat#G4 l 
給水口 <d:dntanOIO.dal#G,1)
給水完了 <d:dntan01'1.dnUt8l)
水が適誠 <d:datanOJS.dat#G,1)
洗怖中 (d:datanOJG.dat#81)
すすぎ (d:datan019.dnl;::25)
多くの水で <d:datan024.dat#JG) 
水が不足している <d:dutan025.dat;:;J6)

[No. 93] 正答 < 2 4 l 
これ以上水を入れられない状態 (d:dalanOOl.dat#lGl 
澁 水 状 態 <d:datan007 .dat;:;G4) 
轟水位 (d:rlatan0ll .dat#G4) 
水が多過ぎる <d:datan012.dat#39)
いれる水の制 賑を示している。これ以上はいれれない <d:datan013.dat.;77)
饂j水状態 <d:datan017.dal#77) 
水槽の 2/は以上水が入っている (d:datan018.dat#77)
水限が多い (d:datan020.dat#lfil
最莉の水位 (d:datan021.dal¢¢1G)
水位（高水位を表す） (d:datan023.dat#39) 
水の星が多過ぎる (d:datanll2。dati¢G4l
翡水位 (d:dntnnll3.dal¢=25l
翡水位 <d:datanll4.dat#fi4)
柏j・水位 (d:datanll5.dat:/=25) 
水の堡（高水位） <d:datanll6.dal#lG) 
高 水位 (d:da tan 117. da t=39) 
1闘水位 (d:datanl18.dat;::8]) 
j:・:; 水位の洗い (d:datnnl19.dat;:39) 
閻水 (d:dutnnl20.dat;JG)
最邸水位 (d:dalanl21.dat.;:G4)
高水位 (d:datanl22.dal=25l
闘水位<d : data n l 2 3 . du l ;= 2 :i l 
泊jブj,(イ立 ( d : d a t a n l 2 4 . d a t = 7 7 ) 
開j7], {立 (d:dalanl25.dat=39)

----------------------------------------------------------------------------
[No. !JO 無回答 (s) 

* (d:dalanOOり。 dal==77l
* <d:datan010.dat=4l 

• * (d:datan01S.dat=4) 
• :;: (d:datan022.dat=4) 
• * <d:datan02S.dat;;77〉

[No. ~,1J 誤答 (32 l 
色 物の衣類と白 い衣 類と 分け て洗っていない状態 (d:di.ltanOO I .di.Jt;;77 l 

寸 すぎ (d:dulon002.dat=77l
すすぎ (d: du t a n O O :1 . d a l¢7 7) 
でどし＼三ゴレの「］もの（コットン？）の洗樹のための水流調整 (d: data n O O 11 . d ,1 t = 7 7 
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T シャツのせんたく時間を示す <d:dalanOOG.dal.;4)
かんそうボタン <d:dalan007 .dal#,1 l 
乾蝕スタート <d:datan008 .dal#4 l 
木綿類のみ 洗 濯 可 能 <d:datan009 .dal#4 l 
洗たくの強さ <d:dalanOl 1 ,dal#4 l 
すすぎ叶1<d:dal1.1n012.dat#65l 
脱色するものは別洗いにする <d:dnlan013.dal#:i9l
襟白剤使用 <d:dalan014.dal#52l 
名¥;1花 Iれ<d : data n O I G . d a l ;±S 2 l 
白いシャツのみの洗 7111<d:datan017.dat#'.-l9l 
水が汚れている（洗燿液） < d : d a t a n O I 8 . d a t #'.i 9 l 
洗流可能 <d: da tan020. da l#77} 
1; 氾燥機 <d:datan021.dat#77l
白いもの が洗えます <d:datan023.dal#GSl
洗罹中 <d:dalan024 .dal#77 l ― 

洗泌！中 <d:dnlanl 12 .dal#4 l 
洗怖している状態 <d:dalanl 13 .dal#SGl 
洗耀 <d:datanl14.dat#4l 
すすぎ <d:datanll:i.dal#:iGl
沿し針11 <d:dnlan!JG.dnl#77l 
すすぎ <d:dalanl17.dal#GSl 
すすぎ <d:datanl 19 .dal#65 l 
すすぎ <d:datanl20.dal#77l
脱水漕 <d:datanl21.dal#4l
すすぎ <d:datanl22.dat#:i6)
すすぎ<d : data n l 2'.-l . ci at# 5 G } 
すすぎ <d:datanl24.dat¢139l

・JmJJc (d:datanl25.dat#G5) 
[No .. 9,IJ 正答 (2} 

・衣服を洗うときの時間調節ボタン <d:dalan019.dal#56l
汚れ洗い調節 <d:datanl18.dat;:;52} 

---------------------------------------------------------------------------
[No. !JS] 無回答 (8) 

・* <d:datan00S.dat#:i2} 
* (d:datnn006.dal#lG〉

* <d:datan007.dat¢:lfil 
* (d:datan0JO.dat#l6} 
* <d:dalan022.dat;:1Gl 
* <d:dalan025.dat;=52) 
* (d:datanll5.dat~88} 

・* <d:datanl22.dal;±88l 
[No. 9:iJ 誤答 < 2 1 l 

・色落ちしやすい衣類 (d:datan00l.dal#52〉

綿類を洗えます <cl:da lan002. da l#S2 l 
)Jll J)(. Iド<d: da tan003. da t#52) 
コッ トンで色ものの洗罹のための水流選択表示 <d:datan004.dat出52 l 
貌蝕機を止める <d:datan008.dal#l6l
欧派物は人れるな (d:datan009.dat;;JGl
よごれのひどいもの <d:datanOll .dat#lGl 
｛史）月 1i1< a : d a l a n o 1 2 . d a t ;:: 1 3 l 
セーターは別洗いしなければな ら な い (d:dalanOJ3.daU:36}
色、ガラ も の の 洗 涸 <d:datan014 .dal点93 l 
色つきの服の洗福用 <d:dalanOJ5.dat;:;lGl
シャツ用の同転 <d:datanOl 7 .dnt='.-lfi) 
色物は色落ちする (d:dDlDn0]8.dat=3G)
衣類の乾 燥 ス イ ッ チ <d:datan0l9.dat=88l
洗耀不可 <d:datan020 .dat=52 l 
乾燥機 <d:dalan021.dat=':i2l

・ 洗 た ＜ 可能な衣料の種類 (d:dalan023.dnl='l3l
．）悦水がまだ <d:datan024 .dal;:;52 l 

すすぎ中 <d:datanll2.r且 l;::l G l 
脱水をしている <d:dalanll3.dat=88l

・ 汽 ¥?t1礼阿 (d:dotanl21.dat=JG)
[No. リり］正答 (1 0) 

．汎洲中 (d:datnn01G.dat=93)
i叫 i清"(d:datanJl,1.dut=JGl
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洗珈 (d:dalanl1G.dill;:fi2l 
名［し, < d : d a t a n I l 7 . d a l ;:; I'.-l l 
（汚れ）洗 い <d:dalanl18.dal#93) 

各1しし, <d:datanll9.daltl3l 
lりしし, <d:dntnnl20.dal#:i2) 
名1したこく < d : d n l u n l 2 :-l . d a t # 8 8 l 
名しし 1 <d:dc.Jtanl24.datt3G) 
沿しし 1 <d:dalnn12S.dattl3) 

ー-------------------------[No. リGJ無回答 (7) 
* <d:dalun010.dc.Jl#l2) 
* <d:dalun0J:i.dal#l2l 
* <d:datan021.dal#:i4) 
* <d:datan022.dul#l2) 
* <cl:datan02S.dal#:i4l 
* <d:dc.Jtunl22.dat#70) 
* <d:dc.Jtunl24.dul#4:1) 

[No. リGJ誤答 < 2 l) 
他の色が付きやすい衣類 (d:datan001.dat#54l-
脱水中 <d:dalan002 .dali=:i4 l 
脱水完了 (cl:da lan003. du l;:;:i4) 
コットン、白 も の の 洗 耀 0)ための水流選択表示 <d:datun004 .dat#54) 
夏物用の洗糊モード (d:datan005 .dut#54〉

＇「シャツはせんたくするな <d:dalanOOG.dat#l2)
かんそう器の起動 <d:dutan007.dat;:12)
点し燥機スタート <d:datan008 .dat#l2) 
木綿製品の洗 罹 が 可 能 (d:datan009.clat#12l
糀糀機で洗っている (d:dalan012.dat#27l
!'Iい物は別洗いにする <d:datan013.dal#43)
すすぎ終わり <d:dutan014.dat#61)
洗福中 <d:dalanOJ6.dat#Gll 
白シャツの洗椛 <d:dutun017.dat#43l
すすぎ終了 <d:dalt1n018.dat:i:43)
衣類の乾燦 <d:dalan019.dal:;:70l
洗耀可能 <d:datan020.dnl#S4l
洗た＜可能な衣類の種類 <d:datun023.dat#27)
脱水完了 <d:dc.Jtun024.dat#54)
位、燥中 <d:dalanl1'.Ldat;:±70) 
位，h屎槻 (d:datanl21.dal;±l2) 

[No. %]正答 （］］） 

す すぎ <d:dutan01 l .dat=l2) 
す すぎ <d:datanl12.dat=l2) 
すすぎ (d:<la tun 114. da t:;: 12) 
す すぎ <d:datanllS.dat.;:70)
すすぎ <d:datanll6.dat¢¢S4 l 
す すぎ (d:datanll7.<lat#27l
す すぎ <d:datanll8.dnt=61)
す すぎ (d:dntanll9.dat;:27l 
すすぎ <d:datan120.dat巧 4)
すすぎ <d:datanl23.dat#70l
すすぎ (d:datanl25.dat出27) 

----------------------------------------------------------------------------
[No. !.l7J 無回答 (1) 

・* (d;dGlan022.dGt#l9l 
[No. 97] 誤答 < 2 3 > 

水の星が減っていく状態 (d:dGlan001.dat:;:3Gl
枡,71'(d : d a t n n O O 2 . d a t ;:'.-l G l 
水鼠 不 足 (d:datanOO'.-l. dGt;:::-JG l 
減水のための表示 <d:datan004 .dal:;:'.-lGl 
水限を減らす <d:datanOOS. dat=3G l 
烈白済を入れろ <d:datanOOG .d3l;;:J 9 l 
水の星を減らす (d:dGl3n008.dGl=l9l
水がはねるのでふたをすること (d:rlalan009.dut;::19l
水が少な過 ぎる (d:dalan012.dst;::4Sl
1ド を こ れ 以上入れて洗耀してはいけない (d: d a t a n O l :-l . d a l :;;: 3 8 l 
汎剤投入指示 (d:dalnn014.dal=2Gl 
；訊i1f (d:dulan01!i.dal=19l 
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沈剤を入れる (d: d a t an O tfi . 訳門デ包{j-)

水が多すぎる <d:datan018.dat;:;38l
排水ボタン <d:datan019.dal#38l
水訊を下 げ ろ の 表 示 <cl:da lan020. dn l#36 l 
水訊の最低 <d:datan02l.dal#3Gl 
水限を減らして下さい (d:datan023 .dal:/145) 
水が不足 <d: du lan024. da l#3G) 
水不足<d : d a t a n O 2 !i . d a l#'.-lG) 
水訊を減らせ <d:dalanll2.dal#l9l
給水をする必要あり <d:datanll3.dat#38l

• 最高水位 <d:dalanl21.dal#l9l 
[No. 97) 正答 < 1 S l 

・Yl:7/<叶1 (d:datan007.dat#l9l 
給水口 <d:datan0l0.dnl#l9l
H.1)(<d:datan0ll.dal#l9l 
水の追加 <d:datanOJ 7 .dat#38) 
糸介 7]( <d :dalan l l4 .dnl#l 9 l 
係介 ;)( <d :dntanl l 5 .dal#38l 
紺¥71< <d:datanl1G.dat#3Gl 
糸介 7)( <d :datan l l 7 .dal#4!i > 
nJ女―:,J<<d:dnlanll8.dal#26l 
給水ボタン <d:datanl19.dal#4Sl 
水をたす (d:datanl20.dat#36)
水 を 入 れる <d:dntanl22.dal#38l
糸介 ;J, <d :dalanl23.dal#:-l8) 
紺i:I)(<d :dalan l24 .dal#'.-l8 l 
糸介 1}( <d :datan1 25 .dal#4Sl 

---------------------------------------------------------------------------
[No. 98) 無回 答 (2) 

・* <d:datanOJfi.dnt::27) 
・* <d:datan022.dat~27) 

[No. ~8J 誤答 < l O l 
• 水 の兄が減少している状態 <d:dntan001.dal¢:7'!)

洗剤いれろ<d : d a t n n O O G . d a t¢; 2 7 l 
・Jm :i), < d : d a t a n O O 9 . d a t # 2 7 l 

脱水スイッチ <d:datan010.dal#27)
水が少な 過ぎる <d:dalan012.dat#G8)
水が多すぎる <d:datan018.dal#l)
水梵の最席 <d:dalan021.dnt=74)
水が多すぎる <d:dalnn024 .dal#74 l 
水の不足 <d:dntan025 .dnt#74 l 

・給水する必要がある <d:datanl 13 .dal#l5) 
[No. 98) 正答 < 2 7 l 

．卦1°;)(<d:dalnn002.dnl#74>
J.11, ;J(q, (d : d a t an O O 3 . d a t ; 7 4) 
水訊を中品 か ら 少 凪 に す る た めの表示 <cl:datan004 .dat:;:;74 l 
排水中を示す (d:dalan005.dat#74l
排水中 <d:dalan007 .dnt:;;27) 
水を抜く <d:datan008.dat:!¢2i)
す非水 <d :datanOl 1 .dat二27) 
排水をし｀ている <d:dntan013 .dattl〉

す:JI,7}((d : d a t a n O l ,1 • d a t ;; 8 9 l 
排水 <d:dntanOl 6 .dat;:89> 
4非水 <d:datan017 .dal=l l 
排水ボタン <d:datan019.dal#l5〉

水培減らせ <d:datan020.dalご7,1) 
水位を下げ て 下 さ い <d:datan023.dat#G8)
水の紐を滅らす <d:dalanl 12 .dal;¢27l 
すJI:7)く <d:datanll4.dal==27l
排：水 <d:dalLlnl15.dal¢¢15l 
排：水 <d:datanllG.dat=74)
J:JI, 7Js:: < d : d a t a n l l 7 . d a l ;:: G 8〉

すII';)(<d : d a t a n I l 8 . d a t :: 8 9 l 
JW 7)(< d : cl n t n n I I 9 . d a t = G 8 l 
JI! !],(< d : d cl t u n 1'.2 0 . cl a t = 7 4 l 
ti! I)(<d:datanl2l .dat::;27) 
れI1/, < d : d a t n n 1 2 2 . d a l = 1 !i) 
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排水 (d:datnnl23.dat::J5>
甘r;J¥<d:dalanl24.dat::IJ 
甘r7t (d:dalanl25.datt68) 

-------------------------------------------------------
[No .'.J'.J J無回答 (0) 
[No. 99] 誤答 (r;) 

• 水は ね に 注意すること (d:rla tnn009. da l:/159 > 
すすぎ中 <d:dnlan012.dnl#97)
水流 の 種 類 <d:datnn0t4.dnl#l4l
脱水機不良 <d:dalDn018.dat#l0)

• うずまき水流 (d:dalan024.dal#91) 
[No. 99] 正答 (3 ,j) 

・1H2 J]'((d : d a t a n O O l . d a t # 9 1) 
Jm JJ< (d:d_atan002.dal¢:94> 
！脱 71'rp< d : d n l u n O O 3 . d a t # 9 4) 
脱水動作ボタンあるいは 1l枕水中であることを示す表示。 <d:dalan004.dal#94 l 
脱水ボタン (d:dalanOO!i .dal#94 l 
Im ;J" (d : d a t a n O O 6 . d a t # 5 9 > 
脱水機起動 <d:dntan007 .dat¢:'59) 
脱水器 (d:dalan008 .dal#:i9 l 
脱水スイッチ (d:dalan010.dat#59)
11兒ブj((d:datan0ll.dat#59l

・脱 水 を し ている (d: d D t n n O I'.-l . d n l # l O l 
・脱．水槻能 (d:datanOJS.dat#59>
・)Ht * 1p < d : d n t n n O l G . d n t. # 1 4) 

lm .l_k < d : d a l a n O l 7 . d a t # l O l 
脱 水ボタン (d:datan019.dat#7)
1m * ( d : d a t a n o 2 o . d a t # 9 4 > ヘ・

.)Jlt水機 (d:datan02J.dat:::94) 
• Jm * (d : d a t a n O 2 2 . d a t¢i s 9 > 

）］兄 7.k(d:dntan023.dnt:¢:97) 
脱 水を表す <d:datan02S .dat#94) 
) ml]'(<d:datanl12.dat;;59l 
脱水をしている <d:datanll3,dal#7)

・1m 7_k (d : d a t a n l I 4 . d a t ;; :i 9 l 
)llt ;J" (d : d a t a n 1 1 5 . d a t # 7) 
）悦 71'(d:datDn116.dat;::'9,1)
Im 7_k (d : d a t a n l l 7 . rl a t ;:; 9 7) 
1m ;](< d : d a t a n 1 l 8 . d a l :;: 1 4 l 
附iJK<d:datan1l9.dat#97) 
flll、7}((d:datnnl20.dal#94)
Jm ?.K (d:dntnnl21.dDl#59l 
)JIG J)¥ (d : d a t a n 1 2 2 . d a l # 7 > 
I札7,k(d:datanl23.dat#7) 
Im 71'(d : d a t D n I 2 4 . d a t # I O l 
＂礼 7,k(d:dntanI25.daU:'97l 

-------------------------------------, ―--------------------------------------
[No.100] 無回答 (0) 
[No. 100) 誤答 (l 2) 

• 水流が一番活発な状態 (d:datan001.dat;:38l
阿転方向り］かえ付 (d:dalan003:dat#38>

・ 「からまん枠」を伴った洗舒［作動あるいは、からまん枠機能のある洗蔀機であるこ

とを示す表示 (d:datan004.dat:;:38> 
・うずまき同転する (d:dalan007 .dat:;;7) 

阿転方向変更 (d:datan008 .dat:;:'7) 
洗椛物がひっ かか って うま く回 らなくなっている (d: d a l u n O l 2 . d n t :;:; :-l :i) 
洗濯物をしぼっている (d:datan013.dat#S2>
汎材t中 (d:datan017 .dal=52) 
水槽 の 内 側と外側で回転が逆 (d:dntan018.dnt;::52l
Jm 71'(d:datan022.dat;:7〉

水流の切りかえ<d : d D tan O 2 3 . d at:: 3 S > 
・うずまき <d:dalan122.dat:::92>

[No. lOOJ 正答 < 2 7 l 
・阪転水流 (d:dalan002 .dal=38 l 

州；同転をすることを示す (d:datan005.dat;:;38>
詞転方向を変えながらせんたくする (rl:datanOOG .rlut;:;7 l 
水沿が反転すること (d:dnt.an009.d::it.=7l
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洗濯時左右両回転するモード (d:datanOlO.dal;:7)
反転 <d:dnlnnOl l .dal;:7 l 
水流の種類 <d:dalan01~.dcilt7G) 
れまわりと左まわりの両回転する <d:datan015 .dali:7 l 
水流が正転反転とこうごになる <d:dalanOIG.dal#7Gl
反 転させて洗うボタン <d:datan019 .dat::'.32) 
水流が途中 で 逆 詞 転 す る (cl:dntan020 .dut;:;38 l 
逆 111)転 する <d:dalnn021.dat#;-l8)
水流が変化する（反転） < d : d a t a n O 2 4 . d a t ;:t :-is) 
水流が逆にも 1月lっていることを表す <d:dnlan025 .dal~38 l 

.)又転 <d:datanll2.dat:;7〉

）又 1伝 <d:dalanll3.dal#92> 
反転 水 流 <d:datanl14 .dal=7l 
）又他伝 <d:datanl15.dalt92l 
反転 水 流 (d:dalanl!G.dal#38〉

）又吼云 <d :dalnnl 17 .dal#3Sl 
阿転途中で反転 (d:dalanl 18 .dal#7G l 
反転 (d:dalanl19.dal#35) 
反転 (d: d a tan l 2 0 . du l #~-l 8) 
反転 <d:datanl21.dulf7l
逆水流 <d:dalnn123.dnt#92)
）又肋伝 <d:dalnnl24.dut#S2〉

水がどちらの向きにも交互い回わる <d:dalanl2:i.dal#35)
----------------------------------------------------------------------------
[No.101] 無回 答 (1) 

• * <d:datan022.dat#70) 
[No.IOI] 誤答 < G l 

• [HJ始スイッチ (d:dalan010.dal#70l
Im ;J< < d : d a t a n O 1 2 . d a l :/= G O) 
水流の種類 <d:dalan0l4.dat#G4)
水流切りかえ（弱水流） (d:dalan023.dal#60) 
すすぎ中 <d:dalan112.dal;:70)

・すすぎ <d:datanl21.dal¢:70l
[No.10I J正答 (3 2 l 

• 水流が一定方向に回っている状態 <d:datanOOJ.daUi'lOl) 
一方向回転水流 (d:datan002.dat;JOJ)
阿転方向が 1方 向 で あ る こ と の表示 <d:datan003.dat;;JOI)
水流の表示 <d:datan004.dat:;;101 l 
単ー一方向回転モード <d:dalan005 .dat:::101 l 
一方向性せんたく (d:dolon006.dat#70)
うずまき同転 （ ゆ る め ） の s el o ct <d:datan007.dnt:;:;70) 
水流（同 転方向を）反転しない (d:dalan008.dal#70)
ーガ向的水 流 (d:datan009 .dal:¢7。）
反転しないモード (d:dalan011.dat#70)
水 が 左 方 向にまわっている <d:dalan013.dal#84)
一方向回転 (d:da lanO l S. da t:#70) 
水流が一方向に回る <d:datanOlG .dat=G4) 
一方向 0)みの回転 (d:datanOJ7.dat;:84l
水槽の中は 右回りに回転 (d:dalan018.daピ 84 l 
水流が一方向のみ（反転でない） <d:dalan019.dat;;54l 
この方向に水流があることの表示 逆流はない <d:datan020 .dal=lOl l 
・ 方 向 しか回転しない (d:dalan021.dnt¢¢101l 

水杭は一方向のみ <d:dalan024.dat;::JOJ l 
水流が一定の方向である (d:datan025 .Jal#lOl l 
洗罹檄がうずを巻いて衣服を洗っている <d:datanll3.dat=5~l
うずまき水流 (d:dulanl14 .dalごiO) 
うず巻回転 (d:datanl15.dat:;:ri~) 
うずまき水流 <d:dntanlJG.dal;:;101 l 
うず巻き (d:datanl17.dul#60l
うずまき同転 <d:datanl18.dal;±G1 l 
洗い（禍巻 き） <d:datanl 19.dat:;'GOl 
訓！同転 (cl:datnnl 20 .dat=lOl l 
1111 咀公 ( d : datan 1 22 . dal:::S4 l 
・'1 ず まき <d:dalanl23.dal二54 l 
水流が一定方 向 Cd:dalan121 .dat:::8,1 l 
うずまき (d:dalan12:i.dat=G0l

----------------------------------------------------------------------------
付図 Il-3 命名内容一覧 (65/65)





IJ . IV 評定実験データ入力結果（付医 II-4) 
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付図 II-4 評定実験データ入力結果の例 (1/ 2) 
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付図 II-4 評定実験データ入力結果の例 (2/ 2) 
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付図 Il- 5 集計結果の例 (1/ 7) 
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付図 II-5 集計結果の例 (3/ 7) 
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付図 IJ-5 集計結果の例 (4/ 7) 
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94 l 3 1 1 4 
95 1 4 2 4 4 
96 1 ］ ］ l 5 
97 4 1,1 1 7 13 
98 1 4 5,1 1 G 2G S l 
99 20 92 33 GS 73 

1 0 0 1 4 GO 22 34 52 
1 0 1 20 78 26 50 70 

イメージ一致度評定実験

刺激数 101 
刺激 予備知識の イメージ 認知頻度 複雑さ

番号 有無合 計 一致度合計 合計 合計

1 27 67 75 63 • 
2 35 、J2 1 87 83 
3 25 77 0 72 
4 33 l 2 5 74 87 
5 57 1 4 4 123 98 
6 Jrりf.. I 3 2 1 I 3 90 
7 41 1 01 72 89 
8 29 83 52 67 ， 67 1 S 7 1 S 2 ]00 

l 0 57 147 108 96 
l l 25 73 4 5 66 
l 2 59 l 5 6 130 98 
1 3 4 2 12 4 79 87 
1 4 46 139 1 0 2 95 
l 5 4 4 ] l 9 109 88 
16 33 108 87 88 
I 7 36 123 8 /4 87 
1 8 39 1 1 8 G9 94 
19 39 13 3 G4 97 
20 36 94 lOi 72 
2 1 28 86 63 82 
22 3 1 96 60 84 
23 68 147 168 96 
24 70 1 5 0 l 6 6 97 
25 63 1 0 7 ]56 76 
26 59 11 4 152 87 
27 45 73 1 l 3 63 
28 25 50 4 6 60 
29 35 92 100 85 
30 43 99 133 86 
31 33 105 88 9 1 
32 26 78 35 66 
33 29 79 38 73 
34 33 1 1 3 、37 90 

35 25 82 4 0 74 

36 25 76 33 78 

37 29 94 34 84 

38 4 5 l 4 2 74 97 

39 4 5 l 3 3 1 1 1 88 
tj 0 25 71 37 75 

4 1 30 G7 G7 64 ． 
4 2 27 9S 7 4 79 

43 26 54 SB 62 

4 4 55 1 4 S 1'.-lS 98 

15 3 1 l O 5 67 68 

46 29 90 ri 0 l O l 

47 4 0 1 l :-J GS 82 

48 27 88 4 7 74 

~9 ~2 I 3 8 8G l O 0 

so 3G 12 7 7 ,j 100 

!} l ~,j 1~;j 87 99 

付固 II-5 集計結果の例 (6/ 7) 



S2 35 93 9 l 85 
53 27 8 l 6 l 73 
54 28 98 72 79 
55 37 J l 2 82 92 
5G 25 76 59 G 1 
57 29 92 G5 8 1 
58 29 93 65 76 
59 25 89 73 76 
60 28 1 1 3 90 91 
G l 28 93 54 92 
62 27 74 4 4 79 
63 25 73 56 69 
64 3 1 85 5 l l O l 
65 25 55 5 1 60 
GG 25 G2 ~5 73 
67 25 GS 4 0 84 
68 2S G::l 4 0 88 
69 56 1 5 G l l 2 100 
70 35 1 0 G 85 83 
7 1 35 l O 0 88 8 1 
72 54 143 125 96 
73 30 1 I 4 66 87 
74 29 106 75 84 
75 28 90 58 87 
76 25 92 45 91 
77 28 89 52 93 
78 29 98 64 85 
79 55 131 135 95 
80 26 77 52 77 
8 1 33 1 1 8 65 90 
82 25 75 59 58 
83 25 63 4 4 83 
84 40 11 7 120 93 
85 37 1 0 l 87 82 
86 30 97 64 85 
87 4 1 1 12 G4 95 
88 40 106 94 80 
89 30 1 0 l 79 70 
90 33 12 1 7 1 95 
9 1 4 6 1 4 5 75 95 
92 38 121 70 89 
93 4 1 132 69 91 
94 25 4 4 50 72 
95 28 83 57 84 
96 28 77 57 79 
97 30 123 66 95 
98 40 l 3 2 GS 99 
99 48 147 86 99 

100 45 139 83 95 

l O l 43 132 87 88 

付図 II-5 集計結果の例 (7/ 7) 
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TI • VI 相関係数算出結果（付図 II-6) 

(a) 正答率とイメージ一致度の相関係数

（第 1データ：イメージ一致度 第 2データ：正答率）

ファイル名 ： b:$$ic.stk 
第 1データの平均 値 ml = 4.117822 
第 2データの平均値 m2 = 26.178218 
第 1データの分散 sl = 1.192356 
第 2データの分散 s2 = 839.136555 
第 1データの標準 偏差 ssl = 1.091950 
第 2データの標準偏差 ss2 = 28.967854 
相関係数 r = 0.785056 

(b) 正答率と経験頻度の相関係数

(C) 

（第 1データ：経験頻度ー第 2データ：正答率）

ファイル名 ： b:$$ec.stk 
第 1データの平均値 ml= 3.04059/4 
第 2データの平均 値 m2 = 26.178218 
第 1 データの分散 sl = 1.535085 
第 2データの分散 s2 = 839.136555 
第 1データの標準偏差 ssl = 1.238985 
第 2データの標準偏差 ss2 = 28.967854 
相関係数 r = 0.731005 

イメージ一致度と経験頻度の相関係数

（第 1データ：経験頻度 第 2データ：イメージ一致度）

ファイル名 ： b:$$ei .stk 
第 1データの平均 値 ml = 3.040594 
第 2デ ー タ の 平 均値 m2 = 4.117822 
第 1データの分散 sl = 1.535085 
第 2データの分散 s2 = 1.192356 
第 1データの標準偏差 ssl = 1. 238985 
第 2 データの標浬偏差 ss2 = 1.091950 
相 関 係 数 r :== 0.649476 

付図 Il- 6 相関係数算出結果の例



II • VII 相関図表示出力（付図 II-7) 
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付 図TI-7 相関図表示出力の例

慶し



） 付 録 田

m. 実験に用いたプログラム

ID. I 乱数発生プログラム（付図ill- 1) 

ID. II 実験に用いた乱数系列（付図 ID-2) 

ill. ill 1分タイマプログラム（付図 ill-3) 
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ill. I 乱数発生プログラム（付図田一 1)
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REM----- Random Number Prces~er -----
REM***** Rnge of Random Numbers***** 
CLS 3 : INPUT "Please input range of random numbers. 
REM***** Nnmber of Loop Times***** 
INPUT "How many random number groups do you need? 
REM***** Initial Condition Set***** 
DIM A (N l 
T$=TIME$ 
B=O 
REM***** Random Source Set***** 
FOR I=l TO 8 

TEMP$=LEFT$<T$,ll 
IF TEMP$=":" THEN *PASS 
B=B+YAL<TEMP$l 
*PASS 
T$=RIGHT$<T$,LEN<T$l-ll 

NEXT I 
RANDOMIZE<Bl 
REM************************************ 
REM* Random Number Processing * 
REM************************************ 
REM ##### Groba I Loop ##### 
FOR Z=l TO NLOOP 

*RECALC 
REM ***** Dimension Clear***** 
FOR I=O TO N-1 : A<ll=O: NEXT I 
*LOOP 
REM ***** Random Number Processing***** 
C=FIX<RND*<N+J l l 
REM ! ! ! ! ! Same Number Check.!!!!! 
FOR I=O TO N-1 

IF A<ll=C THEN *LOOP 
IF A<ll=O THEN *EXIT 

NEXT I 
REM ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! 
REM***** Exit from ! ! ! Loop***** 

*EXIT 
A< I l =C 
CLS 3 : PRINT"ただいまけいさんちゅう ":PRINT:PRINT
IF I <N THEN *LOOP 

REM///// Sequential Number Check///// 
FOR I=l TO N-1 
IF A<I-ll=A<ll+l OR A(l-ll=A<ll-1 THEN *RECALC 
NEXT I 
REM !l!!!!!l!l/!l/!!l!!!l!!!!l!!l!l!!!I 
REM$$$$$ Print out Routine$$$$$ 
FOR I=O TO FIX<N/8)+1 

FOR J=O TO 7 
REM************************************ 

PRINT TAB<J*lOl;A(l*B+Jl; 
LPRINT TAl3<J*l0〉;A(l*B+Jl; 
IF <l*B+J+ll〉=N THEN *E 

NEXT J 
PRINT 
LPRINT 

REM$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$$ 
NEXT I 
REM************************************ 
*E 
PRINT 
LPRINT CHR$<&HC> 

NEXT Z 
REM####################### 
END 

付図III- 1 乱数発生プログラムリスト
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ill. II 実験に用いた乱数系列（付図m-2) 

(a) 命名実験に用いた系列

・A 1 
92, 19, 23, 81, 54, 42. 35, 8, 76, 36 

28, 80, 95, 47, 60, 34, 21, 77, 33, 82 

84, 90, 58, 7, 41, 45, 96, 4, 44, 37 

68, 30, 78. 16,100, 61. 14. 63, 93, 87 
15, 27, 49, 20, 97, 70, 38, 72, 39, 79 

25, 53, 18, 91. 71, 73, 32, 62, 67,101 
85, 26, 86, 83, 94, 69, 65, 98, 29, 64 

ii i 
75, 88, 24, 55, 66, 46, 50, 10, 48. 12 

22, 57, 59, 3 , 3 1 , 2, 9, 1. 13, 5 

8 9 , 6, 52, 17, 51, 40, 99, 56, 43, 1 1 

74 

• B 1 

79, 72, 30, 94, 86, 20,100, 9, 27, 15 
25, 96, 49, I. 54, 95, 73, 26, 97, 57 
71. 39, 50, 81, 92, 84, 98, 7, 56, 83 
33, 21, 52, 17, 74, 44, 53, 24, 82, 60 
41, 77, 4, 36, 65, 90, 14, 70, 59, 22 
37, 66, 58, 63, 55, 2, 61. 40, 99, 11 
89, 68, 13, 93, 35, 19, 51. 62, 23,101 
3 4, 6 4, 5, 18, 16, 32, 75, 31, 43, 12 
48, 69, 42, 67, 87, 10, 8, 80, 47, 28 
46, 6, 4 5, 3, 78, 85, 91, 38, 88, 29 
76 

・C 1 

98, 31, 9, 66, 90, 56, 27, 79, 21. 99 
4 3, 7 4, 15, 71, 76, 24, 84, 20, 68, 92 
83, 89, 39, 23, 82, 70, 18, 54, 91, 26 
51. 40, 58, 53, 65, 95, 33, 97, 94, 61 
78, 3, 96, 47, 6, 80, 22, 75, 85, 36 
49,100, 13, 41, 64, 46, 48, 28, 34, 42 
25, 57, 62, 38, 35, 1. 81. 10, 8, 50 
29, 77, 52, 67, 17, 1 1 , 9 3 . 2 • 12, 8 8 
37, 30, 59,101, 19, 60, 55, 5, 69, 32 
63, 72. 16 , 4 4 . 7, 4. 8 7. 14, 86, 73 
45 

付図 III-2 実験に用いた乱数系列 (1/ 4) 



・D l 

37, 80, 66, 21, 60, 31, 75, 67, 28, 91 
77, 14, 55, 99, 7, 33, 13, 24, 29, 1 0 
50, 11. 45, 89, 68, 97, 92, 20, 78, 62 
54, 49, 46, s. 35, 87, 84, 41, 59, 25 
47, 65, 57, 70, 44, 51. 74, 17, 61. 39 
15, 94, 34, 38, 1 9 , 2, 81. 90, 79, 1 ． 
96, 86, 36,101, 73, 56, 22, 85, 82, 43 

！ 32, 76, 9, 52, 48,100, 30, 69, 12, 6 3 
93, 3' 8, 16, 58, 27, 72, 64, 98, 6 

., 

40, 18, 9 5, 4, 26, 42, 83, 53, 23, 71 
88 

・E 1 

30, 82, 32, 45, 70, 46, 99, 91, 74, 34 
50, 33, 42. 16. 9 8. 11 , 3 6會 84, 4, 8 9 
58. 8 0, 1, 14, 93, 83, 85, 31, 39, 67 
2 4. 57, 8. 1 2 , 5 , 2 8 , 2, 97, 73, 21 
64, 53, 9, 88, 76, 78. 55, 71, 52. 10 
49, 54, 68,101, 6, 94, 26, 56, 44, 61 
40, 37, 27, 75, 92, 15, 87, 17, 47, 96 
23, 69, 48, 19, 62, 86, 3, 29, 25, 13 
38, 20, 77, 90, 18, 59, 66, 95, 22, 7 
81,100, 63, 79, 72. 60, 51, 65, 41. 35 
43 

・0 1 

4 8 , 5 5 , 2 2 , 4・0 , 3 2 , 12, 83, 28, 43, 75 
10, 78, 89, 81, 76, 93, 31, 16, 34, 57 
56, 46, 52, 49, 8, 59, 29, 82, 66, 73 
90, 63, 36, 84, 69, 97, 14,100, 6 • 19 
13, 9, 27, 67, 65, 17, 15, 54. 18, 4 4 
24, 95, 88, 96, 53, 2 , 2 1 , 3, 58, 86 
23. 1, 11. 91, 74, 70, 60, 26, 45, 77 
42, 64, 51, 98, 47, 62, 94, 35, 4, 5 0 •, 
92, 87, 79, 80, 5, 85, 25, 41, 33, 68 ,,, 
39, 20, 72, 99, 30, 7. 61, 37, 38, 71 

1 0 1 ． 

付図rn-2 実験に用いた乱数系列 (2/ 4) 



(b) 評定実験に用いた系列

・A2 

89, 38, 63, 12, 79, 32, 91. 52, 4, 2 5 
27, I O , 13, 62, 69, 34, 47, 84, 5, 65 

101, 85, 48, 14, 60, 46, 35, 1, 37, 42 
6 • 3, 49, 20, 11, 23, 68, 56, 54. 75 

64,100, 41, 43, 19. 31, 82, 77, 2, 21 

ti 
18, 33, 99, 15, 98, 67, 39, 8], 76, 70 
83, 2 9, 17, 97, 53, 26, 96, 88, 40, 30 
57, 90, 59, 45, 51, 71, 1 6 , 9, 61. 55 
72, 66, 7, 73, 50, 24, 44, 28, 93, 95 
80, 86, 36, 92, 22, 58, 7 4, 8, 94, 87 
78 

'. B 2 

50, 85, 91, 45, 10. 38. 66, 18, 11. 4 3 
2, 67, 97, 44. 47. 31, 9, 84, 40, 57 

96, 5, 28, 87, 55, 65, 4, 7 4, 8, 8 6 
68, 39, 41. 27, 98, 78. 90, 51, 37. 12 
1 9 , 14, 25, 3, 88, 52, 61, 64, 95,100 
48, 80, 83, 26, 36, 42, 23, 33, 20, 71 
76, 54, 34, 49, 30, 6 , 8 1 , 7, 79, 93 
77, 73, 16, 21, 29, 58, 60, 82, 62, 1 
53, 17, 22, 24, 46, 75, 94, 15, 63, 35 
13, 56, 89, 99, 72, 69,101. 32, 92, 70 
59 

・C2 

56, 64, 49, 26, 96, 44, 73, 66. 1 7, 52 
85, 63, 28, 4, 55. 31, 71.100, 29, 13 
8 9, 3 0, l, 54. 24. 40, 23, 75, 9, 83 
76, 34, 58, 84, 88, 67, 32, 53, 94, 18 
68. 6, 35," 38, 27, 60, 91, 41, 72, 33 
37, 43, 50, 39, 47, 3, 51, 90, 82, 22 
98, 80,101, 61, 10, 46, 15, 2, 97, 42 
12, 93, 36, 57, 95, 48, 62, 79, 20, 86 

7' 19, 14, 21, 16, 59, 45, 5, 69, 81 
25, 78, 11. 87, 65, 74, 99, 92, 70, 77 
8 

付図III-2 実験に用いた乱数系列 (3/ 4) 



•D2 

73. 13, 36, 94, 20, 45, 80, 24. 69, 88 
43, 38, 60, 33, 23, 90. 29, 63, 40,101 
67, 55, 65, 35, 91, 95, 99, 39, 83, 56 
70, 89, 62, 28, 31. 82, 52, 18, 27, 25 
10, 87, 59, 57, 86, 71. 17, 41. 97, 75 
37, 76, 49, 46, 53, 26, 2, 51, 84. 79 
30, 47, 14, 68, 12. 96, 19, 6, 58, 21 ． 
50, 85, 98, 66, 48, 9, 15, 61,100, 44 ・, 鳥，

74, 92, 77, 7' 4. 1, 72, 81, 22, 54 
) 

ヽ78, 32, 11. 8, 64, 93, 5. 3, 42. 34 
16 

・E2 

7, 88, 90, 3, 5・5, 6 • 8, 9 2, 4. 3 4 
58, 36, 20, 50, 33, 41, 28,101. 37, 12 
72. 18, 32, 63, 17, 29, 27, 78, 49, 95 
77, 59, 30,100、, 60, 25, 48, 64, 19, 7 3 
71. 96, 14, 24. 99, 26, 84, 40, 98, 75 
47, 81, 89, 46, 16, 43, 87, 10, 56, 45 
67, 65, 85, 11. 79, 69, 66, 1. 42. 57 
35, 39, 86, 93, 70, 38, 21, 52, 31, 15 
22, 61, 54, 83, 53, 82, 97, 76, 80. ， 
23, 91, 13, 94, 62, 2, 5, 51. 44. 68 
74 

・02 

23, 4. 19, 32, 93, 38. 97, 79, 88, 8 
20, 86, 52, 10, 37, 43, 82, 90,100, 68 
33, 21, 46, 6, 78, 77, 91, 57, 35, 12 
71, 85, 1 6 , 18, 29, 73, 6,1, 1, 76, 60 
54, 39, 28, 3, 34, 45, 75, 49, 81, 72 
7. 11, 42, 47, 2,101. 48, 66, 40, 55 

62, 59, 70, 13, 22, 96, 94, 51, 24. 30 
36, 8 7, 5, 31, 98, 53, 26, 15, 4 4, 17 
83, 41, 58, 63, 84, 69, 50, 99, 56, 89 ． 
92, 27, 67, 95, 25, 14, 80, 61, 9, 65 ＇ ． 1 急74 ・.-. 

＇ 

付図 III- 2 実験に用いた乱数糸列 (4/ 4) 



I ill. 田 1分タイマプログラム （付図 III-3)

100 REM************************** 
110 REM* 1 Minute Timer Program* 

120 HEM************************** 
130 CLS 3 : INPUT "Press Heturn Key.",A$ 
140 CTR=O 
150 BT$=TIME$ 
160 BHH=VAL<LEFT$<BT$,2)) 
170 BMM=VAL<MID$<RT$,4 ,2) > 

180 flSS=VAL<RIGHT$<flT$,2)) 
190 NIH=< BHH*GO+BMM) *oO+BSS 
200 *LOOP 
210 T$=TIME$ 
220 HH=VAL<LEFT$<T$,2)) 
230 MM=VAL<M!D$(T$,4 ,2)) 
240 SS=VAL<RIGHT$(T$,2)) 
250 NT=<HH*GO+MMl*60+SS 
260 IF NT<NBT THEN *LOOP 
270 CLS 3 
280 PAGE=CTH¥2+1 : UD=CTR MOD 2 
290 IF UD=O THEN PRINT"記入してください。" : PRINT: PHINT "次は ":PAGE;"ペ ージ 上

段 で す。" ELSE IF UD=l THEN PRINT "記入して くだ さい 。" : PRINT : PRINT "次は II:PA 
GE:"ページ下段です. " ELSE PHINT "EHHOH !" : STOP 
300 FOR l=O TO 100 : BEEP 1: NEXT I 
310 FOR l=O TO 1000 : £lEEP O : NEXT I 
320 FOR I =O TO 100 : 13EEP 1 : NEXT I 
330 FOH l=O TO 1000 : BEEP O : NEXT I 
340 FOR l=O TO 100 : 13EEP 1 : NEXT I 
350 FOR l=O TO 1000 : BEEP O : NEXT I 
360 NBT=NBT+60 
370 CTR=CTR+l 
380 IF CTR<=l01 THEN *LOOP 
390 CLS .3: PHINT "* * * * * 
400 PRINT : PRINT" 
410 END 

CLS 3
 

付図田一 3

実験終了 ＊ ＊＊  

お疲れさまでした 。
* * " 
" 

1分タイマプログラムリスト

．
．
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